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要旨 （和） 

 

 本研究では, 情報科教員を対象に, オンライン上で試験問題や教材を共有し, 疑問や悩みを

気軽に相談できる「ナレッジコミュニティ型学習支援システム」を構築したうえで, 月 1 回の勉強

会を開催し, 非同期（システム）と同期（勉強会）を組み合わせた実践コミュニティ「情報科教員

Hub」を立ち上げた. 

 本研究の目的は, こうしたナレッジコミュニティ型学習支援システムを導入することで, 情報科

教員の指導不安感をいかに軽減し, 授業改善につなげることができるかを評価する点にある. ア

クセスログやアンケート調査による分析の結果, 授業準備（試験問題作成や教材開発）および指

導不安感の軽減に一定の効果が見られることが示唆された. また, 勉強会を通じて他校の教員

と知識を共有することで, 情報科教員に多い孤立感の緩和にも寄与する可能性が示された. 一

方で, Q&A機能・チャット機能の利用率向上, ユーザーインタフェースの改善, コミュニティのさ

らなる活性化など, 今後の継続的な運営と研究が必要な課題も明らかとなった. 

 これらの成果は情報科の専門性向上のみならず, 他教科への横展開や教員研修の在り方にも

活用できる可能性があり, 今後の教育改善に向けて幅広い展開が期待される. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本研究の一部は, 2023 年 7 月 1日 日本情報科教育学会 第 16回全国大会および 2024

年 8 月 29日 教育システム情報学会 第49回全国大会にて発表している. 
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要旨 （英） Abstract 

 

 In this study, I developed a knowledge community type learning support 

system for high school Informatics teachers. This online platform allows 

them to share test questions and teaching materials, as well as freely 

consult others about any concerns or challenges they face. Additionally, I 

held monthly study sessions so teachers could exchange ideas in real time, 

thereby forming a practice community called “Informatics Teachers’ Hub,” 

which combines asynchronous (system-based) and synchronous (study 

session) interactions. 

 The primary goal of this study was to examine whether introducing this 

system could mitigate teachers’ anxiety about teaching and improve their 

instruction. Analysis of access logs and questionnaire responses suggests 

that it can help reduce both the workload of lesson preparation (e.g., 

creating test questions, developing teaching materials) and the level of 

instructional anxiety. Moreover, sharing knowledge with teachers from 

other schools through study sessions may help alleviate the sense of 

isolation commonly experienced by Informatics teachers. On the other hand, 

several issues remain, such as increasing the number of posts in the Q&A 

and chat functions, improving the user interface, and further invigorating 

the community itself. 

 These findings not only contribute to professional growth in Informatics 

education but also have potential applications in other subject areas and in 

shaping teacher training programs. I therefore anticipate a wide range of 

possibilities for further educational improvements stemming from this work. 
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第 1 章 はじめに 

1.1 研究の背景 

1.1.1 教科「情報」に対する注目度の高まり 

 2016年 1 月に内閣府は第 5 期科学技術基本計画を閣議決定し, 未来の産業創造と社会改

革に向けた新たな価値創出の取り組みとして, 世界に先駆けた「超スマート社会」の実現

（Society5.0）を挙げた [1]. 超スマート社会とは, 「必要なもの・サービスを, 必要な人に, 必

要な時に, 必要なだけ提供し, 社会の様々なニーズにきめ細やかに対応でき, あらゆる人が質

の高いサービスを受けられ, 年齢, 性別, 地域, 言語といった様々な違いを乗り越え, 活き活き

と快適に暮らすことのできる社会」であり, Society5.0 は, Society1.0(狩猟社会), 

Society2.0(農耕社会), Society3.0(工業社会), Society4.0(情報社会)に続く, サイバー

空間とフィジカル空間が高度に融合した超スマート社会を未来の姿として共有し, その実現に向

けた一連の取り組みを指す. Society5.0 の時代においては, 人工知能（AI）, IoT, データサイ

エンスなどの情報技術の進歩により, 我々の生活はより豊かになり社会や生活が大きく変化して

いくと同時に, 文系理系を問わず, そうした技術の仕組みを理解し使いこなしていく能力も求め

られるようになる. そのため情報リテラシー教育はもとより, 情報セキュリティ教育や情報モラル

教育の重要性はますます高まっていくことが予想される. 

 こうした状況を受けて, 中央教育審議会が 2016年 12 月に答申（「幼稚園, 小学校, 中学校, 

高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について(答申)」 

[2])を示し, その後 2017 年に文部科学省から新しい幼稚園教育要領, 小学校学習指導要領, 

中学校学習指導要領, 特別支援学校幼稚部教育要領及び特別支援学校小学部・中学部学習指

導要領が公示された. 高等学校においては 2018 年に新学習指導要領 [3]が公示され, 

2022 年 4月入学生徒から年次進行で段階的に適用されている. 今回の学習指導要領改訂で

は, 情報活用能力を言語能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と位置付けると同時に, 

学校の ICT環境整備と ICTを活用した学習活動の充実に配慮されている. 小学校段階では文

字入力など基本的な操作を習得し新たにプログラミング的思考を育成することを, 中学校段階で

は技術・家庭科(技術分野)においてプログラミングや情報セキュリティに関する内容を充実させ

ることを, 高等学校段階では情報科において共通必履修科目「情報Ⅰ」を新設し全ての生徒がプ

ログラミングのほか, ネットワーク(情報セキュリティを含む)やデータベースの基礎等について習

得することが示された [4]. 
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 平成 30 年（2018 年）告示高等学校学習指導要領において, 高等学校における共通教科情

報科1は「情報Ⅰ」と「情報Ⅱ」に再編された. 改訂前と改定後の共通教科情報科の関係について

は, 学習指導要領の解説編に図 1-1 のように示されている. 特筆すべきは, これまでは選択必

履修で科目が設定されていたが, 今回は共通必履修科目として「情報Ⅰ」が設定され, その発展

的選択科目として「情報Ⅱ」が設定されたことである. 情報 Iでは問題解決に重点が置かれ, 改

訂前の学習指導要領で約 80%の学校が選択していた「社会と情報」 [5]にはなかった「プログ

ラミング」を含め, 「情報デザイン」や「データの活用」といった分野を文系理系問わず全ての高校

生が学ぶこととなった. 

 さらに, 文部科学省は, 2025 年 1 月に実施される大学入学共通テストの出題教科・科目に情

報（科目は情報Ⅰ）を加えることを正式に決定し [6], 国立大学協会は『全ての国立大学は, 「一

般選抜」においては第一次試験として, 高等学校等における基礎的教科・科目についての学習の

達成度を測るため, 原則としてこれまでの「5 教科 7 科目」に「情報」を加えた 6教科 8 科目を

課す.』と情報を入試科目に加えることを原則とした [7]. 

 このように, 社会全体で情報教育の重要性が認識され, 教科「情報」への期待や注目度は高ま

りを見せている. 一方で, その高まりに見合うだけの指導体制が十分に整備されているとは言え

ない. 次節では, 高等学校情報科の教員採用や配置に関する現状を概観する. 

 

 
1 各学科に共通する教科情報科のこと. 主として専門学科において開設される教科情報科は専

門教科情報科と示されている. 
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図 1-1 改訂前と改定後の共通教科情報科の関係（学習指導要領解説編 [8]より引用） 
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1.1.2 情報科における教員採用や配置の課題 

 Society5.0 の実現にむけてサイバーセキュリティ人材やデータサイエンティストの育成が急務

となっているほか, 2022 年 11 月にリリースされた Chat GPT2に代表される生成AIを正しく

使いこなせる人材育成として教科「情報」の重要性は日々増しているものの, 指導者についての

課題は多い. 例えば, 専門的に情報科学や情報科教育を学んでいない教員が教科担任を務め

て(させられて)いることが挙げられる. 高等学校において情報科が設置されたのは 2003 年度

であり [9], これまでに二度(2013 年度 [10]と 2022 年度 [11])の学習指導要領改訂を経

ている. 情報科が設置された当初は, 情報は新設の科目であり当然免許状を持つ教員は存在し

ていなかった. そのため他教科の基礎免許状を持つ現職教員を対象とした認定講習や教員資格

認定試験において 15日間の講習を受講することで免許状を授与したり [12], 特例措置である

臨時免許状3や免許外教科担任4の制度を活用したりすることで対応された. しかし, 大学におい

て情報科の教職課程が整備された後も情報科での教員採用はあまり進まなかった. 中山ら

（2016)は, 情報科新設から 10 年後である 2013 年度の公立学校採用数について, 情報科は

全教科の 0.68%と少なく, 一方の臨時免許状では全教科の 13%が, 免許外教科担任は全教

科の 33%が情報科で占められているという調査結果を示し, 情報科では臨時免許状や免許外

教科担任が特例的という枠を超えて多用されているという問題点を指摘している [13]. また, 

文部科学省の調査では, 2015 年 5 月 1日時点においても, 共通教科情報科を担当している教

員 5,732人のうち 1,580人(27.6%)が免許外教科担任であり [14], その 5 年後にあたる

2020 年 5 月 1日時点においても共通教科情報科を担当している教員 5,072人のうち 1,210

人(23.8%, 内訳 : 臨時免許状 256人+免許外教科担任 954人)が正規の免許状を持たず

に教科を担当していることを公表している [15]. 教科設置から 20 年近く経っても教員採用が

進んでいなかったことを問題視した文部科学省は, 2021 年に各都道府県・指定都市教育委員

会に向けて「令和 4年度からの新高等学校学習指導要領の着実な実施に向けた高等学校情報

科担当教員の採用・配置の促進, 専門性の向上について」という事務連絡を発出するなど, 情報

の免許状保有者の計画的な採用や配置の工夫, 現職教員への情報免許状取得の促進を求めた 

[16]. その後, 各教育委員会の尽力により, 文部科学省(2023)によれば, 2023 年 5 月 1日

時点では情報科担当教員 4,411人のうち情報の免許状を保有せずに情報科を担当しているの

 
2 OpenAI, “Chat GPT”, https://chatgpt.com/ 
3 教育職員免許法 第五条第 5項 
4 教育職員免許法 附則第 2項 
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は 192人（4.3%, 内訳 : 臨時免許状68人+免許外教科担任 124人)にまで減少し, 2024

年度には全ての自治体で 0人(見込み)になる予定とされている(図 1-2) [17]. ただし, 免許を

有していることと教科指導の専門性を有していることは必ずしもイコールの関係にないことには注

意が必要である. 

 

図 1-2臨時免許状及び免許外教科担任数【R4→R5】【自治体別】（ [17]より引用） 

 

 他の課題として, 情報科専任の教員が少ないことについてもしばしば取り上げられる. 中山ら

(2016)が 2015 年に各都道府県と政令市の教育委員会に宛てた公文書公開手続きにより実施

した調査によれば, 教科情報のみを担当している教員は全体の 20%程度であり, 教科情報以

外の教科も兼任している教員が多いという実態が明らかになっている [13]. これは文部科学省

(2016)が公表した数値も同様であった [14]. 情報科専任の教員が少ない理由としては, 単位

数（週に何時間教えるか）が関係している. 高等学校教員一人当たりの授業持ち時間が平均約

16時間（週あたり）のところ, 例えば一学年 6クラス編成で情報Ⅰ（2単位）のみの開講だと 12

時間にしかならないため, 情報科専任の教員を配置しづらいということが背景にある. 先に挙げ

た 2 つの調査以降に情報科専任の教員割合について調査した結果は公表されていないが, 現

在もほとんど変わっていないと推察する. 他教科との兼任は, 専任と比べると教材研究等にかけ
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られる時間が短くなってしまうため専門性や指導力の向上という面で課題がある. また, 授業の

負担感について調査した若林（2011）によると, 兼任の方が専任よりも授業に負担を感じている

割合は多く, その理由としては「授業準備の難しさ」「専門外の教科」「兼任による時間不足」が上

位の理由として挙げられた [18]. 他教科との兼任が多いという状況の改善の手立てとして, 文

部科学省は 2021 年に「高等学校教科「情報」の免許保持教員による複数校指導の手引き」を公

表した [19]. この手引きでは, ①実地型（複数校勤務）:一人の教員が 2 校以上で実地で授業

を実施する形態, ②実地型（全日制・定時制兼務）:1人の教員が同一学校内の全日制課程と定

時制課程において実地で授業を実施する形態, ③遠隔型:1人の教員が本務校とは別の 1 校以

上の高校との間で遠隔で授業を実施する形態などが先進的取り組みとして紹介されており, 採

用や配置に苦慮している自治体等の道標となっている. 今後, 特に生徒数の少ない地方都市に

おいてこのような形態が広まっていくことが予想される. 

 

1.1.3 情報科教員が抱く指導不安感の報告 

 情報科教員が教科指導においてどのようなことに指導不安感を抱いているかについては, 新学

習指導要領実施前かつ共通テスト導入決定前の 2019年 10 月時点で,	下地ら（2020）によっ

て「教材研究に対する不安」「生徒の実態対応への不安」「授業時数不足に対する不安」「授業方

法に対する不安」「学習環境に対する不安」などが明らかにされており, その中でも「教材研究に

対する不安」が最も多かったことが報告されている [20]. その後, 新学習指導要領実施開始か

つ共通テスト導入決定後に行われた調査としては,	2022 年に青山（2022）によって「大学入学

共通テストへの対応」が最も多かったことが報告されている [21]. 「大学入学共通テストへの対

応」については, 特定非営利活動法人みんなのコード（2023）の調査で 81.7% [22], プログ

ラミング総合研究所(2024）の調査でも 86.7% [23]の教員が不安を感じていることが報告さ

れているため, 現時点で情報科教員が抱える指導不安感のうち一番大きな割合を占めていると

言っても過言ではない. 

 

1.1.4 情報科における教員支援の現状と課題 

 ここまでに述べてきた通り, 高等学校情報科においては教員採用・配置に課題があることや教

壇に立っている多くの教員が指導不安感を抱えながら授業を行っていることが明らかになってい

る. 指導不安感を和らげていく方策の一つとして, 教員同士の相互支援やエキスパート(例えば
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所属校の指導教員や教育委員会の指導主事)からの指導助言を受けることなどが挙げられるが, 

情報科は 1 校につき 1人しか配置されていないような場合も多く, 国語科や数学科のように同

一校に複数の教員が配置されている場合と比べると, すぐに周囲の教員に相談できる状況には

なく, 横のつながりを作りづらい. また, 教育委員会の指導主事も他教科が専門であることが

多々見受けられる. こうした状況下では, 指導不安感を抱える教員が問題を共有・解決する場が

不足し, 個々の経験に依存したまま授業を進めざるを得ないという現実が浮き彫りとなっている. 

そこで, (1)双方向的にやり取りできる仕組みで, (2)全国から気軽に参加でき, (3)定期的に情

報交換できる環境を作ることが急務となっている. このまま孤立感や指導不安感を持ったままの

状態が続くと, 一部の学校や地域で教育の質が十分に高まらない可能性があり, 結果として, 

生徒に対して情報社会に不可欠なスキルを十分に提供できないまま授業が進んでしまったり, 学

校・地域格差が生じてしまったりするリスクがある. 

 このような現状を解決する方法として, Webサイト等を用いた教員同士のコミュニケーションの

支援が考えられる. 先行研究（堀田, 2002; 山本ら, 2006; 等)では, オンラインで複数の教

員が実践事例や教材の共有を行う実践コミュニティが教師間の交流や教師の孤立感軽減に寄与

する可能性が報告されている. ただし, 情報科を対象として, 現在（2024年 9月 1日）も運営

されているWebサイトとしては, 文部科学省が運営する「高等学校情報科に関する特設ページ」

5や学校法人河合塾が運営する「キミのミライ発見」6を筆頭に, 行政, 企業, 個人が実践事例や

教材, 指導案等を共有しているものが多数存在するものの, これらのサイトのほとんどは一方向

的な情報発信であり, 教員同士が双方向に知識・経験を交換し合う仕組みは十分に整備されて

いない. 

 以上を踏まえると, 情報科教員が全国どこからでも気軽に参加でき, 試験問題や授業実践のノ

ウハウを交換し合う実践コミュニティの構築が急務と考えられる. そこで本研究では, 「情報科教

員 Hub」という名称の実践コミュニティを立ち上げ, 教師間の交流を支えるナレッジコミュニティ

型学習支援システムと, 定期的（一月に一度程度）に開催する勉強会を連動させる仕組みを開発

する. これにより, 従来の一方向的な情報提供ではなく, 双方向かつ継続的な相互学習を可能

にし, 各教師の指導不安感を軽減し, 教育改善に繋げることを目指す. 

 

 
5 文部科学省, “高等学校情報科に関する特設ページ", https://www.mext.go.jp/a_men

u/shotou/zyouhou/detail/1416746.htm 
6 河合塾, “キミのミライ発見", https://www.wakuwaku-catch.net/ 
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1.2 ナレッジコミュニティ型学習支援システム 

 本研究では, 教員同士が相互に学び合い, 支え合う仕組みとして「ナレッジコミュニティ型学習

支援システム」を構築する. 

 ここでいうナレッジコミュニティ型学習支援システムとは, 「同じ領域（本研究では情報科教育）

に興味・関心を持つ者同士が, オンライン上で様々な知識（ナレッジ）を継続的に共有し合い, 質

問・相談・フィードバック等を通じて互いに学習を深めるコミュニティを支援するためのシステム」

を指す.  

 度々ニュースで長時間労働が問題視されているように, 教師は多忙を極めるため, 授業準備

や教材開発を効率よく行うには「場所や時間に縛られないシステム」が求められる. そのためこの

システムでは, 非同期的なナレッジ共有に重きを置いており, 例えば, 次のような機能が利用で

きる(詳しくは第 3章で後述). 

l 試験問題投稿・検索機能…教材や試験問題の作成負担を軽減 

l Q&A機能, チャット機能…日々の疑問や指導の悩みを相談, 情報共有 

l 資料公開機能…授業事例等の情報収集 

これらの機能を通じて, 教師はいつでもどこからでもアクセスし, 必要な情報を得ることができ

る. 

 

1.3 実践コミュニティ（Community of Practice） 

 「実践コミュニティ（Community of Practice）」という概念は, ウェンガー(1998)が名付け

たものであり, ウェンガーら（2002）によれば, 「あるテーマに関する関心や問題, 熱意などを共

有し, その分野の知識や技能を持続的な相互交流を通じて深めていく人々の集団」と定義され

る. 領域（domain）・コミュニティ（community）・実践（practice）の 3 つの要素からなり, こ

れらの要素はそれぞれ関わり合うものとされている [24]. 「領域」とは実践コミュニティのメンバ

ーが共有するテーマ, 「コミュニティ」とは他のメンバーと相互作用しながらともに学んでいく場・

集団, 「実践」とはメンバーが共有する一連の活動や枠組み, アイデア, ツール, 情報, 専門用語

などのこととされる. 

 1.2節で述べたナレッジコミュニティ型学習支援システムは, 非同期のナレッジ共有を行うもの

であり, これだけでは深い相互交流や実践レベルの指導改善には限界がある. そこで, 本研究

ではこのナレッジコミュニティ型学習支援システムと連動させて, 定期的（月に一度程度）に同期
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型の勉強会を開催している. この勉強会では, 参加者同士がリアルタイムに顔を合わせて実践

事例の紹介やディスカッション, 情報交換を行うことで, 単なる「知識の共有」にとどまらない「実

践の共有」や「共同の問題解決」が可能となる. このような取り組みは, ウェンガーらが提唱する

実践コミュニティの要素である, 領域・コミュニティ・実践を補強するものと位置付けられる. 

 すなわち, ナレッジコミュニティ型学習支援システム（非同期）を基盤としながら, 定期開催され

る勉強会（同期）で他の教師との対話や内省を深めることによって, 単なる知識の共有にとどまら

ずに実際の授業改善へと結びつく「実践コミュニティ」の形成を図っている. この実践コミュニティ

が全国の情報科教員たちのハブ（中心, 中核)となるようにという願いをこめて情報科教員 Hub

と名付けた. 

 ただし, 本研究においてはコミュニティ論の検証それ自体ではなく, システム開発と勉強会運営

を通じて教師の指導不安感を軽減することを主眼にしている. したがって, 実践コミュニティの理

論的枠組みは参考としつつ, 本研究ではシステム導入後の効果をシステム評価の観点から分

析・考察する. 

 

1.4 研究の目的 

 本研究の目的は, 情報科教員を対象としたナレッジコミュニティ型学習支援システムを構築し, 

その導入がどのように指導不安感の軽減や授業改善に役立つかを評価することである. 

 すでに述べたように, 高等学校において情報科の教員は 1 校に 1人という配置が多く, 横のつ

ながりを構築しにくい. そこで本研究では, オンライン上で試験問題や教材を共有し合ったり, 

Q&A機能を通して疑問点を相談し合ったりできるシステムを開発することで, 授業準備の負担

や指導不安感を緩和することを目指す. 

 さらに, 月に一度の勉強会を組み合わせることで, 非同期のシステム利用と同期的な対話を併

用し, 双方向の情報交換を促す. 本論文では, このシステムおよび勉強会を併用する実践コミュ

ニティを「情報科教員 Hub」と呼び, その構築・運用方法と効果について考察する. 

 以上を踏まえ, 以下のリサーチクエスチョンを設定する. 

RQ : 試験問題や教材の共有, Q&A機能の実装は, 情報科教員の作業負担や指導不安感を

軽減するのか. 
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1.5 本論文の構成 

 本論文は以下の章立てで構成される. 

第 1章 はじめに 

 研究の背景や情報科の現状, 既存の教員支援の課題を示し, 本研究で構築するシステム（ナ

レッジコミュニティ型学習支援システム）および勉強会の概要を述べる. そして, 研究の目的と

全体の構成を示す. 

第 2章 関連研究 

 高等学校情報科の指導不安感に関する報告や, これまでに開発されたナレッジコミュニティ

型学習支援システム・教材共有サイトの先行研究を整理し, 本研究の位置づけを明らかにす

る. 

第 3章 システム設計 

 本研究で開発するナレッジコミュニティ型学習支援システムの設計方針と機能要件を示す. 

試験問題投稿・検索機能やQ&A機能, 資料公開機能などの詳細仕様を説明する. 

第 4章 システム開発 

 第 3章の設計をもとに, 開発環境や技術選定, プログラミング言語などシステム構築の過程

を報告する. 独自に実装したプラグインについても言及する. 

第 5章 コミュニティ運営と勉強会の実施 

 システム運用後の利用状況や, 月 1 回実施する勉強会の運営方法について述べる. 勉強会

の参加者数・内容・アンケート結果などを報告し, オンラインとオフライン（同期的）の学習支援

をどのように連動させているかを示す.  

第 6章 システム評価 

 システムの利用データやアンケート結果, 専門家レビューの内容を分析し, 研究目的に対す

る達成度やシステムの有用性を評価する. 指導不安感や実際の授業改善に繋がったかどうか

を考察する. 

第 7章 結論と今後の課題 

 本研究の成果をまとめ, 情報科教員の指導不安感の軽減や教育改善に対するシステム開発

の貢献を整理する. あわせて, 本研究の限界や今後の拡張の方向性（他教科への応用, 機能

追加など）を述べる. 
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1.6 研究の方法 

 本研究では, 情報科教員を対象としたナレッジコミュニティ型学習支援システムを構築し, その

導入がどのように指導不安感の軽減や授業改善に役立つかを評価することを目的とした. 研究

の方法としては, 大きく以下の 3 つのステップを実施している.  

1) ニーズ分析および要件定義 

• 既存研究のレビューおよび知り合いの情報科教員への予備的ヒアリングの分析から, 情報

科教員が抱える指導不安感や孤立感の具体的要因を整理した. 

• 得られたニーズや要因をもとに, ナレッジコミュニティ型学習支援システムの要件定義を行

い, 機能①（試験問題投稿・検索機能）, 機能②（Q&A機能）, 機能③（チャット機能）, 機

能④（資料公開機能）を中核としたシステムを設計した. 

2) システム開発およびコミュニティ運営 

• 要件定義に基づき, プロトタイプ版を開発後, 小規模テストとアンケート（プロトタイプ版評

価アンケート）を実施し, 機能面・UI面の改善を行った. 

• 続いて本運用版を開発し, 同時に情報科教員向けの勉強会を月 1 回開催することで, シス

テム（非同期利用）と勉強会（同期的コミュニケーション）を連動させたコミュニティ運営を進

めた. 

3) 多角的な評価（アクセスログ・アンケート・専門家レビュー等） 

• システムのアクセスログ分析およびアンケート（本運用版評価アンケート）を通じて, 教員の

指導不安感や知識習得の難しさ, 教材準備・評価の難しさの変化を継時的比較（Albert, 

1977 [25]）により測定した. 

• また, 勉強会参加者へのアンケートやインタビューを実施し, コミュニティへの参加動機や勉

強会の有効性, システムと勉強会の相乗効果などを質的・量的に分析した. 

• さらに, 専門家レビュー（教育工学・情報教育分野, およびUI/UX分野）を受けて改善点

等を明らかにした. 

 

 このように, ニーズ分析 → システム開発・コミュニティ運営 → 多角的評価という流れで研究

を進めていることが本研究の特徴である. アンケートは, プロトタイプ版と本運用版の 2 回を中

心に実施しているが, 事前アンケートを十分に実施できなかったため, 事後アンケートを通じた

継時的比較とアクセスログ分析・専門家レビューを組み合わせて, 指導不安感や教材準備・評価

の難しさの変化を推測する形を取った. 
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1.7 本研究の新規性と意義 

 本研究の新規性と意義は, 以下の 3 点に整理できる. 

 

1) 指導不安感の実態把握と属性ごとの支援ターゲットの明確化 

• これまで情報科教員の指導不安感については, 単発のアンケート調査や事例報告が多く, 

専任・兼任や教職経験年数など属性の違いに応じた不安感の実態解明は十分に行われて

いなかった.  

• 本研究では, システム登録時点のアンケートやアクセスログ, 勉強会参加者の属性などを踏

まえ, 「若手教員」「中堅・ベテラン教員」などの層別に不安感や教材準備の難しさ, 評価方

法の難しさがどのように異なるかを把握・分析した. これにより, 情報科教員支援のターゲッ

トをより具体的に設定できる. 

2) ナレッジコミュニティ型システムと勉強会の連動による実践コミュニティの形成 

• 既存の教員支援サイトは, 一方向的な情報発信にとどまりがちであったが, 本研究では試

験問題の投稿・検索機能やQ&A機能, チャット機能など「双方向のナレッジ共有」を目指

すシステムを構築するとともに, オンライン勉強会（同期的コミュニケーション）を組み合わせ

ることで, より深い「実践コミュニティ（Community of Practice）」の形成を促進した. 

• このように, オンライン（非同期）× オンライン勉強会（同期）の連動によって, 教員の孤立感

や指導不安感の軽減を実際のデータをもって検証した点に新規性がある. 

3) 生成 AIや OCRを活用した試験問題拡充と教材活用の容易化 

• 既存のポータルサイトで教材や試験問題を公開している例はあるが, OCR機能や生成AI

解説機能を備えているシステムはほとんど存在しない. 画像として投稿された問題をテキス

ト化するOCR機能や, 生成AIを活用した解説生成機能, ユーザー同士で解説を編集で

きる「みんなで解説機能」は, 授業づくりや教材開発の効率化に資する試みである. 

• これにより, 膨大な過去問やオリジナル問題が共有されるだけでなく, それらを教員自身が

再編集しやすくなり, 共通テスト対策や定期テスト対策など多様なニーズに対応できる点が

本研究の大きな意義と考えられる. 
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第 2 章 関連研究 

2.1 情報科教員が抱く指導不安感についての研究 

2.1.1 教員の新学習指導要領への理解度と指導不安感の実態 

 下地ら（2020）は, 2022 年度から実施される新学習指導要領における教員研修の方法を検

討するために, 高等学校で情報科を担当している教員の意識調査を行った [20]. 調査は

2019年 10 月にO県の情報科教員 59名を対象としてWeb アンケートフォームで実施され

た. この調査においては, 以下の点が明らかになったことが報告されている. 

1. 2019年 10 月時点で, 2022 年度からの新学習指導要領の改訂内容を理解していると回

答した教員は 3割未満であった. 

2. 「情報Ⅰ」「情報Ⅱ」両科目のすべての学習内容について, 重要性認識（学習内容について

重要性を認識しているか）と指導不安感（指導に対して不安を感じているか）が高い傾向が

見られた. 特にプログラミング, 統計・データサイエンスに対する指導不安感が高いことが

わかった. 

3. 指導不安感は学習・指導したプログラミング数と負の相関関係にあった. 

4. 新学習指導要領の理解度が高い教員は, 低い教員に比べて指導不安感が低い傾向にあっ

た. 

5. 指導不安感の内容として, 「教材研究に対する不安」が最も多く, 次いで「生徒の実態対応

への不安」「授業字数不足に対する不安」「授業方法に対する不安」が挙げられた. また, 情

報Ⅱについては「学習環境に対する不安」も見られた. 

 これらの結果を踏まえ, 下地らは新学習指導要領への理解促進や, プログラミング, 統計, デ

ータサイエンスに焦点を当てた教員研修の必要性を指摘している. また, 教員のレディネスに応

じて適切に研修内容を複線化したり, レベル分けをしたりする工夫が求められると述べている. 

 

2.1.2 教科情報の指導で課題（不安）に感じていることと指導不安感を感じる分野 

 青山（2022）は, 自身の論文の中で, 福岡県高等学校教科等研究会情報科研究部会が福岡

県下で情報科を担当する教員に行ったアンケートの結果を報告した [21]. アンケートは, 新学

習指導要領開始から 8 ヶ月程度が経過した 2022 年 11 月から 12 月にかけて実施され, 129

件の回答を得た. この調査においては, 以下の点が明らかになったことが報告されている. 
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1. 76.0%の教員が「大学入学共通テストへの対応」を課題（不安）に感じており, 最大の不安

要因となっている. 次いで, 「生徒の習熟度の差（43.4%）」「指導方法等について相談でき

る相手がいない（36.4）」「教材開発（35.7%）」「指導教員の不足（35.7%）」「評価方法

（35.7%）」が不安要因となっている. 

2. 情報Ⅰの 4領域を教える上で, 課題に感じている分野については, 「コンピュータとプログ

ラミング」分野に対する不安が最も高くなっており, 「情報通信ネットワークとデータの活用」

分野も高い不安を示している. このことから, 旧学習指導要領「社会と情報」になかった専

門性の高い内容に対する不安が顕著であることがわかる. 

 これらの結果から, 青山は, わかりやすく全生徒が取り残されない授業づくりや生徒自ら考え

学習するための仕掛け作りなどを共有したり, 取り組み事例を広く共有したりする場の必要性を

訴えている. 

 

2.1.3 高校「情報Ⅰ」実態調査 

 特定非営利活動法人みんなのコード（2023）が実施した「2022 年度プログラミング教育・高

校『情報Ⅰ』実態調査」は, 「情報Ⅰ」またはその代替科目を担当する教員 550名を対象に行わ

れた大規模な調査である [22]. この調査は, Web アンケートフォームで 2023 年 2 月から 4

月で実施され, 新課程「情報Ⅰ」の実施状況と課題を明らかにする上で貴重な知見を提供してい

る. なお, この調査においては, 以下の点が明らかになったことが報告されている. 

1. 授業 1 コマあたりの準備時間としては, 「週 1時間〜3時間未満」が 4割を占める. また, 

78.0%の教員が授業準備時間が「必要最低限」または「不十分」と回答した. 準備時間を十

分に取れない理由としては, 分掌業務が最大で, 次いで会議・打ち合わせや部活動, 事務・

報告書作成となっている. 

2. 82.7%の教員が「指導内容が多く, 授業時数が足りないと感じる」と回答しており, 授業時

数の不足感を感じている教員が多い. 

3. 「コンピュータとプログラミング」分野の指導の課題としては時間数不足（71.5%）が最大で, 

次いで「指導・授業展開の難しさ（58.5%）」「生徒のスキル不足・スキル格差（58.2%）」「教

員の専門性の不足（50.9%）」となっている. 

4. コンピュータを使った実習時間が不足していると回答した教員が 7割を占めている. 
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5. 81.7%の教員が, 大学入学共通テストに「情報」が新設されることに対して不安を感じてい

る. 

 この調査は, 下地ら（2020）や青山（2022）の先行研究で指摘されていた情報科教員の指導

不安感の傾向を裏付けるとともに, より大規模なサンプルに基づいて現状を明らかにしている点

で意義深い. 特に, プログラミング教育や大学入試の対応に関する不安が依然として高いレベル

にあることを示しており, これらの課題に対する継続的な支援の必要性を示唆している. 

 

2.1.4 2025 年共通テストに向けた情報Ⅰに関する調査 

 プログラミング総合研究所（2024）が実施した「2025 年共通テストに向けた情報Ⅰに関する

調査」 [23]では, 全国の教員・学校関係者 462名を対象としたアンケート調査である. 実施期

間は 2024年 2 月から 3 月とより最新の調査結果となっており現状の把握に役立つ. この調査

では以下の点が報告されている. 

1. 2025 年の共通テスト「情報Ⅰ」に不安を感じているかという設問には, 86.7%が不安に感

じていると回答した. 不安に思っている理由としては, 「生徒の理解度が共通テストのレベル

に達しているかわからない(53.6%)」「指導時間の不足（50.9%）」「生徒の理解度が深ま

っていない（49.9%）」「テストの対策方法がわからない（47.9%）」「大学側の情報Ⅰの取り

扱いが明確じゃない（41.5%）」の順に高い. 

2. 「情報Ⅰ」を学ぶ環境が整っていると思うかという設問には, 3 分の 1以上が整っていない

と回答し, 自学用教材の未導入や教員不足が上位の理由として挙げられた. 

3. 共通テスト「情報Ⅰ」を不安に感じている教員の地域別の割合が示されており, 不安に思っ

ている割合が最も多かったのは北関東エリア(茨城・栃木・群馬)の 93.6％で, 続いて中国

エリア(鳥取・島根・岡山・広島・山口)の 90.3％, 首都圏エリア(東京・神奈川・千葉・埼玉)

の 89.4％と続いた. 最も割合が低い四国エリア（徳島・香川・愛媛・高知）についても

78.6%と不安に思っている教員の割合は高い. 

 共通テストに対する不安感は, みんなのコード（2023）の調査結果とほとんど一致していること

から, 情報科教員が直面している課題や不安感の継続性を示している. 2025 年共通テスト（本

試験 1 月 18・19日, 追試験 1 月 25・26日）が実施されるまでは, 「大学入学共通テストへの

対応」が, 現時点で情報科教員が抱える指導不安感のうち一番大きな割合を占めていると言っ

ても過言ではない. 
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2.2 Web サイト等を活用した教員支援の有用性に関する研究 

2.2.1 インターネット博覧会パビリオン「FATHeRS」 

 堀田(2002)は, 情報教育の実践を普及させるためのポータルサイト「FATHeRS」を開発し, 

その評価を行った研究を報告している [26]. このサイトは 2001 年度に政府が実施したインタ

ーネット博覧会のパビリオンとして 1 年間運用された. サイトの設計にあたっては, 情報教育の実

践に必要なコンテンツについて議論を重ね, 「みんなの広場（子ども向け）」と「教育の部屋（大人・

教師向け）」の 2 つのコーナーを中心に, 3,200余ページと 1,100余ページでそれぞれ構成さ

れた. 

主な機能として以下が実装された. 

1. 子どもむけコンテンツ 2. 教師向けコンテンツ 

l 月替わりの児童生徒向けコンテスト 

l デジタルカメラを活用した学校間交流 

l クイズや学習ゲーム 

l 実践上の工夫を共有する「情報教育ワン

ポイントアドバイス」 

l 先達への取材「情報教育のススメ」 

l 情報教育に関するQ&A 

l 学習指導案で利用できるイラスト集 

l 教材のダウンロード 

 また, サイト活用の実践を支える実践コミュニティとして, 約 200名の教師が参加するメーリン

グリストを運営し, 年間 3,800 通を超えるメール交換が行われた. 評価としては, 1日あたり約

9,000ページビューという安定したアクセス数を維持し, 教師向けアンケートでも高い評価を得

た. さらに, 政府による「アイデア賞」をはじめ, 文部科学省主催のコンクールでの入選など, 社

会からも高い評価を受けた.  

 この研究は, 情報教育実践の普及において, ポータルサイトを通じた実践事例や教材の共有, 

およびオンラインコミュニティによる教師間の交流が効果的であることを示した点で意義深い. イ

ンターネット博覧会終了後も, 利用者からの要望に応えて運用が継続されたことは, そのニーズ

の高さを示している. 

 

2.2.2 情報科教育ポータルサイト「P.SITE」 

 神村ら（2004）は, 2003 年 4月から高等学校で情報科が新設されるというタイミングにおい

て, 情報科教員のスキルにばらつきがあり, 支援体制が不十分であったことから高校の情報科
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教育を支援するためのポータルサイト「P.SITE」を構築した [27] [28]. 宮城県高等学校情報

科研究会が主体となり, 「授業の支援」と「人的ネットワークの構築」を目指して開発されたもので

ある. 開発はコンテンツ開発グループ（高校教員）, デザイン開発グループ（美術大学の学生）, 

プログラム開発グループ（大学研究室）の 3 つのグループで分散して行われた. コンセプトとして

①生きた授業の材料の交換の場, ②生徒の学習点検の場, ③授業に役立つ情報収集の場, ④

教員が授業に悩んだときの解決の場の 4つが設定され, 次の 5 つの主要機能を実装している. 

1. 授業アイデアベース…授業アイデアの蓄積 

2. 授業事例ベース…授業事例の蓄積 

3. 学習確認ベース…生徒向けの自学自習用オンライン問題集 

4. リンクベース…学習指導要領の単元別リンク集 

5. ヘルプベース…Q&Aの蓄積 

 この研究は, 開発プロセスとして, UMLのユースケース図を活用し要求仕様を図式化して関

係者間で共有していることや, 高校教員・大学教員・学生など多様な分野の人々が協力して開発

していること, 開発にオープンソースを活用していることなど, ポータルサイト構築のプロセスとそ

のシステムの特徴を詳細に報告しており, 情報科教育支援システムの開発に関する先駆的な取

り組みとして位置付けることができる. 

 

2.2.3 高等学校家庭科教員を支援する教育情報サイト「みんなの家庭科」 

 山本ら（2016）は高等学校家庭科教員を対象とした掲示板型の教材・授業実践共有サイトの開

発を行い, その有用性の高さを示している [29]. この研究は, 家庭科教員の業務効率化と教

育の質向上を図ることを目的とし, 教員の ICT活用状況と教育情報サイトに対するニーズを調

査してニーズに基づいた支援サイトが開発された. 開発されたサイトの主な機能には, 教材や指

導案の共有, 掲示板を通じた情報交換, 教育関連ニュースの提供などが含まれる. これらの機

能は, 教員間のコミュニケーションを促進し, 教育リソースへのアクセスを容易にすることを意図

している. 研究の結果, 開発されたサイトに対する教員からの評価は高く, 特にサイトの使いや

すさや情報の有用性について肯定的な反応が得られた. 教材や指導案の共有機能は, 教員の

授業準備の効率化に大きく貢献したと評価されている. さらに, このようなWebサイトを通じた

支援は, 教員の孤立感を軽減し, 他校の教員との情報交換を促進する効果があることも示唆さ

れた. これは, 特に経験の浅い教員や小規模校の教員にとって有益であると考えられる. 総じ



 26 

て, この研究は, ICTを活用した教員支援サイトが, 教育の質向上と教員の業務効率化に有効

であることを示している. ただし, サイトの継続的な運営や情報の更新, セキュリティの確保など

の課題も指摘されており, これらの点に関する更なる研究や改善が必要であることも明らかにな

った. 

 この研究は, Webサイト等を活用した教員支援の有用性を実証的に示すとともに, 今後の教

育支援システムの開発や運用に関する重要な知見を提供している. 教育現場のデジタル化が進

む中, このような研究成果は, 効果的な教員支援システムの構築に向けた基礎的な資料として

価値があると言える. 

 

2.3 ナレッジコミュニティ型学習支援システムに関する研究 

 切通ら（2018）はインフォーマルな学習環境のプログラミング学習を支援するためのナレッジコ

ミュニティ型学習支援システムについての研究を報告している [30] [31]. このシステムの主な

目的は, 高校生を対象としたプログラミング学習の継続性を担保し, 学習者同士のコミュニケー

ションを促進することであった. システムの主要な機能として, ①学習者間で自由にコミュニケー

ションができる「雑談スペース」, ②研究実施者が情報を提供する「スタッフブログ」, ③学習者間

で質問や回答ができる「Q&A」の 3 つが実装された. さらに, システムへの誘導と情報提供を目

的としたメールマガジンも併用された. 研究の結果, 一部の学習者にとっては情報獲得や学習動

機付けの面で良い影響を与えた可能性が示唆された. 具体的には, 多くの学習者がシステムに

アクセスし, 特に雑談スペースやスタッフブログ, 他者の回答を閲覧するなど, 受動的な利用が

多く見られた. しかし, システムの利用頻度は月 1〜2 回程度にとどまり, 能動的な利用（質問や

回答の投稿など）は限定的であった. また, 継続的なプログラミング学習に取り組んだ学習者は

全体の約 3 分の 1 にとどまり, 多くの学習者が学業や部活動の忙しさを理由に継続できなかっ

たと回答した. これらの結果から, システムの改善点として, アクセス頻度の向上, 能動的な利

用の促進, 学習の継続性を高めるための動機付けの強化などが挙げられた. 加えて, 周辺シス

テムとしてのメールマガジンの効果は限定的であり, 学習者のニーズにより適した連絡手段

（LINEなど）の検討が必要であることも明らかとなった.  

 これらの知見は, インフォーマルなプログラミング学習環境のデザインにおいて, オンラインシス

テムだけでなく, 対面でのコミュニケーションの重要性や, 学校教育との連携の必要性を示唆し
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ている. そのため, これからナレッジコミュニティ型学習支援システムを構築する場合は, これら

の課題を踏まえたシステムの設計と, より効果的な学習支援の方法の検討が求められる.  

 

2.4 実践コミュニティの教育への応用に関する研究 

2.4.1 国際バカロレア認定校を事例とした教員の実践コミュニティ 

 佐々木(2019)は, 国際バカロレア（IB）認定校を事例とした教員の実践コミュニティにおける

知識の共有に関する研究 [32]を行った. 教員の実践コミュニティとそこでの知識共有の実態を

解明することを目的としたものである. この研究では, IBOが定める規約に従って教員たちが

「協働」を行う中で, 実践コミュニティにおける価値創造が起きている様子を明らかにしている. 

教員個々の Value-creation story に注目することで, 常に進化を望む教員たちの姿を確認

し, 実践コミュニティのメンバーが年齢や立場に関係なく対等な立場で参加していることを示し

た. また, 新任教員が「アウトサイダー」から「コアグループ」へ移動していく過程を観察し, その

移動のきっかけとなったのはコーディネーターによる足場かけ活動であることを明らかにしたと報

告している. 具体的な指導案や教材のシェアリングに関しては, 制度化の度合いの弱いコミュニ

ティで活発な動きが見られることを指摘している. さらに, 管理職が学校教育目標を目印として

自主的な教員コミュニティの発展を支援している様子も観察されたと述べている. 

 

2.4.2 若手教員育成を軸とした学校組織づくり 

 月川ら(2023)による若手教員育成に関する研究 [33]では, 若手教員育成を軸とした学校

組織づくりについて, 正統的周辺参加論および実践コミュニティ論から考察している. この研究

では, 若手教員の育成が学校組織の重要課題となっている現状を踏まえ, 組織的に若手教員育

成を行う必要性を指摘している. 正統的周辺参加論の視点から, 若手教員が学校という実践コ

ミュニティに参加し, 徐々に中心的な役割を担っていく過程を分析し, 実践コミュニティ論を用い

て, 学校内での教員同士の学び合いや知識共有の重要性を強調している. また, 管理職の役割

として, 若手教員の実践コミュニティへの参加を促進し, 支援することの重要性を指摘し, 若手

教員育成を通じて, 学校全体の教育力向上や組織の活性化につながる可能性を示唆している. 

具体的な取り組みとして, メンタリングやチーム制の導入などを提案している. 
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2.4.3 情報教育の実践コミュニティーの運営モデル 

 堀田（2001）は, 2.2.1 のインターネット博覧会パビリオン「FATHeRS」に連動した実践コミュ

ニティーの運営モデルについて報告している [34]. このコミュニティーは, サイト運営側と参加

者の両方がメンバーとなり, 4層構造の階層モデルとして設計された. 

第 1層：企画事務局 

大学研究者と担当企業の担当メンバー2名で構成 

サイトの運営方針, 日程調整と進捗管理 

メーリングリストの運営など意思決定に関与 

第 2層：企画開発スタッフ 

情報教育実践を先導してきた教員から初心者教員まで 

管理職・指導主事なども含む 20名と企業開発スタッフ 5名 

学習コンテストの企画・審査やWebページのデザインと作成 

工場見学などのリアルイベントやサイトの現地指導を担当 

第 3層：メーリングリスト登録者 

メーリングリスト「papa」への参加者 

教育関係メーリングリストを通じて参加者を募集 

第4層：メールマガジン購読者 

定期的に発行される FATHeRS メールマガジンの購読者 

 運営実績として, メーリングリストのメンバーは約 200名で, 8 ヶ月で約 2,800 通のメール交

換が行われた. メールマガジンは毎週火曜日に発行され, 購読者数は約 300名となった. また, 

春・夏・秋に情報教育実践セミナーを開催し, 全国から 50名以上の参加者を得て対面での交流

も行われた. 

 このモデルは, 情報教育の実践知を効果的に共有・伝播させるためのコミュニティー運営の枠

組みを提示した点で意義があり, オンラインとオフラインを組み合わせた教員支援の具体的な方

法を示している. 
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第 3 章 システム設計 

3.1 対象者 

 対象者は, 下記に挙げるような, 情報教育に携わるすべての人である. ただし, あくまで教師

を対象としたシステムであるため, 高校生以下の生徒は対象としない. また, 大学や高等専門学

校の教授にはアドバイザーとしての役割を担ってもらうことを想定している. 

l 高等学校情報科を担当している先生 

l 中学校で技術・家庭科を担当している先生 

l 予備校や塾で情報を担当している先生 

l 教職課程で情報の教科教育法を受講している大学生 

l 情報科の教科教育法等を担当している大学や高等専門学校の教授 

 

3.2 主な機能 

 本システムには, 教員が相互に知識を交換するナレッジコミュニティ型の学習支援システムとな

るように, ①試験問題投稿・検索機能, ②Q&A機能, ③チャット機能, ④資料公開機能の 4つ

の主要機能を用意した（図 3-1）. 承認型会員制のシステムであるため, 管理人による承認がな

ければアクセスできない. 

 

図３-1 システム概要図 
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機能①試験問題投稿・検索機能 

 他の先生がこれまでに作成されてきた問題を, 学習指導要領の内容のまとまりや難易度, 用

語などで絞り込み検索することができ, 小テストや定期考査の作問などに参考にすることがで

きる. 自身が作問した問題を投稿することもできる. さらに, 過去に実施された情報科の大学

入試問題のうち, 大学から掲載許可を得ることができたものも掲載する. また, 以下の小機能

も備える. 

 - 小機能①-1 : OCR機能 

 投稿された問題のうち, 画像ファイル内のテキストを読み取るOCR（Optical 

Character Recognition）機能も搭載する. 

 - 小機能①-2 : AI 解説機能 

 投稿された問題を生成AIが解説する機能も搭載する. 

 - 小機能①-3 : みんなで解説機能 

 投稿された問題に対して複数人で解説をつけることができる機能も搭載する. 

機能②Q&A機能 

 授業の方法や教材についての悩みなど, 日々の疑問を他のユーザーに対して相談できる場

である. 『しつもんひろば』という名前にした.  

機能③チャット機能 

 ユーザー同士が即時にアイデアや意見, ニュース等を共有できる場である. 例えば, 授業の

アイデアに関する簡単な相談, 教材作成のコツの共有, 特定のニュースに関するディスカッシ

ョンなどを時間や場所にとらわれずに気軽に交流できる. 『情報交換ルーム』という名前にした. 

機能④資料公開機能 

 勉強会での発表スライドや授業で役立つサイト, 問題集や参考書をまとめたページなどを資

料としていつでも閲覧できる機能である. 

 

機能①〜④については, 一部プログラムの修正が必要なものの, CMSの標準機能や既存のプ

ラグインを流用することで実現できることがわかった. また, 小機能①-1〜①-3 については, 

CMSのプラグインを新たに開発することで実現することにした. 
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3.3 開発・評価スケジュール 

[プロトタイプ版] 

2022 年 7 月 機能①試験問題投稿・検索機能_開発 

 9月 機能①試験問題投稿・検索機能_公開 

機能②Q&A機能_開発 

機能③チャット機能_開発 

 10 月 機能②Q&A機能_公開 

機能③チャット機能_公開 

2023 年 1 月 機能①試験問題投稿・検索機能にリアクションボタン追加 

機能①試験問題投稿・検索機能にブックマークボタン追加 

 4月 プロトタイプ版評価アンケート実施 

 7 月 日本情報科教育学会第 16回全国大会にて, システムの設計について

発表 [35] 

[本運用版] 

2023 年 10 月 サイト名を『情報科教員 Hub』として本運用開始 

2024年 3 月 勉強会開始（毎月 1 回） 

 7 月 小機能①-1 OCR機能_開発 

小機能①-2 AI 解説機能_開発 

 8 月 教育システム情報学会第49回全国大会で勉強会について発表 

[36] 

小機能①-1 OCR機能_公開 

小機能①-2 AI 解説機能_公開 

小機能①-3 みんなで解説機能_開発 

 9月 小機能①-3 みんなで解説機能_公開 

 10 月 本運用版評価アンケート実施 

 12 月 専門家レビュー実施 
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第 4 章 システム開発 

4.1 開発環境 

 開発環境情報について次の表4-1 に示す. 

 

表4-1 開発環境情報 

カテゴリー ソフトウェア名 バージョン 

CMS WordPress 6.6.2 

WordPress テーマ SANGO 3.9.5 

プログラミング言語 PHP 7.4 

データベース MariaDB 10.4.27 

Webサーバ Apache 2.4 

 

4.2 ユーザー管理 

 本システムは承認型会員制とし, ログインしていない状態では, 一部を除いて, 図 4-1 のよう

にコンテンツが閲覧できないようにした. この機能実現のために表4-2 のプラグインを使用して

いる. 新規登録申請画面は図 4-2 のように, 名前・メール・所属・役職等の入力欄を設けた. ユ

ーザーは管理人からの承認を得るとログインが可能となる. 

 

表4-2 ユーザー管理のために使用したプラグイン 

プラグイン名 バージョン 作者 機能 

WP-Members 

Membership7 
3.4.9.7 Chad Butler 

アクセス制御 

ユーザー登録 

Gianism8 5.2.2 Takahashi_Fumiki 
各種Webサービスでの 

ログインを可能にする 

 

 

7 Chad Butler, “WP-Members Membership プラグイン”, https://ja.wordpress.o

rg/plugins/wp-members/ 

8 Takahashi_Fumiki, “Gianism”, https://ja.wordpress.org/plugins/gianism/ 
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図 4-1 ログインしていない状態でQ&A機能やチャット機能のページを閲覧したときの表示例 
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図 4-2 新規ユーザー登録申請画面 
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4.3 機能①試験問題投稿・検索機能 

4.3.1 投稿機能 

 投稿機能はWordPress標準の記事投稿機能を拡張する形で実装した. 投稿画面の例を図

4-3 に示す. ユーザーには試験問題を投稿する前に, 学習指導要領の内容のまとまり（図 4-4）

や難易度（図 4-5）を選択して投稿してもらうように設定した. また, 試験問題内に出てくる用語

をタグとして登録してもらうことで検索しやすいようにした.	 学習指導要領の内容のまとまりや難

易度の選択はWordPress テーマの function.php にプログラム 4-1 を記載し, カスタム投

稿タイプを設定している. さらに, 自作の試験問題投稿はユーザーの心理的ハードルが高く, 匿

名でも投稿できるようにして欲しいという要望があったため, 匿名での投稿も可能とした. 

 

図 4-3 投稿画面例 

 

図 4-4 学習指導要領の内容のまとまりを選択する画面 
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図 4-5 難易度を選択する画面 

 

プログラム 4-1 カスタム投稿タイプの設定 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

register_taxonomy('naiyou', 'post', array( 

  'labels' => array('name' => '内容のまとまり' 

  ), 

  'hierarchical' => true, //階層構造を持たせるか(持たせないとタグ扱い) 

  'show_ui' => true, //管理画面に表示するか 

  'show_in_rest' => true, //ブロックエディタに表示させるか 

  'show_admin_column' => true, //投稿一覧ページに表示するか 

)); 

 

register_taxonomy('level', 'post', array( 

  'labels' => array('name' => '難易度' 

  ), 

  'hierarchical' => true, 

  'show_ui' => true, 

  'show_in_rest' => true, 

  'show_admin_column' => true, 

)); 
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4.3.2 検索機能 

 検索機能についてもWordPress標準のサイト内検索機能を拡張する形で実装した. タイトル

や本文だけでなくタグまで検索できるようにしている. また, 絞り込み検索機能（図 4-6）につい

ては表4-3 のプラグインを使用した. 

 試験問題として, 大学入試に実際に出題された問題を検索・閲覧できるようにしているのも本

学習支援システムの大きな特徴の一つである. これまでに情報科の大学入学試験を実施してき

た各大学に付録 1 に示すような試験問題使用許可願いを送付し, 許諾を得られたもののみを掲

載している. 試験問題掲載の許諾を得ることができた大学の一覧を表4-4に示す. 大学入試の

問題は大問ごとに掲載し, 2024年 11 月 28日現在471 問を掲載している. 

 内容のまとまりや難易度, タグなどから問題を検索することができるため, 定期考査等の試験

問題を作る際に, 勤務校の生徒に合わせた問題作成の参考にすることができる. また, 教員自

身の自己研鑽の教材としても使用することができる. 

 

図 4-6 絞り込み検索メニュー 

 

表4-3 絞り込み検索のために使用したプラグイン 

プラグイン名 バージョン 作者 機能 

Search & Filter9 1.2.17 Code Amp フィルタリング検索等 

 

 

9 Code Amp, “Search & Filter”, https://wordpress.org/plugins/search-filter/ 
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表4-4 試験問題掲載の許諾を得た大学一覧 

お茶の水女子大学 中央学院大学 京都産業大学 名古屋文理大学 

和光大学 帝京大学 慶應義塾大学 明治大学 

武蔵野大学 駒澤大学 高崎健康福祉大学 高知大学 

高知工科大学    

 

4.3.3 リアクションボタンの実装 

 WordPress標準のままでは, コメントをもらったり直接連絡をもらったりしない限り, 投稿し

た問題に対する他のユーザーからの反応はわからない. そこで, 試験問題記事の下部に閲覧し

た問題にリアクションをつけられるボタンを用意した. ユーザーは図 4-7 のような感情を表現し

た顔文字の一覧からベストだと思う反応をクリックする. クリックすると図 4-8 のように変化す

る. クリック数が各顔文字の下に表示されるため, その問題に対する他のユーザーの反応を知る

ことができる. ユーザーはそれぞれ 1 回しかクリックできない. これを実現するために使用したプ

ラグインを表4-5 に示す. 

    

図 4-7 リアクションボタン（クリック前） → 図 4-8 リアクションボタン（クリック後） 

 

表4-5 リアクションボタン実装のために使用したプラグイン 

プラグイン名 バージョン 作者 機能 

ShareThis Reaction Buttons10 1.3.2 ShareThis リアクションボタン 

 

4.3.4 ブックマークボタンの実装 

 あとでじっくり問題を解いたり, 試験問題の作問の際にゆっくりと読み返せしたりできるように

ブックマークボタンを実装した. 試験問題の下部に図 4-9のようなハートマークがあり, クリック

すると図 4-10 のように変化する. サイドバーにある「お気に入りした問題」欄（図 4-11）の“あな

 

10 ShareThis, “ShareThis Reaction Buttons”, https://wordpress.org/plugins

/sharethis-reaction-buttons/ 
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たがお気に入りした問題"をクリックすると図 4-12 のようにお気に入りした問題が一覧で表示さ

れる. これを実現するために使用したプラグインを表4-6に示す. 

                    

図 4-9 ブックマークボタン（クリック前）  →  図 4-10 ブックマークボタン（クリック後） 

 

図 4-11 ブックマーク呼び出し欄 

 

図 4-12 ブックマークされた問題一覧の表示例 

 

表4-6 ブックマークボタン実装のために使用したプラグイン 

プラグイン名 バージョン 作者 機能 

My Favorites11 1.4.1 Takashi Matsuyama ブックマーク機能 

 

11 Takashi Matsuyama, “My Favorites”, https://wordpress.org/plugins/my-favorites/ 
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4.3.5 新規開発プラグイン（Informatics plugin） 

 機能①試験問題投稿・検索機能は小機能として, 小機能①-1 OCR機能, 小機能①-2 AI 解

説機能, 小機能①-3 みんなで解説機能を備える. これを実現するために, WordPress用のプ

ラグインを開発した. 

 小機能①-1 OCR機能は, 投稿された問題内の画像に含まれる文字をテキスト化する機能で

ある. 記事の上部にあるタブ（図 4-13）のうち, “AI文字認識(OCR機能）"を選択して“生成ま

たは再生成"をクリックすると画像内の文字がテキスト化して表示される. 例えば, 図 4-14の問

題は画像として投稿されているが, この機能を使用することで図 4-15 のように自由にコピー&

ペーストができるテキスト形式になる. Google 社の Cloud Vision APIを利用している. 

 小機能①-2 AI 解説機能は, 投稿された問題に対する解説を生成AIに作成してもらう機能

である. OpenAI社の ChatGPT, Google 社の Gemini, Anthropic 社の Claude を各社

が公開しているAPIにより利用する. 記事の上部にあるタブ（図 4-13）から使いたい生成AI

を選び“生成または再生成"をクリックすると解説が表示される. 

 小機能①-3 みんなで解説機能は, 同じ問題に対して複数人で解説をつけることができる機能

である. 記事の上部にあるタブ（図 4-13）のうち, “みんなで解説"を選択して, “解説を追加す

る”（まだ解説がない場合）または“解説を編集する”（すでに解説がある場合）をクリックすること

で解説を追加/編集することができる. WordPress標準機能では, 記事の投稿者のみが記事を

編集することができるが, 本プラグインでは, 誰でも解説を編集することができるようにした. こ

の機能により, 解説がない問題に対して有志が解説をつけていくことができるほか, すでに解説

がついている問題についても, より解説がブラッシュアップされた良いものになることが期待され

る. 画面例を図 4-16に示すが, 解説の作成者および編集者のユーザーネームが表示される

（貢献者リスト）ようにしたため, これまでに誰が解説作成に貢献したかもわかるようになってい

る. 

 本プラグインのプログラムは付録 2 に示す. 
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図 4-13 記事上部のタブ 

 

図 4-14 画像として投稿された問題の例（抜粋） 
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図 4-15 OCRによりテキスト化された図 4-14の問題（抜粋） 
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図 4-16 みんなで解説機能の画面例 

 

4.4 機能②Q&A 機能 

 Q&A機能の実装には表4-7 のプラグインを使用した. Q&Aのページでは, 図 4-17 のよう

に過去の質問が一覧表示されており, キーワード検索やカテゴリによる絞り込み検索も可能とな

っている. 質問投稿の画面例は図 4-18, 回答投稿の画面例は図 4-19に示す通りで, ユーザ

ーは画像等も使いながらやり取りできる. また, 新規の質問が投稿された際には, メール通知が

いくように設定した. 
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表4-7 Q&A機能実装のために使用したプラグイン 

プラグイン名 バージョン 作者 機能 

AnsPress 

 - Question and answer12 
4.4.4 Rahul Aryan Q&Aシステム 

 

 

図 4-17 Q&A機能（しつもんひろば）のトップページ（抜粋） 

 

 

 

12 Rahul Aryan, “AnsPress – Question and answer”, https://ja.wordpress.o

rg/plugins/anspress-question-answer/ 
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図 4-18 Q&A機能（しつもんひろば）の質問投稿の画面例 

 

図 4-19 Q&A機能（しつもんひろば）の回答投稿の画面例 
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4.5 機能③チャット機能 

 チャット機能の実装には表4-8 のプラグインを使用した. チャット機能のページは図 4-20 の

ようになっており, システム内で情報交換が気軽にできるようにした. 画面の右側にオンラインユ

ーザーが表示される.  

 

表4-8 チャット機能実装のために使用したプラグイン 

プラグイン名 バージョン 作者 機能 

Wise Chat13 3.3.1 Kainex チャットシステム 

 

 

図 4-20 チャット機能（情報交換ルーム）の画面 

 

 

 

13 Kainex, “Wise Chat”, https://ja.wordpress.org/plugins/wise-chat/ 
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4.6 機能④資料公開機能 

 資料公開機能はWordPress標準の固定ページをベースとして, 勉強会の資料等ダウンロー

ドが必要なものについては表4-9のプラグインを利用してパスワードを設定して実装している. 

資料公開機能のうち, 勉強会の資料公開ページの例を図 4-21 に, 参考書・問題集一覧ページ

の例を図 4-22 に示す. 

表4-9 資料公開機能のために使用したプラグイン 

プラグイン名 バージョン 作者 機能 

Download Manager14 3.2.99 W3 Eden, Inc. ﾌｧｲﾙのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ管理, 制御 

 

 

図 4-21 勉強会の資料公開ページ（抜粋） 

 

14 W3 Eden, Inc., “Download Manager”, https://ja.wordpress.org/plugins/download-manager/ 
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図 4-22 参考書・問題集一覧ページ（抜粋） 
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4.7 ダッシュボード 

 ダッシュボードは図 4-23 のようになっており, 投稿した試験問題やアップロードした画像等の

メディア, コメントなどを管理できるようになっている. WordPressデフォルトだと, 他のユーザ

ーが投稿した試験問題やメディアも一覧に表示されてしまうため, 自分の試験問題やメディアの

み表示されるようにするためにWordPress テーマの function.php にプログラム 4-2 を記載

している. また, 運営からのお知らせやメンテナンス情報の掲載のために, 同じくWordPress

テーマの function.php にプログラム 4-3 を記載している. 

 

 

図 4-23 ダッシュボード 

 

プログラム 4-2 自分の試験問題やメディアのみ表示されるようにするプログラム 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

function filter_user_own_posts( $query ) { 

    if ( is_admin()  

        && !current_user_can('administrator')  

        && $query->is_main_query() 

        && ( !isset($_GET['author_id']) || $_GET['author_id'] == get_current_user_id() ) ) { 

        $query->set( 'author', get_current_user_id() ); // 現在のユーザーID を設定 

        unset($_GET['author_id']); 

    } 

} 

add_action( 'pre_get_posts', 'filter_user_own_posts' ); 

 

function adjust_user_post_count( $counts, $post_type = 'post', $permission = '' ) { 

    if ( !is_admin() || current_user_can('administrator') ) { 

        return $counts; // 管理者または管理画面以外の場合, そのまま返す 

    } 

    global $wpdb; 
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17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

 

26 

27 

28 

 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

    if ( !post_type_exists( $post_type ) ) { 

        return new stdClass; 

    } 

    $cache_key = _count_posts_cache_key( $post_type, $permission ) . '_user_specific'; 

    $counts = wp_cache_get( $cache_key, 'custom_counts' ); 

    if ( false !== $counts ) { 

        return $counts; 

    } 

    $sql_query = "SELECT post_status, COUNT(*) AS post_count FROM {$wpdb->posts} 

WHERE post_type = %s"; 

    $sql_query .= $wpdb->prepare( " AND post_author = %d", get_current_user_id() ); 

    $sql_query .= ' GROUP BY post_status'; 

    $results = (array) $wpdb->get_results( $wpdb->prepare( $sql_query, $post_type ), 

ARRAY_A ); 

    $counts = array_fill_keys( get_post_stati(), 0 ); 

    foreach ( $results as $result ) { 

        $counts[ $result['post_status'] ] = $result['post_count']; 

    } 

    $counts = (object) $counts; 

    wp_cache_set( $cache_key, $counts, 'custom_counts' ); 

    return $counts; 

} 

add_filter( 'wp_count_posts', 'adjust_user_post_count', 10, 3 ); 

 

function restrict_media_to_user_uploads( $where_clause ) { 

    global $current_user, $wpdb; 

    // 投稿者または編集者で管理画面から操作している場合 

    if ( is_admin() && ( current_user_can( 'author' ) || current_user_can( 'editor' ) ) ) { 

        if ( isset( $_POST['action'] ) && $_POST['action'] === 'query-attachments' ) { 

            $where_clause .= $wpdb->prepare( " AND post_author = %d", $current_user-

>ID ); 

        } 

    } 

    return $where_clause; 

} 

add_filter( 'posts_where', 'restrict_media_to_user_uploads' ); 

 

プログラム 4-3 運営からのお知らせやメンテナンス情報掲載用のプログラム 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

 

11 

12 

13 

function add_dashboard_widgets() { 

 wp_add_dashboard_widget('dashboard_widget','運営より','dashboard_widget_function'); 

} 

function dashboard_widget_function() { 

 echo ' 

 <h2>お知らせ</h2> 

 <p>2024 年 12 月 22 日（日）14:00〜15:30 第 10 回勉強会を実施します. </p> 

 <p>2024 年 11 月 10 日（日）参考書・問題集一覧ページ更新しました. </p> 

 <h2>メンテナンス情報</h2> 

 <p>2024 年 3 月 28 日（木）21:00~24:00 PHP8 系バージョンアップ不具合対応のためメンテナンスを実

施しました. </p> 

 '; 

} 

add_action('wp_dashboard_setup', 'add_dashboard_widgets'); 
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4.8 機能一覧ページ 

 ユーザーが各機能にアクセスしやすいように図 4-24のような機能一覧ページを用意した. ユ

ーザーがログインページからログインした場合にこの機能一覧ページに遷移するように

WordPress テーマの function.php にプログラム 4-4を記載している. 

 

 

図 4-24 機能一覧ページ 

 

プログラム 4-4 ログイン後に機能一覧ページに遷移させるプログラム 

1 

2 

3 

4 

5 

function login_redirect() { 

    wp_safe_redirect('https://joho9db.net/function/'); 

    exit(); 

} 

add_action('wp_login', 'login_redirect'); 
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第 5 章 コミュニティ運営と勉強会の実施 

5.1 勉強会の企画・運営方法 

 コミュニティの活性化のため, 2024年 3 月から毎月 1度の頻度で勉強会を開催してきた. 

Web 会議システムを用いてオンラインで開催しており, 内容は数件の発表（実践事例等）と少人

数での情報交換で各回 1時間程度の時間をとっている. 発表者は, 筆者が直接依頼したり, 勉

強会の最後に次回以降で発表できる方を募集したりして確保している. 参加者については, 事

前にシステム上やメーリングリスト, SNSで告知をして募っている. 

 運営メンバーは筆者の他に 3名の有志から構成されており, ファシリテーターや企画をしてい

ただいている. 

 

5.2 各回の日程・参加人数・内容 

 本稿執筆時点の各回の日程および参加人数を表 5-1 に示す. なお, 参加人数は筆者を除いた

人数である. また, 各回の内容を表 5-2 に示す. 

 

表 5-1 勉強会各回の日程および参加人数 

回 日程 参加人数 

1 2024年 3 月 20日（水・祝） 14:00〜15:00 36 

2 2024年 4月 21日（日） 14:00〜15:00 22 

3 2024年 5 月 19日（日） 14:00〜15:00 19 

4 2024年 6月 23日（日） 14:00〜15:00 19 

5 2024年 7 月 21日（日） 14:00〜15:00 29 

6 2024年 8 月 11日（日） 14:00〜15:00 12 

7 2024年 9月 22日（日） 14:00〜15:00 17 

8 2024年 10 月 20日（日） 14:00〜15:00 12 

9 2024年 11 月 10日（日） 14:00〜15:00 13 

10 2024年 12 月 22日（日） 14:00〜15:30 42 
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表 5-2 勉強会各回の内容 

回 内容 

1 

① 【情報共有】3 年生での入試対策について 福岡県立明善高等学校 松島拓路 

② 【事例紹介】反転授業について 大分県立中津南高等学校 秋吉祐樹 先生 

③ 【事例紹介】プログラミング教育の実践事例紹介 淑徳与野高等学校 向直美 先生 

④ 情報交換会（ブレイクアウトルームを使用） 

2 

① 【提案】共通テストに向けた授業におけるプログラム実行環境に関する提案 近畿大

学教育情報学研究室（吉原研） 實藤敬太 様 

② 【情報共有】新規採用３年目の情報Ⅰへの道のり 福岡県立門司学園高等学校 山

下奨 先生 

③ ③情報交換会（ブレイクアウトルームを使用） 

3 

① 【提案】EduBlocks の概要と共通テスト対策言語としての可能性 宮崎産業経営大

学 教授 内田保雄 先生 

② 【車座】皆さん, 定期考査の作問ってどうしてますか？ 

③ 情報交換会（ブレイクアウトルームを使用） 

4 

① 【情報共有】microbit を用いた IoT プログラミングの実践 久留米大学附設中学

校・高等学校 濵野笙 先生 

② 情報交換会（ブレイクアウトルームを使用） 

5 

① 【解説】共通テスト・プログラミング問題の解法を考える 代々木ゼミナール 情報科

講師 松尾康徳 先生 

② 情報交換会（ブレイクアウトルームを使用） 

6 
① 【情報共有】アルゴリズム問題の解法 東北電子専門学校 一ノ宮義夫 先生 

② 情報交換会（ブレイクアウトルームを使用） 

7 

① 【車座】共通テスト出題予想の会（第 1 問〜第4問のグループ 4つに分かれて, 出

題される問題について予想します） 運営メンバーがファシリテート 

② 情報交換会（ブレイクアウトルームを使用） 

8 

① 【情報共有】ざっくりなネットワーク&ネットワークで使うコマンド 東北電子専門学校 

一ノ宮義夫 先生 

② 情報交換会（ブレイクアウトルームを使用） 

9 
① 【提案】プログラミング演習サイト 佐賀県立嬉野高等学校塩田校舎 山﨑克巳先生 

② 情報交換会（ブレイクアウトルームを使用） 

10 

① 大学入学共通テスト「情報Ⅰ」直前対策講座～GIGA端末を活用した対話型授業

実践～ 情報教育系 YouTuber（チャンネル登録者 34000名）／駿台予備学校 

情報Ⅰ大学入学共通テスト対策特別講座講師／駿台教育センター学校教員向け

2025 共通テスト「情報Ⅰ」対策セミナー講師 植垣新一先生 

② 情報交換会（ブレイクアウトルームを使用） 
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5.3 各回のアンケート結果 

 毎回の勉強会終了後に, 参加者に対してアンケートを実施した. 各回で取ったアンケートの項

目は付録 3 に示す. アンケートでは, 毎回勉強会の満足度を 4件法（大変満足 - 満足 - 不満

足 - とても不満足）で取っており, その結果について表 5-3 および図 5-1 に示す. また, その

満足度を選んだ理由について自由記述式で回答してもらったものをユーザローカルテキストマイ

ニングツール( https://textmining.userlocal.jp/ )で分析（スコア順）を行った結果を図 5-

2 から図 5-11 に示す. このうち第 1 回〜第 5 回および第9回に登場する単語の一つに“ブレイ

クアウト（ブレイクルーム）”がある. これはWeb 会議システムの機能の一つで, 参加者を少人数

のグループに分けることができるというもので, 情報交換会の際に使用している. 例えば「ブレイ

クアウトルームの時間がもう少し長いとよかったと思います. 」（第 1 回）, 「ブレイクアウトでは, 

共通テスト対策への不安などを共有でき良かったです. 」（第 2 回）, 「ブレイクアウトルームでの

情報共有が参考になりました. 」（第 3 回）といった記述が見られた. 普段相談できる相手が少な

いからこそ, 月に 1度の少人数での情報交換会が, 日々の疑問や不安感の解消, 仲間意識の

醸成につながっていると考えられる. 第 2 回の情報交換会から, 各グループで話した内容を共

有するようにしたが, 他のグループで話し合った内容から新たな気づきを得ることもあったようで

ある. その他の記述に関しては, 勉強会前半の発表内容に関するものがほとんどである, 実践

事例やツール紹介等が参考になるという記述が多かった. 

表 5-3 勉強会の満足度 

回 回答数 大変満足 満足 不満足 とても不満足 

1 29 17(58.6%) 12(41.4%) 0(0.0%) 0(0.0%) 

2 17 7(41.2%) 10(58.8%) 0(0.0%) 0(0.0%) 

3 13 8(61.5%) 5(38.5%) 0(0.0%) 0(0.0%) 

4 13 7(53.8%) 5(38.5%) 1(7.7%) 0(0.0%) 

5 23 9(39.1%) 13(56.5%) 1(4.3%) 0(0.0%) 

6 8 5(62.5%) 3(37.5%) 0(0.0%) 0(0.0%) 

7 10 1(10.0%) 8(80.0%) 1(10.0%) 0(0.0%) 

8 10 2(20.0%) 7(70.0%) 1(10.0%) 0(0.0%) 

9 12 1(8.3%) 11(91.7%) 0(0.0%) 0(0.0%) 

10 29 24（82.8%） 5（17.2%） 0（0.0%） 0（0.0%） 
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図 5-1 勉強会の満足度 

 

  

図 5-2 第 1 回の満足度自由記述の分析 図 5-3 第 2 回の満足度自由記述の分析 

 

  

図 5-4 第 3 回の満足度自由記述の分析 図 5-5 第4回の満足度自由記述の分析 
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図 5-6 第 5 回の満足度自由記述の分析 図 5-7 第6回の満足度自由記述の分析 

 

  

図 5-8 第 7 回の満足度自由記述の分析 図 5-9 第 8 回の満足度自由記述の分析 

 

  

図 5-10 第9回の満足度自由記述の分析 図 5-11 第 10 回の満足度自由記述の分析 

 

5.4 勉強会の参加者の参加頻度と参加動機 

 第9回勉強会（2024年 11 月 10日）実施のアンケートにて, 勉強会への参加頻度と参加動

機について聞いたところ 12件の回答を得た. 回答者の所属カテゴリは, 高等学校教員 7人

（58.3%）, 大学教授等（専門学校・高等専門学校の先生含む）4人（33.3%）, 塾・予備校の先

生 1人（8.3%）であった. また回答者の年齢は, 20代が 1人（8.3%）, 30代が 1人(8.3%）, 

40代が 3人（25.0%）, 50代が 5人（41.7%）, 60代以上が 2人（16.7%）であった. 
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 勉強会の参加頻度について 4段階（初めて参加した - 時々参加している - ほとんど参加して

いる - 毎回参加している）で聞いたところ, 時々参加しているが 5人（41.7%）, ほとんど参加

しているが 5人（41.7%）, 毎回参加しているが 2人（16.7%）で初めて参加したは 0人であっ

た. グラフを図 5-12 に示す. 

 

図 5-12 勉強会の参加頻度（第9回勉強会後アンケートより） 

 

 参加動機については, 高等学校の教員は「他の学校の先生と交流をしたかった」「授業のヒント

を得たいと思った」「新しい出会いを求めて（人脈作り）」「共通テスト対策について参考にしたかっ

た」などの理由が主であり, 大学教授等（専門学校・高等専門学校の先生含む）は「教職課程を担

当しているため, 学校現場の先生からの情報を得たいと思った」や「情報科教員との交流」「（大

学の）新入生がどのくらいの知識を持って入学してくるのか確認したかった」「現場の先生の助け

になればと思った」といった理由であった. 塾・予備校の先生も「他の情報科教員がどのようなこ

とで困っているかなどを共有したかった」という理由で参加されていた. 

 情報科は単位数の関係から, 1 校に 1人のみの配置となっている場合も多く, 他教科のように

気軽に他の教員に悩み等を相談できない. そこで, 勉強会においてWeb 会議サービスを利用

することで, 場所による制限がなくなり, 全国各地から参加者を募ることができることからこの点

の解決につながっている. 特に, 数件の発表の後に少人数に分かれての情報交換会を行うこと

で発表内容を受けての自分の考えをアウトプットしたり, 実践を共有したり, 悩みを相談できる場

になることがわかった. 
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第 6 章 システム評価 

6.1 登録者数およびユーザーアクティビティ 

6.1.1 登録者の属性 

 2024年 12 月 28日（日）現在, 358人のユーザー登録がある. 内訳は図 6-1 に示す通り, 

高等学校教員が 261人（72.9%）, 中高一貫校教員が 32人（8.9%）, 中学校教員が 2人

（0.6%）, 大学教授等が 19人（5.3%）, 大学生・院生が 17人（4.7%）, その他が 27人

（7.5%）となっている. なお, この数字に筆者は含めておらず, 管理職や教育委員会の指導主

事は各所属の校種の教員の数に含めている. また, 大学教授等には, 高等専門学校や専門学

校の教授・准教授・助教・講師等も含む. その他には, 塾や予備校の講師, ICT支援員, 実習助

手などが含まれる. 

 

図 6-1 登録者の属性（n=358） 
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6.1.2 登録者数の推移 

 登録者数の推移グラフを図 6-2 に示す. 最初の 1人目は 2022 年 9月 9日に登録申請が

あった. 2024年 12 月 28日現在までの退会者は 1名（2024年 4月 10日付で退会）であ

り, 退会理由は「学校の人事により情報科を担当することがなくなったため」であった. 

 

図 6-2 登録者数の推移（2024年 12 月 27日まで） 

 

6.1.3 ユーザーアクティビティ 

 WordPressデフォルトでは, ユーザーのアクティビティ（行動）を記録する機能がない. そのた

め, 誰がいつどのページを閲覧したのかやシステムへのアクセス間隔などを把握することができ

ない. そこで, 表6-1 のプラグインを使用し, ユーザーアクティビティを記録することにした. 

2023 年 4月 17日に導入したため, それ以降のデータは取得できている. 

 ここでのアクティビティとは, 次のようなものが 1 アクティビティとして数えられる. 

• ユーザーがログインした 

• システム内のページにアクセスした 

• 何らかのボタンをクリックしてアクションを実行した 

• メッセージを投稿した 

日別のアクティビティ数の推移を Python の Pandas ライブラリで分析し, グラフ化したところ

図 6-3 が得られた. これを, 日別のアクセスユーザー数（図 6-4）で割ることで, 日別の平均ア



 60 

クティビティ数のグラフ（図 6-5）を得た. また, 曜日別・時間帯別のアクティビティ分布を調べた

ところ, 図 6-6のようになり, 平日の日中のアクセスが多いことから, 教材や試験問題の作成の

ときなど, 業務中にアクセスしている先生が多いのではないかと推測できる. 

 

表6-1 ユーザーアクティビティ記録のために使用したプラグイン 

プラグイン名 バージョン 作者 機能 

WP Activity Log15 5.2.2 Melapress ユーザーアクティビティの記録 

 

 

図 6-3 アクティビティ数の推移（2023 年 4月 17日〜2024年 12 月 27日） 

 

 

 

 

15 Melapress, “WP Activity Log”, https://ja.wordpress.org/plugins/wp-secu

rity-audit-log/ 
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図 6-4アクセスユーザー数の推移（2023 年 4月 17日〜2024年 12 月 27日） 

 

 

図 6-5 平均アクティビティ数の推移（2023 年 4月 17日〜2024年 12 月 27日） 
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図 6-6 曜日別・時間帯別アクティビティ分布（2023 年 4月 17日〜2024年 12 月 27日） 
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 また, 全期間のページアクセスランキング（上位 10件）を分析したところ, 図 6-7 のようになり, 

アクセスが多い順に, 機能一覧ページ（/function/）, 勉強会の資料公開ページ（/study-

group/), Q&Aページ（/square/), チャットページ(/chat/), …と各主要機能ページへのア

クセスが多くなっていることが確認できた. 

 

図 6-7 ページアクセスランキング（2023 年 4月 17日〜2024年 12 月 27日） 

 

 

 なお, 新規開発した Informatics Plugin にて提供している各機能の使用状況としては, 

2024年 12 月 31日 12:30 の時点で以下のようになっている. 

• OCR機能が 43 回（17人が利用） 

• AI 解説機能が 66回（20人が利用） うち ChatGPTによる解説生成が 24回, Claude

による解説生成が 21 回, Gemini による解説生成が 21 回 

• みんなで解説機能が 3 回（2人が利用） 

 

 加えて, チャット機能（情報交換ルーム）への書き込みは 2024年 12 月 31日 12:30 の時点

で計 30件, Q&A機能（しつもんひろば）への質問件数は 2024年 12 月 31日 12:30 の時

点で 14件となっている. 
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6.1.4 ユーザーの利用継続状況 

 ユーザーがどの時期に登録し, どの程度の期間利用し, いつ離脱（または継続）しているかを調

査するために, ユーザーの利用継続状況の可視化を行なった. これにより, 早期登録ユーザー

の利用継続状況と後発ユーザーの利用動向を比較できる. 各ユーザーのログインアクティビティ

について, こちらも Python の Pandas ライブラリを用いてグラフを作成した. 作成したグラフ

を図 6-8 に示す. なお, ユーザーID については個人情報保護の観点から隠している.  

 同時に継続ユーザー数（1 ヶ月以内にアクセスあり）と離脱ユーザー数（1 ヶ月以内にアクセスな

し）も求めたところ, 継続ユーザー数は 102人（28.4%）で, 離脱ユーザー数は 256人

（71.6%）であった. 離脱ユーザーに関しては, 勉強会の案内メールなどを利用しながら, 再訪

問を促すような試みを行いたい. 
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図 6-8 ユーザーの利用継続状況の可視化（2023 年 4月 17日〜2024年 12 月 27日） 
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6.2 プロトタイプ版評価アンケート（2023 年 4 月実施） 

 プロトタイプ版の評価として, アンケートを実施した. プロトタイプ版の時点では, 機能①試験

問題投稿・検索機能, 機能②Q&A機能, 機能③チャット機能の 3 つの機能を実装していた. ア

ンケートの用紙は付録 4に示す. 

 回答可能期間は 2023 年 3 月 27日〜2023 年 4月 17日の 3週間とし, システムのトップ

ページへの掲載と登録メールへの一斉送信で回答を募集したところ 21人からの回答があった. 

21人の内訳は図 6-9に示すとおり, （教科情報を）専任で担当 8人（38.1%）, 他教科と兼任

で担当 10人（47.6%）, 担当していない教員 2人（9.5%）, 担当していない教員以外 1人

（4.8%）であった. このアンケートでは, 所属や肩書を収集しておらず, 名前も匿名可としたた

め, 「教科「情報」を担当していない(教員以外)」を選択した人物の属性がわからない. おそらく

大学や高等専門学校の教授と思われるが, ここでは教員のみに絞り分析を行った. 

 

図 6-9 プロトタイプ版評価アンケート回答者内訳（n=21） 

 

6.2.1 システムの使用感 

 システムの使用感については, とても使いやすい 4人（20.0%）, 使いやすい 14人

（70.0%）, 使いづらい 2人（10.0%）, とても使いづらい 0人（0.0%）であった. グラフを図

6-10 に示す. その理由について自由記述式で回答を求めたところ, 機能①試験問題投稿・検

索機能に関する言及が多く, 使いやすい点としては試験問題を絞り込み検索したり, タグ検索し

たりできる点が挙げられていた（表6-2）. また, 使いづらい点としては, 画像形式で掲載してい

る試験問題が多いことから, 実際にその問題を授業等で使うとなった際にコピー&ペーストがで
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きない点や, ログイン時にパスワードを間違えるとすぐにスパム扱いされる点などが挙げられてい

た（表6-3). 

 

図 6-10 システムの使用感（プロトタイプ版）（n=20） 

 

表6-2 どのようなところが使いやすいか（自由記述）（n=16） 

・調べやすさ 

・たくさんの情報が見やすくまとめられています.  

・色々な大学の検索がしやすい 

・絞り込み検索で必要な単元の内容を絞り込める 

・入試問題が, 集められている 

・タグ検索 

・過去問を大学別に見られるところ.  

・オリジナルの問題や, さまざまな問題がのっており, 大学の進路指導にも役立つ.  

・類似のサイトはほぼないから.  

・多くの問題があるところ 

・豊富で具体的なコンテンツが多い 

・目的の問題が探しやすい 

・タグから問題を選べる. 問題を集めてもらっているので参考になります.  

・シーンごとに分かれているところ 
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・様々な情報過去問を集めてくださっているので, プリント問題作成に役立ちます. また自分

の 

 勉強にも.  

・さまざまな問題が集められている.  

 

表6-3 どのようなところが使いづらいか（自由記述）（n=10） 

・問題の検索が一部やりづらい 

・特にありません 

・pdf でなく画像であるところ 

・画像データになっており, テキストをコピーペーストしづらい 

・そこまで使いこなしていないので, 分かりません.  

・パスワードを間違えるとすぐスパムあつかいされる.  

・テストを作る時には入力が必要.  

・ページが分かれているところ 

・「問題データベース」に特化されたサイトですので. 特に使いづらさは思いつきません.  

・PDFのために問題が読みにくい 

 

6.2.2 システムの利用目的 

 システムの利用目的について複数回答で尋ねたところ, 情報収集が 17人（85.0%）, 小テスト

や定期考査作問の参考にするためが 13人（65.0%）, 自己研鑽 10人（50.0%）, 意見交換と

疑問解決はどちらも 0人（0.0%）であった. グラフを図 6-11 に示す. そのため, 他の教師との

交流というよりは教材研究などのために利用しているユーザーが多いことが推察できる. 
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図 6-11 システムの利用目的（n=20） 

 

6.2.3 指導不安感や孤立感の変化 

 システム利用によって指導不安感や孤立感が軽減されたかについての項目では, かなり軽減さ

れているが 2人（10.0%）, ある程度軽減されているが 12人（60.0%）, わずかに軽減されて

いるが 5人（25.0%）, 全く軽減されていないが 1人（5.0%）という結果であった（図 6-12）. 

 

図 6-12 指導不安感や孤立感の変化（n=20） 

 

6.2.4 試験問題投稿の有無 

 機能①の試験問題投稿・検索機能において問題を投稿したことがあるかという問いには全員が

投稿したことがないと回答した(図 6-13）. 
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図 6-13 試験問題投稿の有無（n=20） 

 

6.2.5 システム全般に関する感想 

 アンケートの最後でシステム全般に関する感想を求めたところ表6-4のような回答を得た.  

 

表6-4 システム全般に関する感想（自由記述）（n=20） 

• よく使わせていただいています. 他で得られない情報が多いため助かっています.  

• 情報科の教員は共通テストに向けて何をしたら良いか困っている人が多いと思います. ま

た他教科から情報に回っている人も困っていると思います. 問題を見れたり質問をあげら

れるのは助かります.  

• こういったサイトが, 数少ないので貴重です.  

• 共通テストの対策に向け, 一層問題や情報共有ができたらなと思います. よろしくお願いし

ます.  

• ありがとうございます 

• 頑張ってください！ 

• こうしたサイトがあるとありがたいと思います. これからもよろしくお願いいたします.  

• 運営お疲れ様です. 自分は知識, 技能共に足りないため, 助かっています. これからもよ

ろしくお願い致します.  

• 作問の参考にしてます 

• テスト作成において活用しています. これからも参考にさせて頂きます.  

• 情報に限らず, そのあとの専門学校の教員としてはどのような内容を学んでくるのかわか

らないのために使っています. とはいえ, 情報（特にプログラミング）は, 決して緩くないで
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す. プログラマとして働いた経験者が採用されるルートでもないと, 基本無理. 問題を見て

いて, 知識はあるけど経験が少ないであろう人が作るとこうなるよなと常々思っていました.  

• 大変役に立つサイトをつくっていただき, 感謝しています.  

• 知った時は救われた気持ちになりました 

• これからどんどん先生を増やしていき, 交流できるよりよりサイトにできるよう, 私も数多く

の情報の先生に紹介しております. 皆さんでよりよい教育の場ができればすごくいいサイト

になると思います. 今後ともよろしくお願いします.  

• 運営お疲れ様です. たいへん助かっています.  

• サイト作成, 運用には多くの時間と労力が必要と思います. ありがたいです, ありがとうご

ざいます. 私も盛り上げていくことに少しでも貢献出来たらいいのですが, 自分は力不足

で, 参考にさせていただくばかりで心苦しいです. " 

• 開発，運用ご苦労様です. なにかご協力できることがあれば，したいと思っています.  

• 運営大変でしょうが, 今後も頑張ってください. もう少し余裕ができたら, 問題も投稿した

いと思います！応援しております.  

• 学校のお仕事だけで十分忙しいのに, ありがとうございます！ 

• 自力で大学過去問を探していたことがあったが, 整理されており作問などで参考になって

いるただ, 「このサービスへのアクセスは一時的に制限されています. 数分後にもう一度お

試しください. (HTTP レスポンスコード 503)」と表示されてアクセスできないことがある 

 

6.2.6 教科「情報」を担当していない（教員以外）の方の回答 

 教科「情報」を担当していない（教員以外）を選択した方の回答は次の通りであった(n=1）. 

• サイトの使用感 → とても使いやすい 

• どのようなところが使いやすいか → 語句で検索できるところ. タグ付けされていて関連す

る問題に飛べるところ.  

• どのようなところが使いづらいか → 無回答 

• 何のためにシステムを使用しているか → 情報収集 

• 問題を投稿したことがあるか → ない 

• システム全般に関する感想 → とても使いやすく, 重宝している.  
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6.2.7 プロトタイプ版評価のまとめと本運用に向けて 

 以上より, 利用者の大半がシステムを使いやすいと評価しており, 指導不安感や孤立感も軽減

したと回答した一方で, 利用目的としては他の教員とのコミュニケーションではなく, 情報収集や

教材研究, 自己研鑽が主目的であり, 相互支援が実施されている割合は低いことがわかった. 

実際, アンケート取得時点では, 機能②Q&A機能への質問投稿は 2件のみで, 機能③のチャ

ット機能への書き込みはなかった. これらの件数が少ない理由としては, (1)そもそも機能が認知

されていない, (2)他のユーザーからの書き込みが少ないため遠慮している, (3)他の手段で問

題解決が行われている等が考えられる. 切通ら（2018）の研究でも課題にあがっていたが, そも

そもシステムへのアクセス頻度の増加や投稿や書き込みが増える（しやすい）アプローチを検討し

ていく必要があることがわかった. また, 顔のわからない, 会ったことも話したこともない人との

コミュニケーションは心理的なハードルも高い. そこで, 本運用においては, コミュニケーション

の活性化を目的に定期的（月に一度程度）に同期型の勉強会を開催することとした. 

 また, システムの機能については, 画像形式で掲載している試験問題が多いことから, 実際に

その問題を授業等で使うとなった際にコピー&ペーストができない点が使いづらいという意見が

多かったことから, 小機能として小機能①-1OCR機能を開発することとした. 
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6.3 本運用版評価アンケート（2024 年 10 月実施） 

 本運用版の評価として本運用版の評価として, 2024年 10 月 5日〜2024年 10 月 15日の

期間でアンケートを実施した. アンケートの用紙は付録 5 に示す. なお, システムに登録する前

の事前アンケートを実施できなかったため, 事後アンケートにおいて継時的比較（Albert, 1977 

[25]）で指導不安感の変化を測定する. アンケートの内容は次の①〜⑤に関することである. 

① 回答者の基本情報 

• メールアドレス 

• 氏名 

• 年齢 

• 所属 

• 職位 

• 教職経験年数 

• 情報科指導経験年数 

• 担当科目, コマ数 

• 専門教科 

 

② システムの利用について 

• 登録のきっかけ 

• 登録の理由 

• 登録前後の課題・不安 

③ 各単元の指導に関する評価 

• 指導不安感（登録前/後） 

• 知識習得の難しさ（登録前/後） 

• 教材準備の難しさ（登録前/後） 

• 評価の難しさ（登録前/後） 

• 不安感の具体的内容 

• 不安解消に寄与した機能 

 

④ UI・UXの評価 

• UXに関する項目 19項目 

 

⑤ 自由記述 

 

 

 

① 回答者の基本情報について 

 回答者の経験年数の違いにより指導不安感にの違いがあるかどうかを調べるために, 教職経

験年数や情報科指導経験年数も聞いた. 専任・兼任かどうかや専門教科についても回答しても

らった. 

② システムの利用について 

 システム登録のきっかけや理由, 登録前後の課題・不安について聞いた. アンケート項目は青

山（2022）が福岡県下の高校で情報を教えている教師に対して行なったアンケート [21]をベー

スとしつつ, その他として自由に項目を追加できるようにした. 
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③ 各単元の指導に関する評価について 

 坂本ら（2022）は文部科学省が公開している高等学校情報科「情報Ⅰ」教員研修教材16から

「情報Ⅰ」の科目に含まれる 12 の単元を抽出し, 各単元について「単元に対して教員が持つべき

知識を習得する難しさ」や「単元に関する参考とする教材の入手や教材開発の難しさ」等をアンケ

ート分析した [37]. ここでは, この坂本ら（2022）のアンケートを参考としつつ, 指導不安感や

評価の難しさという観点も含めて継時比較で登録前後の変化を分析する. 

④ UXの評価について 

 UX（User eXperience）とは, 商品およびサービスによってユーザーが得られる体験のこと

で, システムのUXを評価することで, 利用者が抱える使いづらさや不満を早期に見つけ出し, 

改善のポイントを把握することがきる. その結果, 操作性や満足度が向上し, 利用者の離脱を防

ぐだけでなく, ビジネスやサービスの継続的な成長につながる. 今回のアンケートにおいては, 松

本ら（2017）が開発したユーザ体験（UX）に基づいてインタラクティブシステムを評価する質問紙

（質問項目β版） [38]を用いて評価を行なった. 

⑤ 自由記述について 

 他にあるといいなと思う機能についてと意見・感想について自由に回答を求めた. 

 

6.3.1 回答者の基本情報 

 システムのトップページへの掲載と登録メールへの一斉送信で回答を募集したところ 43人か

らの回答があった. 回答者 43人の内訳は, 高等学校に所属の教員が 25人（58.1%）, 中高

一貫校に所属の教員が 10人（23.3%）, 学生が 1人（2.3%）, 大学教授等が 5人（11.6%）, 

塾・予備校が 2人（4.7%）であった. 

 教員 35人に着目すると, 教職経験が 10 年以下の若手教員が 8人（22.9%）, 11 年〜20

年の中堅教員が 14人（40.0%）, 21 年以上のベテランが 13人（37.1%）であった. また, 情

報科の指導経験年数が 10 年以下の新参教員が 16人（45.7%）, 11 年以上の古参教員が 19

人（54.3%）であった. 教職経験年数と情報科指導経験年数の対応は図 6-19に示す. この分

類に従うと, 若手かつ新参の教員は 8人（22.9%）, ベテランかつ古参の教員は 7人（20.0%）

のように分類できる.  

 
16 文部科学省, 高等学校情報科「情報Ⅰ」教員研修用教材, 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416756.htm 
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   表6-5 回答者の年齢構成                    表6-6 所属カテゴリ 

年齢 人数  所属 人数 

20代 5（11.6%)  高等学校 25(58.1%) 

30代 6(14.0%)  中高一貫校 10(23.3%) 

40代 15(34.9%)  大学等（学生） 1(2.3%) 

50代 13(30.2%)  大学等（教授等） 5(11.6%) 

60代以上 4(9.3%)  塾・予備校 2(4.7%) 

 

     

  図 6-14 回答者の年齢構成（n=43）           図 6-15 所属カテゴリ（n=43） 

 

 

 

   表6-7 現職教員年齢構成 

年齢 人数  

20代 5（14.3%) 

30代 6(17.1%) 

40代 13(37.1%) 

50代 9(25.7%) 

60代以上 2(5.7%)         図 6-16 現職教員年齢構成（n=35） 
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 表6-8 現職教員の教職経験年数                  表6-9 情報科指導経験年数 

教職経験年数 人数  情報科指導経験年数 人数 

1 年 2 0 年 1 

2 年 3 1 年 2 

3 年 1 2 年 3 

10 年 2 3 年 3 

13 年 5 4年 1 

14年 2 5 年 2 

15 年 1 8 年 2 

19年 3 10 年 2 

20 年 3 11 年 1 

21 年 1 12 年 1 

23 年 1 13 年 3 

25 年 1 14年 1 

26年 2 15 年 1 

27 年 3 16年 1 

29年 3 19年 3 

30 年 1 20 年 7 

40 年 1 21 年 1 

 

 

      

    図 6-17 現職教員の教職経験年数               図 6-18 情報科指導経験年数 

若手 

ベテラン 

中堅 

新参 

古参 
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図 6-19 教職経験年数と情報科指導経験年数の対応（n=35） 

 

 さらに, 情報科目のうち, 指導経験のあるものと現在指導しているものを複数回答で求めた. 

それぞれ回答の結果を図 6-20 と図 6-21 に示す. また, 情報科目の週あたりの持ちコマ数（授

業時数）を図 6-22, 専門の教科（主免許）を表6-10 と図 6-23, 指導形態（専任か兼任か）を

表6-11 と図 6-24に示す. 

 

図 6-20 情報科目のうち, 指導経験のあるもの（n=35, 複数回答） 
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図 6-21 情報科目のうち, 現在指導しているもの（n=35, 複数回答） 

 

 

図 6-22 情報科目の週あたりの持ちコマ数（授業時数）（n=35） 

 

 

 

 表6-10 専門の教科（主免許） 

教科 人数  

情報 21（60.0%) 

数学 8(22.9%) 

理科 3(8.6%) 

商業 2(5.7%) 

芸術 1(2.9%)       図 6-23 専門の教科（主免許）（n=35） 
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      表6-11 指導形態 

教科 人数  

専任 22（62.9%) 

兼任 9(25.7%) 

担当なし 4(11.4%)           図 6-24 指導形態（n=35） 

※兼任の先生は, 数学との兼任が 6人, 理科が 2人, 数学・理科との 3 教科の兼任が 1人で 

  あった. 

 

6.3.2 システムの利用について 

 登録のきっかけについて複数回答で回答してもらったところ表6-12, 図 6-25 のようになっ

た. 検索エンジンによる検索で認知した方が多いようである. 生成AIの使用で認知し登録に繋

がった方もいた. 

 

    表6-12 登録のきっかけ(n=43) 

登録のきっかけ 人数 

 

検索エンジン 19(44.2%) 

SNS 14(32.6%) 

学会での発表を聞いて 6(14.0%) 

他の先生からの紹介 4(9.3%) 

筆者の知り合い * 2(4.7%) 

AI（Claude）から * 1(2.3%) 

何かのメルマガ * 1(2.3%) 

不明 * 1(2.3%)      図 6-25 登録のきっかけ（n=43） 

               *は回答者からの入力 
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 登録の理由について自由記述で回答を求めた. 大きく, 情報収集・共有, 指導方法・授業づく

り, スキルアップ・自己研鑽, 試験問題作成・共通テスト対策, 興味・関心・ネットワークづくりの 5

つに分けると, 表6-13 のような結果が得られた. 分類前の回答は付録 6に示す. これより, 若

手教員は「指導方法・授業づくり」への関心が特に高く, 教員経験が浅い分, まずは授業設計や

教材作成のヒントを得たいというニーズが大きいと考えられる. 一方, 中堅・ベテラン教員は「指

導方法・授業づくり」だけでなく, 「興味・関心・ネットワークづくり」も重視している傾向が見られ, 

実践経験があるからこそ, 新たな授業アイデアの吸収や他校との意見交換・横のつながりを作る

ことにも積極的に取り組みたいと考えている可能性がある. また, 大学教授等は, 研究者として

の立場から, 最新の情報収集や興味・関心のために利用し, 学生と塾・予備校関係者は将来・現

場それぞれの視点で情報収集を行なっていると考えられる. 

 

表6-13 登録の理由（自由記述を分類)(n=43) 

 

教員 

(若手) 

8 人 

教員 

(中堅) 

14 人 

教員 

(ベテラン) 

13 人 

大学教授等 

 

5 人 

学生 

 

1 人 

塾・予備校 

 

2 人 

情報収集・共有 1(12.5%) 2(14.3%) 4(30.8%) 1(20.0%) 1(100.0%) 1(50.0%) 

指導方法・ 

授業づくり 
4(50.0%) 5(35.7%) 2(15.4%) 0(0.0%) 0(0.0%) 1(50.0%) 

スキルアップ・ 

自己研鑽 
1(12.5%) 1(7.1%) 3(23.1%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 

試験問題作成・共

通テスト対策 
2(25.0%) 2(14.3%) 2(15.4%) 1(20.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 

興味・関心・ネット

ワークづくり 
0(0.0%) 4(28.6%) 3(23.1%) 3(60.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 

 

 システムへの登録前後で課題や不安に感じている（いた）ことについて尋ねた設問では, 次の 4

つの項目について顕著に減少している. 表を表6-14, グラフを図 6-2６に示す. 

• 入試対策(24人→20人) 

• 小テストや定期考査等の作問(20人→13人) 

• 教材開発(19人→11人) 
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• 指導方法について相談できる相手がいない(18人→10人) 

これらについては, システムやコミュニティを活用することで, 試験問題や教材のサンプル, 作問

のノウハウが手に入りやすくなったり, 他の教員と情報交換ができる場ができ, 指導面での孤立

感が減ったり, 実際に登録・利用してみることで「こんな教材があるんだ」「こういう作問例がある

んだ」という具体的な解決策が見つかり, 不安がやわらいだことから不安や課題感が軽減したと

考えられる. 

 

表6-14 登録前後で課題や不安に感じている（いた）こと（教員のみ, 複数回答, n=35） 

 登録前（人数(%)） 登録後（人数(%)） 

入試対策 24(68.6%) 20(57.1%) 

小テストや定期考査等の作問 20(57.1%) 13(37.1%) 

教材開発 19(54.3%) 11(31.4%) 

指導方法について相談できる相手がいないこと 18(51.2%) 10(28.6%) 

教材の不足 8(22.9%) 8(22.9%) 

教材選定 7(20.0%) 4(11.4%) 

評価方法 7(20.0%) 5(14.3%) 

生徒の習熟度の差 6(17.1%) 6(17.1%) 

他教科との連携 6(17.1%) 7(20.0%) 

年間指導計画 1(2.9%) 1(2.9%) 

人材育成（後輩の先生を育てる） 1(2.9%) 2(5.7%) 

履修年次 1(2.9%) 0(0.0%) 

小・中学校との連携 1(2.9%) 2(5.7%) 

他校の先生との情報共有 1(2.9%) 1(2.9%) 

自身の専門性の不安 1(2.9%) 0(0.0%) 

Python コードに関する不安 1(2.9%) 0(0.0%) 

大学や専門学校との連携 0(0.0%) 1(2.9%) 

特に課題や不安に感じていたことはなかった 4(11.4%) 2(5.7%) 
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 なお, 登録前は特に課題や不安に感じていたことはなかったが, 登録後に, 「“小テストや定期

考査等の作問”, “入試対策”, “生徒の習熟度の差”」に不安を抱いたと回答した教員が 1人と

「“人材育成（後輩の先生を育てる）”」に不安を抱いたと回答した教員が 1人いる. 

 

図 6-26 登録前後で課題や不安に感じている（いた）こと（教員のみ, 複数回答, n=35） 

 

 また, 登録前と比べて, 登録後に増えている項目としては次の 4つがあり, 登録後にさまざま

な事例を見ることで, 逆に「こういう連携を進めるべきだ」と気づき, 不安が顕在化した可能性が

考えられる. 

• 他教科との連携(6 人→7人) 

• 人材育成（後輩の先生を育てる）（1人→2人） 

• 小・中学校との連携（1人→2人） 

• 大学や専門学校との連携（0人→1人） 

 塾・予備校, および学生の登録前後での課題や不安の変化については付録 7 に示す. 
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 “ご登録前後で課題や不安に感じていることが変化した方は, その理由があれば（わかれば）記

載してください. ない場合は「なし」, わからない場合は「わからない」, 時間や情勢の変化による

ものであれば「時間が解決」等記載してください."という設問については, なしが 9人（25.7%）, 

わからないが 6人（17.1%）, 時間が解決が 2人（5.7%）, その他の記述が 18人（51.4%）で

あった. 記述を表6-15 に示す. 

 これらの自由記述から読み解ける「不安軽減の理由」としては, 「さまざまな問題を見れるので

作問のバリエーションが増えた」「月一の勉強会で他校の先生と情報交換できるようになり解消さ

れた」「複数のプログラムを作成する過程で, プログラミングへの不安は解消した」などから, 他

のユーザが作成した教材や問題, 情報を共有してくれる場が生まれたことが大きいと考えられる. 

 

表6-15 課題や不安に感じていることが変化したその理由（教員のみ, n=18) 

教科指導を重ねたり, 他校の教員との情報交換を通じてある程度解消された.  

登録してから 1月程度しか経っていないため, 答えられません. すみません.  

小テストや定期考査問題の作問については，情報科教員 Hubにある資料が役立っているので.  

問題データベースはカテゴリ別検索機能等もあり, 定期試験作問の際に大変参考になった.  

偏差値の差による授業進度 

様々な問題を見れるので作問のバリエーションある程度解消された 

情報交換ができることは嬉しい（が, 悩みながら頑張るしかないかなとも思っています） 

月一の勉強会で, 他校の先生と情報交換できることで解消された 

基本的には，新課程になってからの指導方法等に関してはまだ不安に感じていますが，個々での資

料を見ることで様々な情報を得ることが簡単になった気もしています.  

問題を多く見ることができ, 作問に対する不安は低下した 

問題検討材料が増え，作問が少しだけ楽になった 

情報交換の場があるという事が心強いです 

YouTube「突破口ドットコム」を中心に学習をすすめ, プログラム学習もVSC を利用して初期の

目標は達成しつつある.  

主に, ①情報関係基礎や大学入試問題がたくさんあること, ②勉強会の資料, ③先生たちの投稿 

の 3 つを参考にさせていただくことで, 登録前より, 不安は少なくなりました.  

複数のプログラムを作成する過程でプログラミングへの不安は解消した.  

どこまでの力を身に付けさせればよいか 

過去の問題や膨大な自作問題等をみることで, 傾向を考えられるようになりました.  

学会や研究会等で情報交換を希望する先生が多いが, なかなかご自身の経験や悩みを語ってくれ

る先生がいない 
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6.3.3 各単元の指導に関する評価 

 文部科学省が公開している高等学校情報科「情報Ⅰ」教員研修教材から「情報Ⅰ」の科目に含

まれる 12 の単元（表6-16）を抽出し, それぞれについて以下の項目を調査した. 

• 指導不安感（登録前/後） 

• 知識習得の難しさ（登録前/後） 

• 教材準備の難しさ（登録前/後） 

• 評価の難しさ（登録前/後） 

• 指導不安感の具体的内容 

• 指導不安感の解消に寄与した機能 

 

表6-16 教員研修教材から抽出した「情報Ⅰ」の 12単元 

  単元 項目 

(1) 

情報

社会

の問

題解

決 

単元 1 （ア）問題を発見・解決する方

法 

(1)情報やメディアの特性 

(2)問題の発見・解決 

(3)問題解決の振り返りと改善 

単元 2 (イ）情報社会における個人

の果たす役割と責任 

(1)情報に関する法や制度 

(2)情報セキュリティの重要性 

(3)情報社会における個人の責任と情報モラル 

単元 3 （ウ）情報技術が果たす役割

と望ましい情報社会の構築 

(1)情報技術が人や社会に果たす役割と及ぼす影響 

(2)情報と情報技術の適切かつ効果的な活用 

(3)望ましい情報社会の構築 

(2) 

コミュ

ニケ

ーショ

ンと情

報デ

ザイン 

単元 4 （ア）メディアの特性とコミュ

ニケーション手段 

(1)情報のデジタル化 

(2)コミュニケーション手段の特徴 

(3)コミュニケーションツールの特徴 

単元 5 （イ）情報デザイン (1)情報デザインの役割 

(2)情報の抽象化，可視化，構造化 

(3)情報伝達の方法 

単元 6 （ウ）効果的なコミュニケーシ

ョン 

(1)情報デザインの考え方を活かしたコミュニケーション 

(2)コンテンツ制作の過程 

(3)コンテンツの評価，改善 

(3)コ

ンピュ

ータと

プロ

グラミ

ング 

単元 7 (ア)コンピュータの仕組み (1)コンピュータの仕組み 

(2)計算誤差 

単元 8 （イ）アルゴリズムとプログラ

ミング 

(1)外部装置との接続 

(2)基本的プログラム 

(3)応用的プログラム 

(4)アルゴリズムの比較 

単元 9 （ウ）モデル化とシミュレーシ

ョン 

(1)モデル化とシミュレーション 

(2)確定モデルと確率モデル 

(3)自然現象のモデル化とシミュレーション 

(4)情

報通

信ネッ

トワー

クどデ

ータ

の活

用 

単元 10 （ア）情報通信ネットワーク 

の仕組みと役割 

(1)情報通信ネットワークの仕組みと役割 

(2)通信プロトコルとデータ通信 

(3)情報セキュリティ 

単元 11 （イ）情報システムと データ

の管理 

(1)データの蓄積と管理 

(2)データベース 

(3)情報システムとそのサービス 

(4)データの提供 

単元 12 （ウ）データの 収集・整理・分

析 

(1)データの表現 

(2)データの収集と整理 

(3)データの分析と評価 
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6.3.3.1 指導不安感（登録前/後） 

 12 の単元それぞれについて, システム登録前と登録後の指導不安感を「1. 不安はない」「2. 

あまり不安はない」「3. どちらともいえない」「4. やや不安に感じる」「5. 不安に感じる」のリッカ

ート尺度による 5件法で回答してもらった. 結果を表6-17 に示す. なお, 表中に記載されてい

る各設問に対する数値は, 全回答者（教員のみ, n=35）から得られた回答の平均値である. 平

均値を算出する前のデータと指導不安感の具体的内容（自由回答）については付録 8 に掲載す

る. 

表6-17 各単元に対する指導不安感の変化（登録前/後）（n=35） 

 単元 
登録前 登録後 

平均値 SD 平均値 SD 

(1) 

情報社

会の問

題解決 

単元 1 
（ア）問題を発見・解決する方

法 
2.54 1.15 2.46 1.04 

単元 2 
(イ）情報社会における個人の

果たす役割と責任 
2.54 1.01 2.46 0.97 

単元 3 
（ウ）情報技術が果たす役割と

望ましい情報社会の構築 
2.40 0.95 2.37 0.94 

(2) 

コミュ

ニケー

ションと

情報デ

ザイン 

単元 4 
（ア）メディアの特性とコミュニ

ケーション手段 
2.09 1.01 2.00 0.97 

単元 5 （イ）情報デザイン 2.74 1.07 2.66 1.06 

単元 6 
（ウ）効果的なコミュニケーショ

ン 
2.83 0.98 2.80 0.96 

(3) 

コンピ

ュータ

とプロ

グラミ

ング 

単元 7 (ア)コンピュータの仕組み 2.37 1.21 2.23 1.09 

単元 8 
（イ）アルゴリズムとプログラミ

ング 
3.29 1.18 3.03 1.22 

単元 9 
（ウ）モデル化とシミュレーショ

ン 
3.17 1.20 3.11 1.25 

(4) 

情報通

信ネッ

トワー

クどデ

ータの

活用 

単元 10 
（ア）情報通信ネットワーク の

仕組みと役割 
2.54 1.29 2.46 1.24 

単元 11 
（イ）情報システムと データの

管理 
2.77 1.31 2.69 1.23 

単元 12 
（ウ）データの 収集・整理・分

析 
3.23 1.26 3.14 1.22 
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 表6-17 から, 12 の単元全てにおいて指導不安感の平均値が軽減されていることが確認でき

る. 12単元それぞれにおける指導不安感が解消または軽減に寄与した機能や取り組みついて聞

いたところ, 表6-18 のような結果を得た. これより, 試験問題のキーワード検索や絞り込み検

索, 参考書・問題集一覧ページ, 勉強会とその資料公開ページが指導不安感の解消に貢献して

いると考えられる. 一方で, AI 解説・みんなで解説・OCRなどの先進的な機能は軽減には寄与

していないことがわかった. 理由としては, 単なる便利機能として使われていたり, そもそもの認

知不足や使い方がわからないといったことが考えられる. 

 

表6-18  12単元それぞれにおける指導不安感が解消または軽減に寄与した機能や取り組み 

数字はその人数（教員のみ） 

 単元番号 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

試験問題キーワード検索 2 1 1 1 2 1 4 2 2 1 1 3 

試験問題絞り込み検索 1 1 2 1 1 1 2 4 2 3 1 2 

試験問題AI 解説機能 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

試験問題みんなで解説機能 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

試験問題OCR機能 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

Q&A機能 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 

チャット機能 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 

勉強会資料公開ページ 2 0 2 0 2 0 1 3 1 1 1 3 

参考書・問題集一覧ページ 2 2 3 1 2 1 3 4 1 2 3 3 

情報提供メール（メルマガ） 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 

月に一度の勉強会 1 1 0 1 1 1 2 3 4 2 2 2 

 

6.3.3.2 知識習得の難しさ（登録前/後） 

 12 の単元それぞれについて, その単元を指導するにあたり教員として持つべき知識を習得す

る難しさを, システム登録前と登録後で「1. 容易だと感じる」「2. やや容易だと感じる」「3. どち

らともいえない」「4. やや難しいと感じる」「5. 難しいと感じる」のリッカート尺度による 5件法で

回答してもらった. 結果を表6-17 に示す. なお, 表中に記載されている各設問に対する数値
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は, 全回答者（教員のみ, n=35）から得られた回答の平均値である. 平均値を算出する前のデ

ータは付録 9に掲載する. 表6-19から, 12 の単元のうち 10単元において習得する難しさの

平均値が軽減されていることが確認できる. 単元 1 と単元 5 については変化がなかった. 

 

表6-19 指導するにあたり教員として持つべき知識を習得する難しさ（登録前/後）（n=35） 

 単元 
登録前 登録後 

平均値 SD 平均値 SD 

(1) 

情報社

会の問

題解決 

単元 1 
（ア）問題を発見・解決する方

法 
2.51 0.95 2.51 0.95 

単元 2 
(イ）情報社会における個人の

果たす役割と責任 
2.49 1.04 2.43 0.98 

単元 3 
（ウ）情報技術が果たす役割と

望ましい情報社会の構築 
2.63 1.06 2.57 1.07 

(2) 

コミュ

ニケー

ションと

情報デ

ザイン 

単元 4 
（ア）メディアの特性とコミュニ

ケーション手段 
2.51 1.12 2.43 1.04 

単元 5 （イ）情報デザイン 3.06 1.00 3.06 1.00 

単元 6 
（ウ）効果的なコミュニケーショ

ン 
2.89 0.93 2.80 0.90 

(3) 

コンピ

ュータ

とプロ

グラミ

ング 

単元 7 (ア)コンピュータの仕組み 2.94 1.21 2.74 1.12 

単元 8 
（イ）アルゴリズムとプログラミ

ング 
3.40 1.14 3.31 1.11 

単元 9 
（ウ）モデル化とシミュレーショ

ン 
3.29 1.18 3.20 1.16 

(4) 

情報通

信ネッ

トワー

クどデ

ータの

活用 

単元 10 
（ア）情報通信ネットワーク の

仕組みと役割 
2.91 1.31 2.86 1.26 

単元 11 
（イ）情報システムと データの

管理 
3.06 1.16 3.00 1.11 

単元 12 
（ウ）データの 収集・整理・分

析 
3.37 1.14 3.26 1.07 
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6.3.3.3 教材準備の難しさ（登録前/後） 

 12 の単元それぞれについて, その単元の授業準備における, 参考とする教材の入手または開

発する難しさについて, システム登録前と登録後で「1. 容易だと感じる」「2. やや容易だと感じ

る」「3. どちらともいえない」「4. やや難しいと感じる」「5. 難しいと感じる」のリッカート尺度によ

る 5件法で回答してもらった. 結果を表6-20 に示す. なお, 表中に記載されている各設問に

対する数値は, 全回答者（教員のみ, n=35）から得られた回答の平均値である. 平均値を算出

する前のデータは付録 10 に掲載する. 表6-20 から, 12 の単元全てで授業準備における, 参

考とする教材の入手または開発する難しさの平均値が軽減されていることが確認できる. 

 

表 6-20 授業準備における, 参考とする教材の入手または開発する難しさ（登録前/後）（n=35） 

 単元 
登録前 登録後 

平均値 SD 平均値 SD 

(1) 
情報社
会の問
題解決 

単元 1 （ア）問題を発見・解決する方法 2.83 1.01 2.80 0.96 

単元 2 
(イ）情報社会における個人の果
たす役割と責任 

2.43 0.92 2.34 0.91 

単元 3 
（ウ）情報技術が果たす役割と望
ましい情報社会の構築 

2.40 1.01 2.31 0.96 

(2) 
コミュニ
ケーシ
ョンと情
報デザ
イン 

単元 4 
（ア）メディアの特性とコミュニケ
ーション手段 

2.46 1.09 2.40 1.03 

単元 5 （イ）情報デザイン 3.11 1.08 3.06 1.03 

単元 6 （ウ）効果的なコミュニケーション 2.91 0.92 2.86 0.91 

(3) 
コンピュ
ータと
プログ
ラミング 

単元 7 (ア)コンピュータの仕組み 2.63 1.09 2.54 1.04 

単元8 
（イ）アルゴリズムとプログラミン
グ 

3.20 1.28 3.11 1.23 

単元9 （ウ）モデル化とシミュレーション 3.31 1.13 3.23 1.14 

(4) 
情報通
信ネット
ワーク
どデー
タの活

用 

単元 10 
（ア）情報通信ネットワーク の仕
組みと役割 

2.86 1.24 2.83 1.22 

単元 11 
（イ）情報システムと データの管
理 

3.11 1.21 3.09 1.20 

単元 12 （ウ）データの 収集・整理・分析 3.37 1.17 3.26 1.12 
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6.3.3.4 評価の難しさ（登録前/後） 

 12 の単元それぞれについて, その単元に関する試験問題やルーブリックの作成など, 評価の

難しさについて, システム登録前と登録後で「1. 容易だと感じる」「2. やや容易だと感じる」「3. 

どちらともいえない」「4. やや難しいと感じる」「5. 難しいと感じる」のリッカート尺度による 5件

法で回答してもらった. 結果を表6-21 に示す. なお, 表中に記載されている各設問に対する数

値は, 全回答者（教員のみ, n=35）から得られた回答の平均値である. 平均値を算出する前の

データは付録 11 に掲載する. 表6-21 から, 12 の単元のうち 10単元において評価の難しさの

平均値が軽減されていることが確認できる. しかし, 単元 8 については変化がなく, 単元 1 につ

いては登録後の方が評価が平均値が高くなった. 

 

表6-21 評価の難しさ（登録前/後）（n=35） 

 単元 
登録前 登録後 

平均値 SD 平均値 SD 

(1) 

情報社

会の問

題解決 

単元 1 
（ア）問題を発見・解決する方

法 
3.06 0.94 3.09 0.95 

単元 2 
(イ）情報社会における個人の

果たす役割と責任 
2.63 0.94 2.60 0.91 

単元 3 
（ウ）情報技術が果たす役割と

望ましい情報社会の構築 
2.66 0.91 2.60 0.85 

(2) 

コミュ

ニケー

ションと

情報デ

ザイン 

単元 4 
（ア）メディアの特性とコミュニ

ケーション手段 
2.40 1.03 2.34 1.00 

単元 5 （イ）情報デザイン 3.17 0.98 3.03 1.01 

単元 6 
（ウ）効果的なコミュニケーショ

ン 
3.09 0.95 3.03 0.95 

(3) 

コンピ

ュータ

とプロ

グラミ

ング 

単元 7 (ア)コンピュータの仕組み 2.74 1.01 2.66 0.91 

単元 8 
（イ）アルゴリズムとプログラミ

ング 
3.17 1.10 3.17 1.12 

単元 9 
（ウ）モデル化とシミュレーショ

ン 
3.23 1.06 3.14 1.06 

(4) 

情報通

信ネッ

トワー

クどデ

ータの

活用 

単元 10 
（ア）情報通信ネットワーク の

仕組みと役割 
2.63 1.03 2.57 0.98 

単元 11 
（イ）情報システムと データの

管理 
2.89 1.13 2.86 1.12 

単元 12 
（ウ）データの 収集・整理・分

析 
3.20 1.11 3.06 1.06 



 90 

6.3.4 UXの評価 

 UXを評価する質問紙を用いて, 計 19項目について「1. そう思う」「2. ややそう思う」「3. ど

ちらともいえない」「4. あまりそう思わない」「5. そう思わない」のリッカート尺度による 5件法で

回答してもらった. 教員のみ（n=35）の集計結果を表6-22 と図 6-27 に, 回答者全体の集計

結果を表6-23 と図 6-28 に示す. 

 

表6-22 UXの評価（教員のみ n=35） 

 質問 

(文頭に「このシステムは, 」が

つく） 

中心概念 
大 

分類 
1 2 3 4 5 平均 

1 理解しやすい 理解性 Usab

ility 

利用

可能

度 

11 11 10 2 1 2.17 

2 操作しやすい 操作性 11 8 13 3 0 2.23 

3 容易に修得(習得)できる 習得性 6 11 16 2 0 2.40 

4 迅速に応答する 応答性 5 10 13 7 0 2.63 

5 期待した通りに動かせる 自己効力感 6 10 15 4 0 2.49 

6 
目的達成のために必要かつ十

分な機能がある 

機能の有効

性 

Utilit

y 

役立ち

度 

12 11 11 1 0 2.03 

7 
仕事や生活を向上させる 効果・効率

の実感 
10 14 8 3 0 2.11 

8 私の力になってくれる エンパワー 8 17 7 3 0 2.14 

9 賢く応答する 知性 4 12 15 4 0 2.54 

10 使い方の自由度が高い 柔軟性 4 12 15 4 0 2.54 

11 
困った時に頼りになる 信頼性・レ

ジリエンス 
8 15 9 3 0 2.20 

12 リスクなく安心して利用できる 安心感 10 9 14 2 0 2.23 

13 使うことに夢中になれる 没入感 

Emp

athy 

共感

度 

5 6 17 5 2 2.80 

14 良い意味での驚きを与える インパクト 8 11 12 4 0 2.34 

15 
使いこなしていく楽しみを感じ

させる 
期待感 8 8 16 3 0 2.40 

16 視覚的な美しさがある 審美性 5 7 18 5 0 2.66 

17 私のやりたいことにあっている 親和性 10 10 13 2 0 2.20 

18 愛着を感じさせる 愛着感 6 6 18 5 0 2.63 

19 人に勧めたくなる 推奨 10 11 12 2 0 2.17 
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表6-23 UXの評価（全体 n=43） 

 質問 

(文頭に「このシステムは, 」が

つく） 

中心概念 
大 

分類 
1 2 3 4 5 平均 

1 理解しやすい 理解性 Usab

ility 

利用

可能

度 

11 18 10 3 1 2.19 

2 操作しやすい 操作性 11 14 14 4 0 2.26 

3 容易に修得(習得)できる 習得性 7 17 16 3 0 2.35 

4 迅速に応答する 応答性 8 14 14 7 0 2.47 

5 期待した通りに動かせる 自己効力感 7 15 17 4 0 2.42 

6 目的達成のために必要かつ十

分な機能がある 

機能の有効

性 

Utilit

y 

役立ち

度 

13 17 12 1 0 2.02 

7 仕事や生活を向上させる 効果・効率

の実感 
10 20 10 3 0 2.14 

8 私の力になってくれる エンパワー 8 24 8 3 0 2.14 

9 賢く応答する 知性 4 17 18 4 0 2.51 

10 使い方の自由度が高い 柔軟性 5 14 20 4 0 2.53 

11 困った時に頼りになる 信頼性・レ

ジリエンス 
9 19 12 3 0 2.21 

12 リスクなく安心して利用できる 安心感 12 14 15 2 0 2.16 

13 使うことに夢中になれる 没入感 

Emp

athy 

共感

度 

5 9 21 6 2 2.79 

14 良い意味での驚きを与える インパクト 9 16 13 5 0 2.33 

15 使いこなしていく楽しみを感じ

させる 
期待感 10 12 17 4 0 2.35 

16 視覚的な美しさがある 審美性 5 9 23 6 0 2.70 

17 私のやりたいことにあっている 親和性 11 15 15 2 0 2.19 

18 愛着を感じさせる 愛着感 6 10 21 6 0 2.63 

19 人に勧めたくなる 推奨 14 15 12 2 0 2.05 

 

 UXに関する評価では, システムが「目的達成のために必要かつ十分な機能がある」, 「人に勧

めたくなる」など, 機能面で高評価を得ている. しかし, 「使うことに夢中になれる」や「視覚的な

美しさがある」, 「愛着を感じさせる」などの項目では比較的評価が低く, デザインやインターフェ

ースの改善が求められる. 特に, 利用者が毎日アクセスしたくなるような親しみやすさや視覚的

な魅力を増すことで, システムの定着率を向上させることが期待される. 具体的な改善案として

は, ユーザーごとの利用履歴を可視化するダッシュボードや, システム内で他教員と繋がりを持

ちやすくするためのコミュニティ機能を強化することが挙げられる. また, 新機能追加や勉強会
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開催情報の通知機能を取り入れることで, 利用者に定期的にシステムを活用するきっかけを提

供できると考える. 

 

 

図 6-27 UXの評価（教員のみ n=35） 

 

 

図 6-28 UXの評価（全体 n=43） 
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6.3.5 自由記述について 

 自由記述のうち, 他にあるといいなと思う機能についての回答を表6-24に, ご意見・ご感想

についての回答を表6-25 に示す. あるといいなと思う機能については, 既にある機能について

の要望もあり, 周知不足を実感した. 

 

表6-24 他にあるといいなと思う機能（自由記述） 

あまり使えていないので, 詳しくは分かりませんが, もっと情報共有や意見交換が頻繁

に行われるとよいと思います.  

教員 

オンラインサロンのような形で, 常に交流が行われ意見交換の活発化が促進されるとう

れしいです.  

教員 

解答をみんなで考える機能. 問題だけでも投稿できる機能. （記述の問題の解答作成に

苦労される先生もいると思うので） 

教員 

システムを頼りにはしているが, 本業ほどの厳密にしきれていないというのが現状.  教員 

カテゴリの数が多く, 検索が煩雑になってきていると感じます. （ちょっとしたカテゴリで

もプルダウンメニューに追加されるため, 膨大な中から探す必要がある. ） 

カテゴリの整理ができるとさらに利便性が上がると思います.  

教員 

スマホでも使うようなことを考えると, UI が不便になります PC 向けに固定した方が良

いと思います 

気楽な掲示板機能：授業でこういうことがあった これ使えるかも 教科書や, 教材, 指

導要領のここが不満 

教授用の参考文献や動画のリスト 

塾・予

備校 

質問に対する回答がついたときの通知機能. 先日しつもん広場の質問に回答しました

が, 質問者に届いていたらいいなと.  

大学教

授等 

 

表6-25 ご意見・こ感想（自由記述） 

入試について情報が欲しい. どうしても私の場合は九州・中国地方の情報が中心になる

ので, それ以外の地域の情報が欲しい.  

教員 

素晴らしいシステムを利用させていただいて感謝しています.  教員 

お疲れ様です. 今後ともよろしくお願いいたします.  教員 

研究の成果について, お時間あるときにご教示お願い致します.  教員 

まだ使い始めて日が浅いので, ご了承ください 教員 

お疲れ様です！運営素晴らしいです. 研究頑張ってください.  教員 

修士論文, 期待しております. 日常, 企業への現場レスキュー（ハード, ユースウェア

等）を生業にしている傍ら, 長年高等学校の「情報」指導に関わってきているので, 両側

面から見ての意見や現場のリアルは提供できると思います. （商工会議所や県の相談員

要員です）アンケートの回答が「どちらともいえない」が多くなりましたが, 対象によった

り, 環境によったりで判断が変わることが多い為, やむを得ず選択しました. 申し訳あり

ません.  

教員 
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テスト対策に終わらず, 日本という国がＩＴ格差で押しつぶされずにすむような基礎固め

に「情報」科が活躍できることを願ってやみません.  

凄く助けられています, ありがとうございます. 新任の教師として不安だらけですが, 心

強いです.  

教員 

質問の受け取り方が難しいものがありましたので, 期待した答えになっていないかもし

れません. すいません.  

教員 

とても有用なシステムとコミュニティをつくってくださり感謝しています. 勤務校は専任教

員が少ない環境なので,他校の事例などを知ることのできる情報科教員 Hubは自分に

とって指導の励みになるプラットフォームです. 今後の発展に期待するとともに,何かしら

の形でその発展に貢献できればと考えています.  

教員 

すみません, 全部の機能を活用できていない気がします.  

入試問題の著作権はどうなんでしょう？大学入試の問題を投稿したいなと思いつつ, 著

作権は大丈夫なのだろうか, と思って躊躇してしまいます. （大学の公式 HP で過去問

として公開されている時は良いでしょうが, 年度が替わって非公開になっても, ここで公

開しつづけてよい？） 

教員 

研修のアーカイブなどはありがたい. 録画もあればなおよい 教員 

正直, 教科の掛け持ちで, 情報は本業の方ではないので, なかなかモチベーションが自

分自身でも難しい.  

教員 

まだまだ勉強の身のため, 「どちらとも言えない」のあいまいな回答が多くて申し訳あり

ません. 「情報科教員 Hub」さんサイトから, 色々（特にプログラミング）と勉強させてい

ただいております. ありがとうございます.  

教員 

今回改めて情報科教員 Hubを見てみましたが, 今まであまり使っていなかったのをも

ったいないと感じました. 今後は頻繁に閲覧してみたいと思います.  

教員 

いつもお世話になっております.  教員 

科目「情報」を教えていないので, 全部は使いこなせていませんが, 調べたい時に活用

させていただいています. ありがとうございます.  

教員 

よい, 継続を求む 教員 

回答には 30 分程度かかります, は正しいけれども, 長いとは思う. 情報は多項目・詳

細に欲しいけれども, 回答時間とのトレードオフというのもわかる. 調整の大変さは, お

察し申し上げます.  

大学教

授等 

運用お疲れ様です. 基本部外者ではありますが, お手伝いできるところは可能な限りお

手伝いしますので, 何かあったら連絡をください.  

大学教

授等 

トップページにサイトマップのような機能があるとよいと思います.  
大学教

授等 

共通テストのためだけにしかたなくやるのか, それ以上を求めるのか？ ネットリテラシ

ーの問題には答えられるが, 自分はネットででたらめやっている, でよいのか？ 他の

教科でも同じですが, テストで高得点を取ることと, 学習の本来目標の達成度とは, 必

ずしも一致しません また, 高校は一般には選抜されてきてるので生徒の水準がそろっ

ていると思いますが, そうではない場合, 他の教科以上に指導困難に直面します 総合

的な教科（国語も数学も理科も社会も前提として必要になる）だからだと思います 

塾・予

備校 
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6.4 専門家レビュー（2024 年 1２月実施） 

 2024年 12 月に, 教育工学・情報教育に関する専門家とUI・UXに関する専門家からそれぞ

れ専門家レビューを受けた. 

 

6.4.1 専門家レビュー（教育工学・情報教育） 

 教育工学・情報教育に関する専門家は, 長年情報科教育を支えてきた人物であり, 教科書や

教師用指導書の執筆経験も豊富であることから, 本研究に関して適切なレビューが受けられると

考えた. 

 12 月 26日にWeb 会議システムを用いて研究やシステムの概要と本運用版のアンケート結

果などを説明した後にレビューを行なっていただき, 回答をメールで受け取った. 質問とその評

価・コメント等を表6-26に示す. また, 依頼文は付録 12 に示す. 

 

表6-26 専門家レビュー（教育工学・情報教育の専門家）の結果 

質問 評価・コメント等 

【質問１】本シス

テムは情報科教

員の指導不安感

を軽減し, 教育

改善に繋げるた

めの機能を備え

ているでしょうか 

1:大変そう思う 

＜コメント＞ 

情報科の教員は、大学で情報学専門の教育を受けた教員のほか, 他教科

を専門とする教員が兼務で情報科を担当している場合が少なくない. ま

た, 情報科教員は, 各高校で一人あるいは少人数で授業を担当している

場合が多い. しかも, 教諭ではなく常勤講師あるいは非常勤講師が中心

になって授業を実施している高校もある. このような現状で, 勤務する高

校に, 授業内容や指導方法について身近に相談できる教員が居ないこと

から, 不安を解消できずに授業を行わざるを得ない情報科教員もいる. 

本システムでは, チャットやＱ＆Ａ, 勉強会などの機能を備えており, 学校

を越えて情報科教員が交流することが可能である. これらの機能を利用し

て, 他高校の情報科教員や情報学の専門家らと交流をはかることによっ

て, 情報科に関する知識や教育方法を身に付けたり, 確認したりすること

ができることから, 不安を軽減して教育改善を図ることができる. 
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【質問２】本シス

テムは, 教員間

の協働やコミュ

ニケーションを

促進する仕組み

として妥当です

か？ 

1:大変そう思う 

＜コメント＞ 

本システムには, 情報科の入試問題や模試の問題をはじめ, 会員が作成

したオリジナルの問題を投稿して会員間で共有することができる. また, 共

有するだけでなく, その問題について, 教員間でみんなで解説し合う機能

も備えられている. 

さらに, チャットやＱ＆Ａの機能があり, 会員間でコミュニケーションを図り

ながら, 協働して課題を解決することができるように工夫されている. ま

た、勉強会においても, 講演だけでなく, 必ず参加者による情報交換会を

実施している. 

これらの機能や仕組みを有する本システムは, しだいに利用者が増え, 有

効に活用されるようになってきている. このように, 利用者が増えて教員間

のコミュニケーションが促進されていることから, 本システムの仕組みは妥

当であると言える. 

【質問３】本シス

テムは情報科教

員の指導力向上

に効果的でしょ

うか 

1:大変そう思う 

＜コメント＞ 

専門が他教科でありながら情報科を兼任する教員は, 情報科の指導力に

課題を抱えている場合もある. また, 大学入学共通テストに「情報Ⅰ」の実

施が発表された頃から, 各自治体で情報科教員の新規採用が増え, 情報

科の知識はあるものの教員としての経験不足から指導力が十分でない教

員もいる. 

本システムを利用することで, 情報科の入試問題等の対策や指導方法を

学んだり, チャットやＱ＆Ａによる授業内容や教育方法に関する情報交換

や課題解決を行ったりすることができる. また, 本システムを利用して, 毎

月, 勉強会を開催しているが, いずれも情報科の指導力向上に役立つ内

容である. 

本システムは, 多くの情報科のベテラン教員が利用している. 若手教員や

指導力に課題を抱える教員は, 前述した本システムの機能や勉強会への
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参加を通じて, ベテラン教員の助言を受けることができることから, 指導力

の向上には効果的であると言える. 

【質問４】試験問

題投稿・検索機

能 

教員が過去問や

他の先生が作成

した試験問題を

効率よく検索で

きることで, 小テ

ストや定期考査

の作問負担を軽

減し, 質の高い

問題作成のサポ

ートになっていま

すか？ 

1:大変そう思う 

＜コメント＞ 

教員が作成した問題を登録して会員間で共有する機能は, 単に問題を共

有するだけでなく, 問題の解説や利用場面, 正解率などの付加情報も提

供されることから, 問題の難易や時間等を考慮して, 公開された問題を利

用することができ, 適切かつ質の高い小テストや定期考査の問題作成に有

用である. また, 絞り込み検索機能も充実しており, 問題の種類や学習内

容だけでなく, 難易度やキーワードでの検索も可能であり, 参考にしたい

問題を容易に検索することができる. 

さらに, OCR機能を利用して画像情報として一般公開している試験問題

をテキスト化して編集することができる. 解答や解説も入手することができ

ることから, 入試の過去問を授業や補習, さらに e-Learning としてドリ

ルで行わせるなどの機会では, 作問の負担が大幅に軽減される. 

【質問５】Q&A

機能 

授業の方法や教

材についての疑

問を他教員と共

有し, 相互支援

の促進につなが

っていますか？ 

1:大変そう思う 

＜コメント＞ 

教科書の内容や入試問題等に関する問い合わせや, 教育方法についての

Ｑ＆Ａができる機能が備えられている. 質問ごとにコメント（回答）を投稿

することができ, 相互支援を促進している. 

質問や回答に「賛成」や「反対」の意思を投票することもでき, 質問や回答

の質を確保できるよう工夫している. また, 複数の回答があれば, 投稿時

間順や有効の度合いでソートすることもでき, 回答の整理を行いやすくし

ている. 

また, 質問や回答に対してコメントを加えることも可能であり, 回答に対す

る質問者からの謝意や, その回答に対する質問を行うことができるなど, 

相互支援を促進するような工夫がシステムの機能に見られる. 
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【質問６】チャット

機能 

リアルタイムでア

イデアや情報を

交換できる場の

提供になってい

ますか？ 

2:そう思う 

＜コメント＞ 

テキストのメッセージだけでなく, ファイルや画像, 絵文字を使うことができ

ることから, アイデアなどをチャットに上げて議論しやすい機能を備えてい

ると言える. 実際に, 情報科関連の教材や入試に関する情報, 情報科の

教育内容や方法に関する情報や, 情報を提供するＷｅｂサイトへのリンクな

どの情報交換が活発に行われている. 

【質問７】資料公

開機能 

勉強会の資料や

授業に役立つリ

ソースを整理・公

開することで教

員の教材研究・

準備の支援につ

ながっています

か？ 

2:そう思う 

＜コメント＞ 

授業や教員の指導力向上に有用な高校情報科の参考書や問題集, 教育

方法などを解説する図書が, 「参考書」「問題集」「用語集」「教員向け」など

に分類され, 紹介文（書評）も掲載されているので, 教材研究に必要なリソ

ースを見つけやすく, 教材準備の支援につながっていると言える. 

【質問８】勉強会

の開催 

他校の教員との

交流や実践共有

を通じて, 指導

力の向上につな

がっています

か？ 

1:大変そう思う 

＜コメント＞ 

勉強会は毎月開催されており, 高校や専門学校, 予備校などで実際に情

報関係の授業を担当している教員が, 教材や教育方法の工夫を紹介する

実践的な内容である. 各高校の実態に合わせてカスタマイズすれば, 日々

の授業に活かすことができるような内容が多く, 勉強会で学んだことを担

当する授業に組み入れることによって, 指導力の向上が期待できる. 

毎回のテーマは, 情報科の中で特に工夫が求められる内容や, 共通テスト

などの新たな課題が選ばれ, 情報科教員の指導力向上に資するテーマが

設定されている. また, 単に発表者の実践を聞き, 発表に対する質問を個

別に行うだけでなく, 参加者がグループに分かれて情報交換を行う時間を
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必ず設け, 情報共有や課題の検討を行うことで, 他校の教員との交流が

深まるように工夫されている. 

勉強会は, 基本的にオンラインで行われることから, 遠隔地から参加する

ことも可能である. また, 発表者のスライド資料や, グループに分かれて実

施する情報交換会で出された情報も, 後日, システムからダウンロード可

能にしており, 勉強会に参加できなかった利用者も資料を入手して実践を

共有することができるように工夫されている. 

このように, 勉強会は, 内容や方法に指導力向上のための工夫が施され

ており, また, システムを利用する教員に広く勉強（研修）の機会を提供で

きることから, 教員の指導力向上に資する取り組みになっていると言える. 

【質問９】本シス

テムの強みと弱

みについてご意

見をお聞かせく

ださい. 

＜コメント＞ 

強み：情報科教育に特化した初めてのオンラインコミュニティであり, 多く

の情報が蓄積されているだけでなく, 情報科教員によってシステムは活発

に利用されており, 情報科のナレッジコミュニティとしての実績は他に類を

見ない. 

情報科の学習内容や教育方法に関する参考資料の提供や解説動画など

は, 文部科学省, 教科書出版会社, 予備校や大学, 関係する組織や学会

などからインターネット等を通じて数多く提供されている. 最近は, 個人の

ブログやＳＮＳを通じて情報科に関する記事や動画が配信されている. し

かし, これらはすべて, 配信側から受信者（情報科教員）に対する一方向

の情報提供が主である. 

本システムで実現する情報科のナレッジコミュニティは, それらとは一線を

画している. 本システムは, 情報科に関する資料や, 入試や検定試験など

数多くの問題を集約して教員に提供しているだけでなく, その問題の解答

や解説をシステムの利用者が協働して行うことによって, 利用者自身の指

導力や教育者としての課題解決力の向上が期待される. 

このように, 情報科教員が本システムの機能を使い, 教材や教育方法を議

論し協働して開発していくことにより, 情報提供者から利用者への一方向

の情報提供に終始する硬直したシステムではなく, 双方向で活発なコミュ

ニケーションが支える柔軟性の高いコミュニティの形成を実現している. 
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 弱み：現時点では, Ｑ＆Ａ等の教員相互による課題解決は, その内容から

比較的指導力が高い情報科教員で活用されているように思われる. 今後, 

現状の利用に加えて, 指導に不安を抱えてほんとうに支援が必要な情報

科教員が, 気後れすることなく利用して課題解決が図れるようなオンライン

コミュニティに成長することを期待する. 

【質問１０】その

他, システムの

教育的価値や可

能性についてご

意見があれば教

えてください. 

＜コメント＞ 

情報科に配当されている授業時間は少なく, 【質問１】でコメントしたように, 

各高校１名から数名の少人数で担当している. また, 専門が他教科で非専

門の情報科を兼任する教員も多く, 学校内で授業内容や授業方法につい

てベテランの教員から助言を受けたり, 情報を交流したりすることが難し

い. したがって, 他高校の教員から助言を受けたり, 情報を交流したり, 

勉強（研修）を行う機会が必要である. 本システムは, そのような学校を越

えて情報を交流する場（コミュニティ）を提供しており, 教育的価値は高い. 

このように, 本システムは, 情報科教育で特に求められているが, 他教科

の教員がその教科の情報共有や授業力向上のためのシステムとして活用

することもできる. また, 教科だけでなく, 教科を越えて育成が求められて

いる教育課題や「総合的な探究の時間」など, 教員が協働して実施する教

育課題でも応用して活用することができると考える. 

また, 本システムが活発に利用され, 情報科教育に関する信頼できる質が

高い情報が蓄積されていくことによって, その知の集積がＡＩの学習用デー

タとして利用され, ＡＩによる情報科教員のための課題解決や助言システム

が実現されることも期待できる. 
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6.4.2 専門家レビュー（UI・UXの専門家） 

 UI・UXに関する専門家は, 長年企業でWebデザイナーやUIスペシャリスト, UXデザイナ

ーとして活躍している人物であり, 業務の傍ら大学の非常勤講師も務めている. 本システムの特

にデザインやUXについて有用な助言を得られると考えた. 

 12 月 21日にWeb 会議システムを用いて研究やシステムの概要と本運用版のアンケート結果

などを説明した後にレビューを行なっていただき, 回答をメールで受け取った. 質問項目は本運

用版の評価アンケートで用いたものと同じ, 松本ら（2017）が開発したユーザ体験（UX）に基づ

いてインタラクティブシステムを評価する質問紙（質問項目β版） [38]を用いて, それぞれの質

問項目に関する評価と改善のためのコメントをいただいた. 質問とその評価・コメント等を表6-

27 に示す. またグラフを図 6-29に示す. また, 依頼文は付録 13 に示す. 

 

表6-27 専門家レビュー（UI・UXの専門家）の結果 

質問 評価・コメント等 

【質問１】このシステム

は, 理解しやすい 

評価: 3:どちらともいえない 

＜コメント＞ 

• ユーザーがどのコンテンツいるのか, 明らかになると良いです.  

• 各ページにページ一覧項目の見出しを設けると, どこのコンテ

ンツにいるかわかりやすくなります.  

• パンくずリストはすべてのコンテンツに表示するなど, 統一した

方が良いです.  

• トップページで何ができるかを述べるエリアを設けると良さそう

です.  

• 途中で加入するユーザーにとっても親切です.  

• ページ一覧項目をグローバルナビゲーションを設置すると, 項

目を閲覧するだけで何ができるのか理解できます.  

• aboutページが埋もれているため, グロナビに出すと良いでし

ょう.  

• テキスト情報のコントラストが弱い箇所が見受けられます. 40

代以降のユーザーが多いため, 注意が必要です.  

• 【対象ページ】トップページの「情報化教員 Hub」テキストなど 

【質問２】このシステム

は, 操作しやすい 

評価: 3:どちらともいえない 

＜コメント＞ 

• ページ一覧項目はグローバルナビゲーションに設定すると, ク

リック負荷を減らすことができます.  
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【質問３】このシステム

は, 容易に修得（習得）

できる 

評価: 3:どちらともいえない 

＜コメント＞ 

• 検索ボックスをグローバルナビゲーションに設置すると, クリッ

ク負荷を減らすことができます.  

• よく閲覧されている問題をページ上部にフォーカスすると, 習

得がより容易になります.  

• 重要なトップページが問題一覧になっています. 唐突感とアー

カイブサイト感があるので, コミュニケーションの足跡が一覧で

きると良さそうです（最新のコメントなどが埋もれてみえる）.  

【質問４】このシステム

は, 迅速に応答する 

評価: 4:あまりそう思わない 

＜コメント＞ 

• 情報交換ルームに投稿しましたが, 送信結果がすぐに戻ってき

ませんでした.  

【質問５】このシステム

は, 期待した通りに動

かせる 

評価: 2:ややそう思う 

＜コメント＞ 

• 操作性は問題ありません.  

【質問６】このシステム

は, 目的達成のために

必要かつ十分な機能

がある 

評価: 2:ややそう思う 

＜コメント＞ 

• 機能はありますが, 冗長な文章が多いため, ユーザーに負荷

をかける可能性があります.  

• 例）問題の種類から選ぶ → 問題の種類 

【質問７】このシステム

は, 仕事や生活を向上

させる 

評価: 0:答えられない 

＜コメント＞ 

• 過去問を利用したい方にとっては良さそうです.  

【質問８】このシステム

は, 私の力になってく

れる 

評価: 0:答えられない 

＜コメント＞ 

• 文字を置き換える機能などは有益であると感じました.  

【質問９】このシステム

は, 賢く応答する 

評価: 0:答えられない 

＜コメント＞（なし） 

【質問１０】このシステム

は, 使い方の自由度が

高い 

評価: 4:あまりそう思わない 

＜コメント＞ 

• 若年層の先生も増えていくと予想されますので, スマホを主要

デバイスにすると良さそうです.  

【質問１１】このシステム

は, 困ったときに頼り

になる 

評価: 2:ややそう思う 

＜コメント＞ 

• 過去問を利用したい方にとっては良さそうです.  
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【質問１２】このシステム

は, リスクなく安心して

利用できる 

評価: 1:そう思う 

＜コメント＞ 

• リスクは感じません.  

【質問１３】このシステム

は, 使うことに夢中に

なれる 

評価: 5:そう思わない 

＜コメント＞ 

• 例えば, 解説を投稿するとトップページで更新情報が得られ流

などすると良さそうです.  

【質問１４】このシステム

は, 良い意味での驚き

を与える 

評価: 5:そう思わない 

＜コメント＞ 

• ここでしか得られないお得感があると良さそうです. 例えば「フ

ァンミュニティプラットフォーム」のように, ライブオンすると, す

ぐにユーザーへ通知が届き, 入室して相談できるような仕組み

があると良さそうです.  

【質問１５】このシステム

は, 使いこなしていく

楽しみを感じさせる 

評価: 5:そう思わない 

＜コメント＞ 

• 報酬があると良さそうです. 例えば「ファンミュニティプラットフ

ォーム」が参考になります. 「xx回投稿」「xx回先生をサポー

ト」などのデジタルバッチなどがあると, モチベーションが上がる

かもしれません.  

【質問１６】このシステム

は, 視覚的な美しさが

ある 

評価: 4:あまりそう思わない 

＜コメント＞ 

• 例えば, ボタンの背景色が左から右に流れると言った, 意味の

ないインタラクションはストレスになります.  

• 「情報化教員 Hub」の「員」はロゴマークのデザインをされてい

ますが, 潰れて見えます. ユーザーにストレスを与える可能性

があります.  

【質問１７】このシステム

は, 私のやりたいこと

にあっている 

評価: 3:どちらともいえない 

＜コメント＞ 

• お一人で赴任されている孤独な先生（ユーザー）が多いため, 

例えば「情報交換ルーム」のチャットをトップページのファースト

ビューの右下エリアに掲載しておくと孤独感が解消され, 良さ

そうです.  

【質問１８】このシステム

は, 愛着を感じさせる 

評価: 5:そう思わない 

＜コメント＞ 

• アーカイブサイトに見えるため, 触れ合いの場（温かさ）をプラ

スしてゆくと良さそうです.  

• 例えばトップページに, 日や時間で「先生, おはようございま

す. 今日も授業頑張りましょう…」など, メッセージが切り替わ
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るような仕組みがあると, システムに人間味を持たせることが

できます.  

【質問１９】このシステム

は, 人に勧めたくなる 

評価: 4:あまりそう思わない 

＜コメント＞ 

• 本システムから「先生を追加」があると良さそうです.  

• 「ネットワークの構築に課題がある」と述べられているため, 解

消の糸口になるアイデアになりそうです.  

 

 

図 6-29 UXの評価（専門家 n=1）※質問 7,8,9 は「回答できない」のためプロットなし 
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6.5 考察 

 以下では, 本研究で開発した「情報科教員 Hub」の評価結果（アクセスログ・アンケート・専門

家レビュー等）を踏まえて, 研究課題（RQ）に対する回答や本システムの有効性・限界などについ

て総合的に考察する. 

 

6.5.1 研究課題（RQ）への回答 

 本研究のリサーチクエスチョン（RQ）は, 「試験問題や教材の共有, Q&A機能の実装は, 情報

科教員の作業負担や指導不安感を軽減するのか」であった. 結果として, 以下の点から「一定の

軽減効果が見られる」と結論づけられる. 

1) アンケート結果 

• 登録前後で「入試対策」が 24人(68.6%)→20人（57.1%), 「小テストや定期考査等の

作問」が 20人（57.1%)→13人（37.1%), 「教材開発」が 19人(54.3%)→11人

(31.4%), 「指導方法について相談できる相手がいないこと」が 18人(51.2%)→10人

（28.6%)と課題や不安が減少したことが確認できる（表6-14）. 

• 特に「試験問題のキーワード検索機能」や「過去問の参照」が, 作問準備の効率化に寄与し

たという自由記述が複数見られた. 

• 指導不安感に関しても, 全ての単元で登録前後の継時比較で平均値が若干ながらも低下

しており（表6-17）, システムの利用が指導不安感軽減に結びついている可能性が示唆さ

れる. 

2) 勉強会との相乗効果 

• 月一回の勉強会と組み合わせることで, 単なる教材の共有をこえて, 実践事例や指導法を

リアルタイムに議論・相談できる環境が生まれた. 

• 勉強会のアンケートでは「他校の先生とブレイクアウトルームで話すことで不安を共有・解消

できた」「新たな教材アイデアを得た」などの声が多数見られ, 指導不安感の背景にある「孤

立感」の緩和にも効果があったと考えられる. 

 これらの結果から, RQに対しては「情報科教員の作業負担と指導不安感を一定程度軽減する

効果が認められる」と回答できる. ただし, 本研究では事前アンケートが十分に取れなかったた

め, より厳密な意味での効果検証としては今後の追試が必要である. 
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 さらに, 専門家レビューからは「Q&A 機能や勉強会が比較的指導力の高い教員によって活用

されがち」という指摘もあった. このため, 情報科が非専門の兼任教員や経験年数の浅い教員な

ど, より大きな不安を抱えやすい層が積極的に利用しやすいコミュニティを整備することが, 指

導不安感を効果的に軽減するうえで今後の課題となる. 

 

6.5.2 システムの有効性と新規性 

 本研究で構築したシステムの有効性については、大きく三つの観点から確認できる。 

1) 試験問題や教材のデータベース化・OCR/生成AI 機能 

 試験問題や教材のデータベース化, さらにOCR機能や生成AIによる解説付与機能の整

備によって, 授業準備や作問に要する労力が軽減された可能性が高い. アンケート（表6-14）

でも「小テストや定期考査等の作問」「教材開発」「入試対策」などに対する不安感の割合が登

録前後で減少しており, 自由記述でも「過去問を簡単に参照できるようになったので助かる」

「試験問題の作成に関するアイデアを得やすい」などの声が複数みられた. 加えて, プログラミ

ング分野や大学入学共通テスト対策など専門性の高い内容の学習リソースを共有できるよう

になり, 作業の二度手間や孤独感も和らいだと考えられる. 

2) 指導不安感の軽減 

 指導不安感の軽減という観点からは, 12 の単元ごとに算出したデータ（表6-17）によって登

録前後の平均値がやや低下していることが確認できた. 特にアルゴリズムとプログラミング分

野（単元 8）では, 一部の回答者が「具体的な実践事例や教材例を容易に得られるようになっ

て不安がやわらいだ」と回答し, またOCRや生成AIを活用して他者の作成した問題・解説

を編集しやすくなったことで, 自分が苦手とする領域を補完できるようになった側面も見受け

られる. 完全に不安が解消されたわけではないという声もあるものの, 少なくとも登録以前に

比べて負担や不安感が減ったという定性的・定量的な示唆が得られている点は, 本研究のシ

ステム導入がもたらした成果の一つと捉えられる. ただし, 非専門の兼任教員や若手教員が

「Q&A に質問する」「勉強会に参加する」ハードルは依然として存在し得ると専門家は指摘し

ており, そうした層へのフォローが今後の課題である. 

3) 孤立感の緩和とコミュニティ形成 

 情報科教員の孤立感を和らげる効果についても, 月一回の勉強会と組み合わせることで顕

著にあらわれた. 特にブレイクアウトルームやディスカッションを通じて, 「他校の先生と知り合
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いになり, 具体的な悩みや実践事例を共有できた」「気軽に交流できる機会が増えた」という声

が多く見受けられる. Q&A機能やチャット機能も活用されはじめ, 少人数校や教科担任が 1

名しかいないような環境においては大きな心理的支えとなっていると考えられる. このように授

業準備の効率化だけでなく, 心理面や社会的なつながりを形成するうえでも, 本システムは一

定の有効性が認められる. また, 専門家レビューでは「この双方向性こそが, 本システムが他

の一方向的教材サイトと一線を画する強みである」と高く評価されている. 

 

 システムの新規性としては, まず既存の教材共有サイトや教員向けポータルサイトが一方向的な

情報提供にとどまりがちであったのに対して, 本研究はコミュニティ機能を重視し, Q&Aやチャ

ットでの双方向的やりとりを補完的に導入したうえで, さらに同期型の勉強会を定期開催してい

ることが挙げられる. 単に教材を蓄積・公開するだけではなく, 活用のノウハウや指導方法, 入

試対策などをリアルタイムまたは随時に相談できる仕組みを確立した点は, 従来の研究や既存サ

イトには少ない特徴である. 生成AIやOCR といった技術を盛り込んだプラグインの開発も特

徴的であり, 画像として投稿された過去問を自在にテキスト化できるほか, わかりにくい問題に

はすぐに解説をAI 生成して付加できるなど, 従来の情報共有サイトの枠を超えた便利さを追求

している. こうした機能を学習支援システムとして整備し, それと連動するコミュニティ活動の運

営方法まで含めて検討している点が, 本研究の大きな新規性だと考えられる. また, 大学や塾・

予備校の関係者までも対象とする柔軟な受け皿を用意することにより, 教員免許の有無や立場

の違いを問わずに支援を得られる体制を整えた点も, 情報科教育をめぐる多様なニーズに対応

するための重要な工夫だといえる.  

 

 

 

6.5.3 既存システムとの比較 

1) 一方向的ポータルサイトとの比較 

• 既存のポータルサイト（文部科学省や企業が運営する教材集）は「閲覧・ダウンロード」が中

心で, 双方向コミュニケーションの仕組みが十分ではない. 

• 本システムでは, Q&A・チャット機能・勉強会を通じて教員同士の対話が促進される点で差

別化できる. 
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2) 他教科向け支援サイトとの比較 

• 家庭科教員向けサイトなど, 掲示板機能を備える事例は存在するが, 勉強会との定期連動

や, OCR / AIによる問題 DBの充実はほとんど見られない. 

• 過去問の一括管理や大学側からの使用許諾をとって分野別にカテゴライズしている点も本

研究のオリジナリティとして評価できる. 

3) 教員 SNS・メーリングリストとの比較 

• 一部の情報科教員は X17や Facebook18, 独自のMLなどで情報交換しているが, 教材

や問題を体系的に蓄積・検索できる仕組みを兼ね備えた SNS / MLは少ない. 

• スパムや情報の断片化リスクがある SNSに比べ, 本システムは属性確認制・承認制をとっ

ており, 同時に検索性や資料共有性にも優れている. 

 

 

6.5.4 研究の限界と制約 

1) 事前データの不足 

 本研究ではシステム登録前に大規模な事前アンケートを実施できず, 厳密な介入研究として効

果検証できない部分がある. 継時的比較（登録前/後）で指導不安感や教材準備・評価の難しさ

が低減したことを確認したが, 他の要因（自然に慣れていく, 時間の経過による学習など）も含ま

れている可能性がある. 

2) 投稿数や勉強会参加数の偏り 

 投稿や勉強会参加は, もともと意欲が高い教員や研究志向の教員に偏りやすい. より幅広い層

を巻き込むための仕組み（オフライン研修や自治体との連携など）の検討が今後必要である. 

3) UX向上への課題 

 UX評価では「学習に役立つ」「目的は果たせる」という肯定的意見が得られた一方, 「デザイン

のわかりやすさ」「愛着感」「スマホ最適化」など改良の余地がある点も指摘された. 特に高齢の

教員や忙しい兼任教員が気軽に使えるデザインに改善していく必要がある. 

 

 
17 X, https://x.com/ 
18 Facebook, https://www.facebook.com/ 
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第 7 章 結論と今後の課題 

7.1 研究の総括 

 本研究は, 高等学校情報科における教員の指導不安感を軽減することを目的として, 双方向

のナレッジ共有を可能にする学習支援システムを開発し, 月に一度のオンライン勉強会を連動さ

せた実践コミュニティ「情報科教員 Hub」を形成したうえで, その導入効果を評価したものであ

る. 従来から情報科をめぐっては, 兼任教員や免許外教科担任が多く, 他の教科に比べて相談

相手や実践事例が少ない現場の実情が指摘されていた. こうした状況を受け, いつでも・どこか

らでもアクセスできるオンラインプラットフォームを作り, 定期的に同期型の勉強会で顔を合わせ

ながら, 非同期・同期それぞれの特徴を活かした知識交換とネットワークづくりを目指したのが本

研究の中核的なアプローチである. 

 システム導入後の評価として, 登録前後のアンケート調査や, 勉強会でのヒアリング, システム

ログの分析などを行った結果, 作問や教材開発, プログラミング分野の指導などで不安感や負

担が軽減したと回答する教員が一定数存在した. また, 勉強会への参加をきっかけにQ&A機

能やチャット機能が少しずつ活発化している傾向がみられ, 情報科教員間の孤立が緩和されて

いることがうかがえる. 特にプログラミングに不慣れな教員や新任教員, 地方の少人数校の教員

にとっては, 他校の具体事例や過去問の活用だけでなく, 同じ境遇の教員とのつながりそのもの

が大きな支えになっている可能性が高い. 

 一方で事前アンケートを大規模に行うことが難しかったため, 実施した継時比較（登録前/後）に

おける指導不安感の数値的変動には, 時間経過による慣れや他の研修の影響なども混在してい

る可能性がある. さらに, Q&A機能の投稿数や勉強会の参加率にはまだ偏りがあり, 十分に活

性化しているとはいえない部分もみられるため, 研究としての効果検証には継続的な運営・観察

が必要である. それでも本研究が開発したシステム自体の有用性と, システム＋勉強会というハ

イブリッドな運営体制が情報科の指導不安感や孤立感軽減に寄与することは, 定性的・定量的な

データの両面から示唆されており, 今後のさらなる検証と改善に期待がもてると総括できる. 

 

7.2 本研究の貢献 

 本研究は, 情報科教員を対象に「ナレッジコミュニティ型学習支援システム」を構築し, 勉強会と

の連動で教員同士の双方向交流と実践知の蓄積を図る取り組みを行った. この点で, 従来の一

方向的な教材共有サイトや SNS, MLにはない, コミュニティ機能・同期的勉強会・生成AIおよ
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びOCR技術の活用といった新たなアプローチを提示できたことが, 学術的・実践的な貢献であ

ると言える. 特に,学習支援システムを中心とした「非同期×同期」の組み合わせがどのように効

果を生むかを多角的に検証し, 情報科特有の問題（教員不足や新学習指導要領, 大学入学共

通テストへの不安など）にフォーカスして運用形態を調整したことが特色として挙げられる. また, 

高等学校教員以外にも, 塾・予備校講師や大学の研究者, 教職課程の学生などを参加対象に含

めたため, 情報科に関わる幅広い人々が教材や問題, 指導法を共有できる場を作った点も特色

である. 

 さらに, 本研究の成果は, 情報科以外の教科領域にも横展開が可能であることが示唆される. 

情報科ほど顕在化していなくても, 実はほかの専門教科や新設科目でも, 指導者の不足や教

材・評価方法への不安感など類似の課題が存在する可能性がある（例えば, 中学校の技術・家庭

科や先行研究にもあった高等学校家庭科など）. そのため「勉強会＋オンラインシステム」の運営

モデルや, OCRや生成AI 解説などのプラグイン開発ノウハウは, 他教科や他の校種, あるいは

企業内研修などに応用しうると考えられる。 

 

7.3 今後の展望 

 今後の課題としては, まずは長期的・継続的な検証が挙げられる. 研究期間が限られていたた

めに, 利用者のライフイベントや年度ごとの担当変化などの影響も含めて詳細な因果関係を確認

する余地が残っている. システム利用開始前後だけでなく, 年度内での複数回調査や対照群を

設定した介入研究を行うなど, より厳密な評価設計の工夫が必要になるだろう. また, UX（ユー

ザー体験）の面でも, 専門家レビューやアンケートで指摘されたように, UIの使いやすさやスマ

ホ最適化, 継続利用を促す仕掛け（ゲーミフィケーション要素など）を検討することで, 教員が忙

しい中でも習慣的にアクセスしやすいシステムへと発展させる必要がある. 

 さらに, Q&Aやチャット機能における投稿数の少なさや, 勉強会でも限られた有志が盛り上が

っている印象が強いという課題は, これからどのようにより多くの教員を巻き込み, 意見交換を

促進していくかというコミュニティ設計の問題とも深く結びついている. 情報科の教員は, 学校ご

とに担当状況が大きく異なり, 同僚との連携が難しいケースも多いため, 教育委員会や学校管

理職などと連携しながら, 積極的にシステムへの参加を推進する方策も検討していくべきである. 

実際のところ, このような支援システムとコミュニティは, ある一定の規模を超えると自然と活性

化しやすくなると指摘される一方で, 初期段階では運営メンバーの継続的な呼びかけとサポート
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が欠かせない. 今後はより幅広い教員層に対してアプローチし, 教材投稿やQ&Aへの回答な

どに奨励策を取り入れたり, オンライン勉強会で話題に上った内容をシステム上でまとめて見返

せるようにしたりするなど, さらなる改善が期待される. 

 このような継続的な改善やコミュニティの成熟を図ったうえで, 「情報科教員 Hub」という実践

コミュニティが, 情報科教育に関する実践知や教材の集積だけでなく, 他教科との横断的連携や

大学・企業などとの連携の拠点ともなり得る可能性がある. 本研究で得られた知見を基盤として, 

教科教育を支えるオンラインコミュニティの設計と運営について, 今後もより多面的な研究や実

証を重ねていくことが望まれると結論づけることができる. 
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付録 

付録 1 試験問題の使用許可願い（大学用）の例 
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付録 2 新規開発プラグイン（Informatics plugin）のプログラム 

ファイル構成 

informatics-plugin/ 

       ├informatics-plugin.php 

       ├js/informatics-plugin.js 

       └css/informatics-plugin.css 

informatics-plugin.php 

1 

2 

3 

4 

 

5 
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21 
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31 

32 
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34 
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<?php 

/** 

 * Plugin Name: Informatics Plugin 

 * Description: OCR and AI explanation generator for high school informatics exam questions using Claude 3 API 

and Gemini API and ChatGPT API 

 * Version: 1.2.5 

 * Author: Takumi Matsushima @Kumamoto Univ. 

 */ 

 

if (!defined('ABSPATH')) exit; 

 

class Informatics_Plugin { 

    private $claude_api_key; 

    private $google_api_key; 

    private $gemini_api_key; 

    private $claude_api_url = 'https://api.anthropic.com/v1/messages'; 

    private $google_vision_api_url = 'https://vision.googleapis.com/v1/images:annotate'; 

    private $gemini_api_url = 'https://generativelanguage.googleapis.com/v1beta/models/gemini-1.5-

flash:generateContent'; 

    private $openai_api_key; 

    private $openai_api_url = 'https://api.openai.com/v1/chat/completions'; 

    private $max_retries = 3; 

    private $retry_delay = 5; // seconds 

 

    private $log_actions = array( 

        'ocr_generation' => 'OCR 生成', 

        'claude_explanation' => 'Claude 解説生成', 

        'gemini_explanation' => 'Gemini 解説生成', 

        'user_explanation_add' => 'ユーザー解説追加', 

        'user_explanation_edit' => 'ユーザー解説編集' 

    ); 

 

    public function __construct() { 

        $this->claude_api_key = get_option('claude_api_key'); 

        $this->google_api_key = get_option('google_api_key'); 

        $this->gemini_api_key = get_option('gemini_api_key'); 

        $this->openai_api_key = get_option('openai_api_key'); 

        add_action('wp_ajax_generate_chatgpt_explanation', array($this, 'generate_chatgpt_explanation')); 

        add_action('wp_ajax_nopriv_generate_chatgpt_explanation',array($this,'generate_chatgpt_explanation')); 

        add_action('wp_enqueue_scripts', array($this, 'enqueue_scripts')); 

        add_filter('the_content', array($this, 'add_tabs_to_content')); 
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        add_action('wp_ajax_process_image', array($this, 'process_image')); 

        add_action('wp_ajax_nopriv_process_image', array($this, 'process_image')); 

        add_action('wp_ajax_generate_explanation', array($this, 'generate_explanation')); 

        add_action('wp_ajax_nopriv_generate_explanation', array($this, 'generate_explanation')); 

        add_action('admin_menu', array($this, 'add_admin_menu')); 

        add_action('admin_init', array($this, 'register_settings')); 

        remove_filter('the_content', 'wpautop'); 

        remove_filter('the_excerpt', 'wpautop'); 

        add_action('wp_ajax_generate_gemini_explanation', array($this, 'generate_gemini_explanation')); 

        add_action('wp_ajax_nopriv_generate_gemini_explanation', array($this, 'generate_gemini_explanation')); 

        add_action('wp_ajax_reload_ocr', array($this, 'reload_ocr')); 

        add_action('wp_ajax_nopriv_reload_ocr', array($this, 'reload_ocr')); 

        add_action('wp_ajax_reload_explanation', array($this, 'reload_explanation')); 

        add_action('wp_ajax_nopriv_reload_explanation', array($this, 'reload_explanation')); 

 

        // プラグイン有効化時にテーブルを作成 

        register_activation_hook(__FILE__, array($this, 'create_log_table')); 

 

        // 貢献者リストを表示 

        add_filter('the_content', array($this, 'display_explanation_contributors'), 20); 

 

        add_action('wp_ajax_get_contributors_list', array($this, 'get_contributors_list')); 

        add_action('wp_ajax_nopriv_get_contributors_list', array($this, 'get_contributors_list')); 

        register_activation_hook(__FILE__, array($this, 'create_user_explanation_table')); 

 

        add_action('wp_ajax_handle_user_explanation', array($this, 'handle_user_explanation')); 

        add_action('wp_ajax_nopriv_handle_user_explanation', array($this, 'handle_user_explanation')); 

    } 

 

    // ログテーブルを作成する関数 

    public function create_log_table() { 

        global $wpdb; 

        $table_name = $wpdb->prefix . 'informatics_plugin_log'; 

        $charset_collate = $wpdb->get_charset_collate(); 

        $sql = "CREATE TABLE $table_name ( 

            id mediumint(9) NOT NULL AUTO_INCREMENT, 

            time datetime DEFAULT '0000-00-00 00:00:00' NOT NULL, 

            user_id bigint(20) UNSIGNED NOT NULL, 

            action varchar(255) NOT NULL, 

            post_id bigint(20) UNSIGNED NOT NULL, 

            PRIMARY KEY  (id) 

        ) $charset_collate;"; 

        require_once(ABSPATH . 'wp-admin/includes/upgrade.php'); 

        $result = dbDelta($sql); 

        if (is_wp_error($result)) { 

            error_log('Informatics Plugin: Failed to create log table. Error: ' . $result->get_error_message()); 

        } else { 

            error_log('Informatics Plugin: Log table created successfully. Result: ' . print_r($result, true)); 

        } 

        // テーブルが実際に作成されたか確認 

        if ($wpdb->get_var("SHOW TABLES LIKE '$table_name'") != $table_name) { 

            error_log('Informatics Plugin: Log table does not exist after creation attempt.'); 

        } else { 

            error_log('Informatics Plugin: Log table exists after creation attempt.'); 
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        } 

    } 

 

    // ログを記録する関数 

    private function log_action($action, $post_id) { 

        global $wpdb; 

        $table_name = $wpdb->prefix . 'informatics_plugin_log'; 

        $user_id = get_current_user_id(); 

        $result = $wpdb->insert( 

            $table_name, 

            array( 

                'time' => current_time('mysql'), 

                'user_id' => $user_id, 

                'action' => $action, 

                'post_id' => $post_id 

            ) 

        ); 

        if ($result === false) { 

            error_log('Informatics Plugin: Failed to insert log. Error: ' . $wpdb->last_error); 

        } else { 

            error_log('Informatics Plugin: Log inserted successfully. Action: ' . $action . ', Post ID: ' . $post_id); 

        } 

    } 

 

    public function enqueue_scripts() { 

        if (is_single()) { 

            wp_enqueue_script('jquery'); 

            wp_enqueue_script('jquery-ui-tabs'); 

            wp_enqueue_style('jquery-ui-css', 'https://code.jquery.com/ui/1.12.1/themes/base/jquery-ui.css'); 

            wp_enqueue_media(); 

            wp_enqueue_editor(); 

            // Dashicons を読み込む 

            wp_enqueue_style('dashicons'); 

            wp_enqueue_script('informatics-plugin', plugin_dir_url(__FILE__) . 'js/informatics-plugin.js', 

array('jquery', 'jquery-ui-tabs', 'editor', 'media-upload'), '1.3', true); 

            wp_localize_script('informatics-plugin', 'ajax_object', array( 

                'ajax_url' => admin_url('admin-ajax.php'), 

                'security' => wp_create_nonce('informatics_plugin_nonce') 

            )); 

            wp_enqueue_style('informatics-plugin', plugin_dir_url(__FILE__) . 'css/informatics-plugin.css', array(), 

'1.2'); 

        } 

    } 

 

    public function add_tabs_to_content($content) { 

        if (is_single()) { 

            $post_id = get_the_ID(); 

            $ocr_text = get_post_meta($post_id, '_ocr_text', true); 

            $explanation = get_post_meta($post_id, '_ai_explanation', true); 

            $gemini_explanation = get_post_meta($post_id, '_gemini_explanation', true); 

            $chatgpt_explanation = get_post_meta($post_id, '_chatgpt_explanation', true); 

            $ocr_date = get_post_meta($post_id, '_ocr_date', true); 

            $explanation_date = get_post_meta($post_id, '_explanation_date', true); 

            $gemini_explanation_date = get_post_meta($post_id, '_gemini_explanation_date', true); 
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            $chatgpt_explanation_date = get_post_meta($post_id, '_chatgpt_explanation_date', true); 

            $user_explanation = $this->get_user_explanation($post_id); 

            $user_explanation_button = $user_explanation ? 

                '<button id="edit-user-explanation" data-post-id="' . esc_attr($post_id) . '">解説を編集する

</button>' : 

                '<button id="add-user-explanation" data-post-id="' . esc_attr($post_id) . '">解説を追加する

</button>'; 

            $tabs = ' 

            <div class="informatics-tabs"> 

                <ul> 

                    <li><a href="#tab-1">問題</a></li> 

                    <li><a href="#tab-2">AI 文字認識(OCR 機能)</a></li> 

                    <li><a href="#tab-3">AI 解説(Claude3Haiku)</a></li> 

                    <li><a href="#tab-4">AI 解説(Gemini1.5Flash)</a></li> 

                    <li><a href="#tab-5">AI 解説(ChatGPT4o-mini)</a></li> 

                    <li><a href="#tab-6"><span class="dashicons dashicons-groups"></span>みんなで解説

</a></li> 

                </ul> 

                <div id="tab-1"> 

                    ' . $content . ' 

                </div> 

                <div id="tab-2"> 

                    <div id="ocr-content">' . ($ocr_text ? esc_html($ocr_text) : '未生成') . '</div> 

                    <p>生成日時: ' . ($ocr_date ? esc_html($ocr_date) : '未生成') . '</p> 

                    <button id="reload-ocr" data-post-id="' . esc_attr($post_id) . '">生成または再生成</button> 

                </div> 

                <div id="tab-3"> 

                    <div id="explanation-content">' . ($explanation ? wp_kses_post($explanation) : '未生成') . 

'</div> 

                    <p>生成日時: ' . ($explanation_date ? esc_html($explanation_date) : '未生成') . '</p> 

                    <button id="reload-explanation" data-post-id="' . esc_attr($post_id) . '">生成または再生成

</button> 

                </div> 

                <div id="tab-4"> 

                    <div id="gemini-explanation-content">' . ($gemini_explanation ? 

wp_kses_post($gemini_explanation) : '未生成') . '</div> 

                    <p>生成日時: ' . ($gemini_explanation_date ? esc_html($gemini_explanation_date) : '未生成') . 

'</p> 

                    <button id="reload-g-explanation" data-post-id="' . esc_attr($post_id) . '">生成または再生成

</button> 

                </div> 

                <div id="tab-5"> 

                    <div id="chatgpt-explanation-content">' . ($chatgpt_explanation ? 

wp_kses_post($chatgpt_explanation) : '未生成') . '</div> 

                    <p>生成日時: ' . ($chatgpt_explanation_date ? esc_html($chatgpt_explanation_date) : '未生成') . 

'</p> 

                    <button id="reload-chatgpt-explanation" data-post-id="' . esc_attr($post_id) . '">生成または再生

成</button> 

                </div> 

                <div id="tab-6"> 

                    <div id="user-explanation-content">' . ($user_explanation ? 

wp_kses_post($user_explanation['explanation']) : '解説はまだありません. ') . '</div> 

                    ' . $user_explanation_button . ' 

                    <div id="explanation-contributors"></div> 
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                </div> 

            </div>'; 

            return $tabs; 

        } 

        return $content; 

    } 

 

    public function generate_gemini_explanation() { 

        check_ajax_referer('informatics_plugin_nonce', 'security'); 

        $post_id = intval($_POST['post_id']); 

        $post = get_post($post_id); 

        $post_content = $post->post_content; 

        $extracted_text = $this->extract_text_from_content($post_content); 

        $image_urls = $this->extract_image_urls($post_content); 

        if (empty($image_urls) && empty($extracted_text)) { 

            wp_send_json_error('エラー: 投稿内にコンテンツが見つかりません. '); 

            return; 

        } 

        $explanation = $this->call_gemini_api($extracted_text, $image_urls); 

        if ($explanation) { 

            $escaped_explanation = wp_kses_post($explanation); 

            update_post_meta($post_id, '_gemini_explanation', $escaped_explanation); 

            update_post_meta($post_id, '_gemini_explanation_date', current_time('mysql')); 

            $this->log_action('gemini_explanation', $post_id); 

            wp_send_json_success(array('explanation' => $explanation, 'date' => current_time('mysql'))); 

        } else { 

            $error_message = 'Gemini 解説の生成に失敗しました. API キーを確認し, 再試行してください. '; 

            error_log('Informatics Plugin Error: ' . $error_message); 

            wp_send_json_error($error_message); 

        } 

    } 

 

    private function call_gemini_api($text, $image_urls) { 

        if (empty($this->gemini_api_key)) { 

            error_log('Informatics Plugin Error: Gemini API key is not set.'); 

            return 'エラー: Gemini API キーが設定されていません. プラグイン設定を確認してください. '; 

        } 

        $prompt = "以下は高等学校情報科の試験問題です. この問題について, 高校生が理解しやすいように詳細な解説を提供してくだ

さい. 解説には, 問題の背景知識, 解答の導き方, 関連する情報科の概念などを含めてください. 正解が示されていない場合は正解も示して

ください. "; 

        $data = array( 

            'contents' => array( 

                array( 

                    'parts' => array( 

                        array('text' => $prompt . "\n\n" . $text) 

                    ) 

                ) 

            ), 

            'generationConfig' => array( 

                'temperature' => 0.7, 

                'topK' => 40, 

                'topP' => 0.95, 

                'maxOutputTokens' => 1024, 

            ) 
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        ); 

        foreach ($image_urls as $url) { 

            $image_data = file_get_contents($url); 

            if ($image_data === false) { 

                error_log('Informatics Plugin Error: Failed to load image from URL: ' . $url); 

                continue; 

            } 

            $base64_image = base64_encode($image_data); 

            $data['contents'][0]['parts'][] = array( 

                'inlineData' => array( 

                    'mimeType' => 'image/jpeg', 

                    'data' => $base64_image 

                ) 

            ); 

        } 

        $ch = curl_init($this->gemini_api_url . '?key=' . $this->gemini_api_key); 

        curl_setopt($ch, CURLOPT_POST, 1); 

        curl_setopt($ch, CURLOPT_POSTFIELDS, json_encode($data)); 

        curl_setopt($ch, CURLOPT_HTTPHEADER, array('Content-Type: application/json')); 

        curl_setopt($ch, CURLOPT_RETURNTRANSFER, true); 

        curl_setopt($ch, CURLOPT_VERBOSE, true); 

        $verbose = fopen('php://temp', 'w+'); 

        curl_setopt($ch, CURLOPT_STDERR, $verbose); 

        $response = curl_exec($ch); 

        $http_code = curl_getinfo($ch, CURLINFO_HTTP_CODE); 

        $curl_error = curl_error($ch); 

        if ($response === false) { 

            rewind($verbose); 

            $verboseLog = stream_get_contents($verbose); 

            error_log("Informatics Plugin Error: cURL error: " . $curl_error . "\nVerbose log:\n" . $verboseLog); 

            curl_close($ch); 

            return 'エラー: API 呼び出しに失敗しました.  ' . $curl_error . "\nVerbose log: " . $verboseLog; 

        } 

        if ($http_code !== 200) { 

            rewind($verbose); 

            $verboseLog = stream_get_contents($verbose); 

            error_log('Informatics Plugin Error: Gemini API HTTP Code ' . $http_code . ', Response: ' . $response . 

"\nVerbose log:\n" . $verboseLog); 

            curl_close($ch); 

            return 'エラー: API エラーが発生しました. 詳細: ' . $response . "\nHTTP Code: " . $http_code; 

        } 

        curl_close($ch); 

        $result = json_decode($response, true); 

        if (isset($result['candidates'][0]['content']['parts'][0]['text'])) { 

            $text = $result['candidates'][0]['content']['parts'][0]['text']; 

            $cleanedText = $this->removeMarkdownFormatting($text); 

            return $this->formatTextIntoParagraphs($cleanedText); 

        } else { 

            error_log('Informatics Plugin Error: Unexpected response format. Response: ' . print_r($result, true)); 

            return 'エラー: 予期しない API レスポンス形式です. '; 

        } 

    } 

 

    private function removeMarkdownFormatting($text) { 
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        // 見出し（#）を <h3> タグに変換 

        $text = preg_replace('/^###\s*(.*?)$/m', '<h3>$1</h3>', $text); 

        $text = preg_replace('/^##\s*(.*?)$/m', '<h2>$1</h2>', $text); 

        $text = preg_replace('/^#\s*(.*?)$/m', '<h1>$1</h1>', $text); 

        // 太字（**）を <strong> タグに変換 

        $text = preg_replace('/\*{2}(.*?)\*{2}/', '<strong>$1</strong>', $text); 

        // イタリック（*）を <em> タグに変換 

        $text = preg_replace('/\*([^\*]+)\*/', '<em>$1</em>', $text); 

        // 箇条書き（- や *）を <ul><li> タグに変換 

        $text = preg_replace('/^[-*]\s*(.*?)$/m', '<li>$1</li>', $text); 

        $text = preg_replace('/<li>.*?(<\/li>)(?!<li>)/s', '<ul>$0</ul>', $text); 

        // 連続する空行を 1 つの空行に置換 

        $text = preg_replace('/\n{3,}/', "\n\n", $text); 

        return $text; 

    } 

 

    private function formatTextIntoParagraphs($text) { 

        // 空行で分割して配列にする 

        $paragraphs = preg_split('/\n{2,}/', $text); 

        // 各段落を <p> タグで囲む（ただし, 既に HTML タグで始まる場合を除く） 

        $formattedText = ''; 

        foreach ($paragraphs as $paragraph) { 

            $paragraph = trim($paragraph); 

            if (!empty($paragraph)) { 

                if (preg_match('/^<([a-z]+)>/', $paragraph)) { 

                    $formattedText .= $paragraph . "\n"; 

                } else { 

                    $formattedText .= "<p>" . $paragraph . "</p>\n"; 

                } 

            } 

        } 

        return $formattedText; 

    } 

 

    public function process_image() { 

        error_log("process_image function called"); 

        check_ajax_referer('informatics_plugin_nonce', 'security'); 

        $post_id = intval($_POST['post_id']); 

        $post_content = get_post_field('post_content', $post_id); 

        error_log('Informatics Plugin: process_image started for post_id: ' . $post_id); 

        $image_urls = $this->extract_image_urls($post_content); 

        if (empty($image_urls)) { 

            error_log('Informatics Plugin: No images found in post content'); 

            wp_send_json_error('エラー: 投稿内に画像が見つかりません. '); 

            return; 

        } 

        error_log('Informatics Plugin: Found ' . count($image_urls) . ' images'); 

        $ocr_text = $this->perform_ocr($image_urls); 

        error_log("OCR text result: " . substr($ocr_text, 0, 100)); 

        error_log('Informatics Plugin: OCR result: ' . substr($ocr_text, 0, 100) . '...'); 

        if (strpos($ocr_text, 'エラー:') === false) { 

            update_post_meta($post_id, '_ocr_text', $ocr_text); 

            update_post_meta($post_id, '_ocr_date', current_time('mysql')); 

            error_log('Informatics Plugin: OCR text saved successfully'); 
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            $this->log_action('ocr_generation', $post_id); 

            wp_send_json_success(array('ocr_text' => nl2br($ocr_text), 'date' => current_time('mysql'))); 

        } else { 

            error_log('Informatics Plugin: OCR error occurred: ' . $ocr_text); 

            wp_send_json_error($ocr_text); 

        } 

    } 

 

    private function extract_image_urls($content) { 

        $pattern = '/<img[^>]+src=[\'"]([^\'"]+)[\'"][^>]*>/i'; 

        preg_match_all($pattern, $content, $matches); 

        error_log('Informatics Plugin Debug: Number of Images Found: ' . count($matches[1])); 

        return $matches[1]; 

    } 

 

    private function perform_ocr($image_urls) { 

        if (empty($this->google_api_key)) { 

            error_log('Informatics Plugin Error: Google Cloud API key is not set.'); 

            return 'エラー: Google Cloud API キーが設定されていません. プラグイン設定を確認してください. '; 

        } 

        $combined_text = ''; 

        foreach ($image_urls as $url) { 

            $image_data = file_get_contents($url); 

            if ($image_data === false) { 

                error_log('Informatics Plugin Error: Failed to load image from URL: ' . $url); 

                return 'エラー: 画像の読み込みに失敗しました. URL を確認してください. '; 

            } 

            $base64_image = base64_encode($image_data); 

            $request_data = json_encode([ 

                'requests' => [ 

                    [ 

                        'image' => [ 

                            'content' => $base64_image 

                        ], 

                        'features' => [ 

                            ['type' => 'TEXT_DETECTION'] 

                        ] 

                    ] 

                ] 

            ]); 

            $options = [ 

                'http' => [ 

                    'method'  => 'POST', 

                    'header'  => "Content-Type: application/json\r\n" . 

                                 "Accept: application/json\r\n", 

                    'content' => $request_data 

                ] 

            ]; 

            $context = stream_context_create($options); 

            $result = file_get_contents($this->google_vision_api_url . '?key=' . $this->google_api_key, false, 

$context); 

            if ($result === FALSE) { 

                error_log('Informatics Plugin Error: Google Vision API request failed'); 

                return 'エラー: OCR処理中にエラーが発生しました. '; 
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            } 

            $response = json_decode($result, true); 

            if (isset($response['responses'][0]['fullTextAnnotation']['text'])) { 

                $combined_text .= $response['responses'][0]['fullTextAnnotation']['text'] . "\n\n"; 

            } 

        } 

        return trim($combined_text); 

    } 

 

    public function generate_explanation() { 

        check_ajax_referer('informatics_plugin_nonce', 'security'); 

        $post_id = intval($_POST['post_id']); 

        $post = get_post($post_id); 

        $post_content = $post->post_content; 

        // テキストを抽出 

        $extracted_text = $this->extract_text_from_content($post_content); 

        // 画像 URL を抽出 

        $image_urls = $this->extract_image_urls($post_content); 

        $prompt = "以下は高等学校情報科の試験問題です. この問題について, 高校生が理解しやすいように詳細な解説を提供してくだ

さい. 解説には, 問題の背景知識, 解答の導き方, 関連する情報科の概念などを含めてください. 正解が示されていない場合は正解も示して

ください. \n\n 問題文:\n" . $extracted_text; 

        $explanation = $this->call_claude_api($prompt, $image_urls); 

        if ($explanation && strpos($explanation, 'エラー:') === false) { 

            $escaped_explanation = wp_kses_post($explanation); 

            update_post_meta($post_id, '_ai_explanation', $escaped_explanation); 

            update_post_meta($post_id, '_explanation_date', current_time('mysql')); 

            $this->log_action('claude_explanation', $post_id); 

            wp_send_json_success(array('explanation' => $escaped_explanation, 'date' => current_time('mysql'))); 

        } else { 

            $error_message = '解説の生成に失敗しました. API キーを確認し, 再試行してください. '; 

            error_log('Informatics Plugin Error: ' . $error_message); 

            wp_send_json_error($error_message); 

        } 

    } 

 

    private function extract_text_from_content($content) { 

        // HTML タグを除去 

        $text = strip_tags($content); 

        // 連続する空白を 1 つに減らす 

        $text = preg_replace('/\s+/', ' ', $text); 

        $text = trim($text); 

        error_log('Informatics Plugin Debug: Extracted Text Length: ' . strlen($text)); 

        return $text; 

    } 

 

    private function call_claude_api($prompt, $image_urls, $retry_count = 0) { 

        if (empty($this->claude_api_key)) { 

            error_log('Informatics Plugin Error: Claude API key is not set.'); 

            return 'エラー: Claude API キーが設定されていません. プラグイン設定を確認してください. '; 

        } 

        $headers = array( 

            'Content-Type: application/json', 

            'x-api-key: ' . $this->claude_api_key, 

            'anthropic-version: 2023-06-01' 
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        ); 

        $content = array( 

            array('type' => 'text', 'text' => $prompt) 

        ); 

        foreach ($image_urls as $url) { 

            $image_data = @file_get_contents($url); 

            if ($image_data === false) { 

                error_log('Informatics Plugin Error: Failed to load image from URL: ' . $url); 

                continue; 

            } 

            // MIME タイプを取得 

            $finfo = new finfo(FILEINFO_MIME_TYPE); 

            $mime_type = $finfo->buffer($image_data); 

            // サポートされている画像形式かチェック 

            if (!in_array($mime_type, ['image/jpeg', 'image/png', 'image/gif', 'image/webp'])) { 

                error_log('Informatics Plugin Error: Unsupported image type: ' . $mime_type . ' for URL: ' . $url); 

                continue; 

            } 

            $base64_image = base64_encode($image_data); 

            $content[] = array( 

                'type' => 'image', 

                'source' => array( 

                    'type' => 'base64', 

                    'media_type' => $mime_type, 

                    'data' => $base64_image 

                ) 

            ); 

        } 

        $messages = array( 

            array('role' => 'user', 'content' => $content) 

        ); 

        $data = array( 

            'model' => 'claude-3-haiku-20240307', 

            'max_tokens' => 1000, 

            'messages' => $messages 

        ); 

        $ch = curl_init($this->claude_api_url); 

        curl_setopt($ch, CURLOPT_POST, 1); 

        curl_setopt($ch, CURLOPT_POSTFIELDS, json_encode($data)); 

        curl_setopt($ch, CURLOPT_HTTPHEADER, $headers); 

        curl_setopt($ch, CURLOPT_RETURNTRANSFER, true); 

        $response = curl_exec($ch); 

        $http_code = curl_getinfo($ch, CURLINFO_HTTP_CODE); 

        $curl_error = curl_error($ch); 

        error_log('Informatics Plugin: Claude API Response - HTTP Code: ' . $http_code . ', Response: ' . 

$response . ', cURL Error: ' . $curl_error); 

        curl_close($ch); 

        if ($response === false) { 

            error_log('Informatics Plugin Error: cURL error: ' . $curl_error); 

            return 'エラー: API 呼び出しに失敗しました.  ' . $curl_error; 

        } 

        if ($http_code === 429 || ($http_code === 400 && strpos($response, 'rate limit') !== false)) { 

            if ($retry_count < $this->max_retries) { 

                sleep($this->retry_delay * ($retry_count + 1)); // Exponential backoff 
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                return $this->call_claude_api($prompt, $image_urls, $retry_count + 1); 

            } else { 

                return 'エラー: API レート制限に達しました. しばらく待ってから再試行してください. '; 

            } 

        } 

        if ($http_code !== 200) { 

            $error_message = $this->parse_api_error($response); 

            error_log('Informatics Plugin Error: Claude API HTTP Code ' . $http_code . ', Response: ' . $response); 

            return $error_message; 

        } 

        $result = json_decode($response, true); 

        if (isset($result['content'][0]['text'])) { 

            // API からの応答を処理 

            $text = $result['content'][0]['text']; 

            // 改行を保持したまま返す. JSON エンコードは行わない.  

            return $text; 

        } else { 

            error_log('Informatics Plugin Error: Unexpected response format. Response: ' . print_r($result, true)); 

            return 'エラー: 予期しない API レスポンス形式です. '; 

        } 

    } 

 

    public function generate_chatgpt_explanation() { 

        check_ajax_referer('informatics_plugin_nonce', 'security'); 

        $post_id = intval($_POST['post_id']); 

        $post = get_post($post_id); 

        $post_content = $post->post_content; 

        $extracted_text = $this->extract_text_from_content($post_content); 

        $image_urls = $this->extract_image_urls($post_content); 

        // デバッグ情報をログに出力 

        error_log('Informatics Plugin Debug: Post ID: ' . $post_id); 

        error_log('Informatics Plugin Debug: Extracted Text: ' . substr($extracted_text, 0, 100) . '...'); 

        error_log('Informatics Plugin Debug: Image URLs: ' . print_r($image_urls, true)); 

        if (empty($image_urls) && empty($extracted_text)) { 

            error_log('Informatics Plugin Error: No content found in the post.'); 

            wp_send_json_error('エラー: 投稿内にコンテンツが見つかりません. '); 

            return; 

        } 

        // OCR処理（もし実装されていない場合は追加が必要） 

        $ocr_text = $this->perform_ocr($image_urls); 

        error_log('Informatics Plugin Debug: OCR Text: ' . substr($ocr_text, 0, 100) . '...'); 

        // テキストと画像情報を組み合わせる 

        $combined_input = "画像の内容：\n" . $ocr_text . "\n\n 問題文：\n" . $extracted_text; 

        error_log('Informatics Plugin Debug: Combined Input: ' . substr($combined_input, 0, 200) . '...'); 

        $explanation = $this->call_chatgpt_api($combined_input); 

        if ($explanation) { 

            $escaped_explanation = wp_kses_post($explanation); 

            update_post_meta($post_id, '_chatgpt_explanation', $escaped_explanation); 

            update_post_meta($post_id, '_chatgpt_explanation_date', current_time('mysql')); 

            $this->log_action('chatgpt_explanation', $post_id); 

            wp_send_json_success(array('explanation' => $explanation, 'date' => current_time('mysql'))); 

        } else { 

            $error_message = 'Chat GPT 解説の生成に失敗しました. API キーを確認し, 再試行してください. '; 

            error_log('Informatics Plugin Error: ' . $error_message); 
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            wp_send_json_error($error_message); 

        } 

    } 

 

    private function call_chatgpt_api($text) { 

        if (empty($this->openai_api_key)) { 

            error_log('Informatics Plugin Error: OpenAI API key is not set.'); 

            return 'エラー: OpenAI API キーが設定されていません. プラグイン設定を確認してください. '; 

        } 

        $prompt = "以下は高等学校情報科の試験問題です. この問題について, 高校生が理解しやすいように詳細な解説を提供してくだ

さい. 解説には, 問題の背景知識, 解答の導き方, 関連する情報科の概念などを含めてください. 正解が示されていない場合は正解も示して

ください. "; 

        $data = array( 

            'model' => 'gpt-4o-mini', 

            'messages' => array( 

                array('role' => 'system', 'content' => $prompt), 

                array('role' => 'user', 'content' => $text) 

            ), 

            'temperature' => 0.7, 

            'max_tokens' => 1000 

        ); 

        $args = array( 

            'body' => json_encode($data), 

            'headers' => array( 

                'Content-Type' => 'application/json', 

                'Authorization' => 'Bearer ' . $this->openai_api_key 

            ), 

            'timeout' => 60  // タイムアウトを 60秒に設定 

        ); 

        $response = wp_remote_post($this->openai_api_url, $args); 

        if (is_wp_error($response)) { 

            error_log('Informatics Plugin Error: ' . $response->get_error_message()); 

            return 'エラー: API 呼び出しに失敗しました. : ' . $response->get_error_message(); 

        } 

        $http_code = wp_remote_retrieve_response_code($response); 

        $body = wp_remote_retrieve_body($response); 

        $result = json_decode($body, true); 

        error_log('Informatics Plugin: API Response - HTTP Code: ' . $http_code . ', Body: ' . $body); 

        if (json_last_error() !== JSON_ERROR_NONE) { 

            error_log('Informatics Plugin Error: JSON decoding failed: ' . json_last_error_msg()); 

            return 'エラー: API レスポンスの解析に失敗しました. '; 

        } 

        if (!is_array($result)) { 

            error_log('Informatics Plugin Error: Unexpected response type: ' . gettype($result)); 

            return 'エラー: 予期しない API レスポンス形式です. '; 

        } 

        if (isset($result['error'])) { 

            error_log('Informatics Plugin Error: API error: ' . print_r($result['error'], true)); 

            $error_message = $result['error']['message']; 

            $error_type = isset($result['error']['type']) ? $result['error']['type'] : ''; 

            $error_code = isset($result['error']['code']) ? $result['error']['code'] : ''; 

            $detailed_error = "エラータイプ: {$error_type}, エラーコード: {$error_code}, メッセージ: {$error_message}"; 

            error_log('Informatics Plugin Detailed Error: ' . $detailed_error); 

            if (strpos($error_message, 'You exceeded your current quota') !== false) { 
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                return 'エラー: API の使用量制限を超えました. プラグイン管理者に連絡してください. 詳細: ' . $detailed_error; 

            } elseif (strpos($error_message, 'Incorrect API key provided') !== false) { 

                return 'エラー: 無効な API キーです. プラグイン設定を確認してください. 詳細: ' . $detailed_error; 

            } elseif (strpos($error_message, 'That model is currently overloaded') !== false) { 

                return 'エラー: AIモデルが現在過負荷状態です. しばらく時間をおいてから再試行してください. 詳細: ' . 

$detailed_error; 

            } else { 

                return 'エラー: API 呼び出し中にエラーが発生しました. : ' . $detailed_error; 

            } 

        } 

        if (!isset($result['choices']) || !is_array($result['choices']) || empty($result['choices'])) { 

            error_log('Informatics Plugin Error: No choices in API response: ' . print_r($result, true)); 

            return 'エラー: API レスポンスに解説が含まれていません. '; 

        } 

        $choice = $result['choices'][0]; 

        if (!isset($choice['message']) || !isset($choice['message']['content'])) { 

            error_log('Informatics Plugin Error: Unexpected choice format: ' . print_r($choice, true)); 

            return 'エラー: 予期しない API レスポンス形式です. '; 

        } 

        $text = $choice['message']['content']; 

        return $this->format_chatgpt_response($text); 

    } 

 

    private function format_chatgpt_response($text) { 

        // Chat GPT の応答を HTML に整形する処理 

        $formatted_text = nl2br(htmlspecialchars($text)); 

        return $formatted_text; 

    } 

 

    private function parse_api_error($response) { 

        $result = json_decode($response, true); 

        if (isset($result['error']['message'])) { 

            $error_message = $result['error']['message']; 

            if (strpos($error_message, 'credit balance is too low') !== false) { 

                return 'エラー: API クレジットが不足しています. Anthropic のアカウント設定でクレジットを追加してください. '; 

            } 

            return 'API エラー: ' . $error_message; 

        } 

        return 'エラー: 不明な API エラーが発生しました. '; 

    } 

 

    public function add_admin_menu() { 

        add_options_page('Informatics Plugin Settings', 'Informatics Plugin', 'manage_options', 'informatics-plugin', 

array($this, 'settings_page')); 

        add_menu_page('Informatics Plugin Logs', 'Informatics Logs', 'manage_options', 'informatics-plugin-logs', 

array($this, 'logs_page'), 'dashicons-list-view'); 

    } 

 

    public function register_settings() { 

        register_setting('informatics_plugin_options', 'claude_api_key'); 

        register_setting('informatics_plugin_options', 'google_api_key'); 

        register_setting('informatics_plugin_options', 'gemini_api_key'); 

        register_setting('informatics_plugin_options', 'openai_api_key'); 

    } 
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    public function settings_page() { 

        ?> 

        <div class="wrap"> 

            <h1>Informatics Plugin Settings</h1> 

            <form method="post" action="options.php"> 

                <?php 

                settings_fields('informatics_plugin_options'); 

                do_settings_sections('informatics_plugin_options'); 

                ?> 

                <table class="form-table"> 

                    <tr valign="top"> 

                        <th scope="row">Claude API Key</th> 

                        <td><input type="text" name="claude_api_key" value="<?php echo 

esc_attr(get_option('claude_api_key')); ?>" /></td> 

                    </tr> 

                    <tr valign="top"> 

                        <th scope="row">Google Cloud API Key</th> 

                        <td><input type="text" name="google_api_key" value="<?php echo 

esc_attr(get_option('google_api_key')); ?>" /></td> 

                    </tr> 

                    <tr valign="top"> 

                        <th scope="row">Gemini API Key</th> 

                        <td><input type="text" name="gemini_api_key" value="<?php echo 

esc_attr(get_option('gemini_api_key')); ?>" /></td> 

                    </tr> 

                    <tr valign="top"> 

                        <th scope="row">OpenAI API Key</th> 

                        <td><input type="text" name="openai_api_key" value="<?php echo 

esc_attr(get_option('openai_api_key')); ?>" /></td> 

                    </tr> 

                </table> 

                <?php submit_button(); ?> 

            </form> 

        </div> 

        <?php 

    } 

 

    public function reload_ocr() { 

        error_log('reload_ocr called'); 

        check_ajax_referer('informatics_plugin_nonce', 'security'); 

        $post_id = intval($_POST['post_id']); 

        $ocr_text = get_post_meta($post_id, '_ocr_text', true); 

        wp_send_json_success(array('content' => nl2br($ocr_text))); 

    } 

 

    public function reload_explanation() { 

        error_log('reload_explanation called'); 

        check_ajax_referer('informatics_plugin_nonce', 'security'); 

        $post_id = intval($_POST['post_id']); 

        $explanation = get_post_meta($post_id, '_ai_explanation', true); 

        wp_send_json_success(array('content' => $explanation)); 

    } 
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    public function logs_page() { 

        global $wpdb; 

        $table_name = $wpdb->prefix . 'informatics_plugin_log'; 

        // ページネーション 

        $page = isset($_GET['paged']) ? abs((int)$_GET['paged']) : 1; 

        $limit = 20; // 1ページあたりのログ数 

        $offset = ($page - 1) * $limit; 

        // フィルタリング 

        $where = "WHERE 1=1"; 

        $prepare_args = array(); 

        $user_id = isset($_GET['user_id']) ? intval($_GET['user_id']) : ''; 

        $action = isset($_GET['action']) ? sanitize_text_field($_GET['action']) : ''; 

        $start_date = isset($_GET['start_date']) ? sanitize_text_field($_GET['start_date']) : ''; 

        $end_date = isset($_GET['end_date']) ? sanitize_text_field($_GET['end_date']) : ''; 

        if (!empty($user_id)) { 

            $where .= " AND user_id = %d"; 

            $prepare_args[] = $user_id; 

        } 

        if (!empty($action)) { 

            $where .= " AND action = %s"; 

            $prepare_args[] = $action; 

        } 

        if (!empty($start_date) && !empty($end_date)) { 

            $where .= " AND time BETWEEN %s AND %s"; 

            $prepare_args[] = $start_date . ' 00:00:00'; 

            $prepare_args[] = $end_date . ' 23:59:59'; 

        } 

        // クエリの実行 

        $total_items = $wpdb->get_var($wpdb->prepare("SELECT COUNT(*) FROM $table_name " . $where, 

$prepare_args)); 

        $total_pages = ceil($total_items / $limit); 

        $logs = $wpdb->get_results($wpdb->prepare( 

            "SELECT * FROM $table_name $where ORDER BY time DESC LIMIT %d OFFSET %d", 

            array_merge($prepare_args, array($limit, $offset)) 

        )); 

        // 表示部分 

        echo '<div class="wrap">'; 

        echo '<h1>Informatics Plugin Logs</h1>'; 

        // フィルターフォーム 

        echo '<form method="get">'; 

        echo '<input type="hidden" name="page" value="informatics-plugin-logs">'; 

        echo 'User: <select name="user_id"><option value="">All Users</option>'; 

        $users = get_users(); 

        foreach ($users as $user) { 

            echo '<option value="' . $user->ID . '"' . selected($user_id, $user->ID, false) . '>' . esc_html($user-

>user_login) . '</option>'; 

        } 

        echo '</select>'; 

        echo 'Action: <select name="action"><option value="">All Actions</option>'; 

        foreach ($this->log_actions as $action_value => $action_label) { 

            echo '<option value="' . esc_attr($action_value) . '"' . selected($action, $action_value, false) . '>' . 

esc_html($action_label) . '</option>'; 

        } 

        echo '</select>'; 



 132 

763 

764 

765 

766 

767 

768 

769 

770 

771 

772 

773 

774 

775 

776 

777 

778 

779 

780 

781 

782 

783 

784 

785 

786 

787 

788 

789 

790 

791 

792 

793 

794 

795 

796 

797 

798 

799 

800 

801 

802 

803 

804 

805 

806 

 

807 

808 

809 

810 

811 

812 

813 

814 

815 

        echo 'Start Date: <input type="date" name="start_date" value="' . esc_attr($start_date) . '">'; 

        echo 'End Date: <input type="date" name="end_date" value="' . esc_attr($end_date) . '">'; 

        echo '<input type="submit" value="Filter">'; 

        echo '</form>'; 

        // ログテーブル 

        echo '<table class="widefat">'; 

        echo '<thead><tr><th>Time</th><th>User</th><th>Action</th><th>Post</th></tr></thead>'; 

        echo '<tbody>'; 

        foreach ($logs as $log) { 

            $user = get_userdata($log->user_id); 

            $post = get_post($log->post_id); 

            echo '<tr>'; 

            echo '<td>' . $log->time . '</td>'; 

            echo '<td>' . ($user ? esc_html($user->user_login) : 'Unknown') . '</td>'; 

            echo '<td>' . esc_html($this->log_actions[$log->action] ?? $log->action) . '</td>'; 

            echo '<td>' . ($post ? esc_html($post->post_title) : 'Unknown') . '</td>'; 

            echo '</tr>'; 

        } 

        echo '</tbody></table>'; 

        // ページネーションリンク 

        $page_links = paginate_links(array( 

            'base' => add_query_arg('paged', '%#%'), 

            'format' => '', 

            'prev_text' => __('&laquo;'), 

            'next_text' => __('&raquo;'), 

            'total' => $total_pages, 

            'current' => $page 

        )); 

        if ($page_links) { 

            echo '<div class="tablenav"><div class="tablenav-pages">' . $page_links . '</div></div>'; 

        } 

        // エクスポートボタン 

        echo '<form method="post">'; 

        echo '<input type="hidden" name="export_logs" value="1">'; 

        echo '<input type="submit" value="Export Logs as CSV" class="button button-primary">'; 

        echo '</form>'; 

        echo '</div>'; 

    } 

 

    public function export_logs_to_csv() { 

        if (isset($_POST['export_logs']) && current_user_can('manage_options')) { 

            global $wpdb; 

            $table_name = $wpdb->prefix . 'informatics_plugin_log'; 

            $logs = $wpdb->get_results("SELECT id, time, user_id, action, post_id FROM $table_name ORDER BY 

time DESC", ARRAY_A); 

            header('Content-Type: text/csv'); 

            header('Content-Disposition: attachment; filename="informatics_plugin_logs.csv"'); 

            $output = fopen('php://output', 'w'); 

            // CSVヘッダーを書き込む 

            fputcsv($output, array('ID', 'Time', 'User ID', 'Action', 'Post ID')); 

            // データを書き込む 

            foreach ($logs as $log) { 

                fputcsv($output, array( 

                    $log['id'], 
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                    $log['time'], 

                    $log['user_id'], 

                    $log['action'], 

                    $log['post_id'] 

                )); 

            } 

            fclose($output); 

            exit; 

        } 

    } 

 

    public function create_user_explanation_table() { 

        global $wpdb; 

        $table_name = $wpdb->prefix . 'user_explanations'; 

        $charset_collate = $wpdb->get_charset_collate(); 

        $sql = "CREATE TABLE $table_name ( 

            id mediumint(9) NOT NULL AUTO_INCREMENT, 

            post_id bigint(20) UNSIGNED NOT NULL, 

            user_id bigint(20) UNSIGNED NOT NULL, 

            explanation longtext NOT NULL, 

            created_at datetime DEFAULT '0000-00-00 00:00:00' NOT NULL, 

            PRIMARY KEY  (id) 

        ) $charset_collate;"; 

        require_once(ABSPATH . 'wp-admin/includes/upgrade.php'); 

        dbDelta($sql); 

    } 

 

    private function get_user_explanation($post_id) { 

        global $wpdb; 

        $table_name = $wpdb->prefix . 'user_explanations'; 

        $explanation = $wpdb->get_row($wpdb->prepare( 

            "SELECT * FROM $table_name WHERE post_id = %d ORDER BY created_at DESC LIMIT 1", 

            $post_id 

        ), ARRAY_A); 

        if (!$explanation) { 

            // データベースに保存されたデータがない場合, post_meta から取得 

            $explanation = get_post_meta($post_id, '_user_explanation', true); 

            if ($explanation) { 

                return array('explanation' => $explanation); 

            } 

        } 

        return $explanation; 

    } 

 

    public function handle_user_explanation() { 

        try { 

            if (!check_ajax_referer('informatics_plugin_nonce', 'security', false)) { 

                throw new Exception('セキュリティチェックに失敗しました. '); 

            } 

            if (!isset($_POST['post_id']) || !isset($_POST['explanation'])) { 

                throw new Exception('必要なデータが不足しています. '); 

            } 

            $post_id = intval($_POST['post_id']); 

            $explanation = wp_kses_post($_POST['explanation']); 
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            $user_id = get_current_user_id(); 

            if (!$user_id) { 

                throw new Exception('ユーザーが認証されていません. '); 

            } 

            // データベースへの書き込みを確実に行う 

            $update_result = update_post_meta($post_id, '_user_explanation', $explanation); 

            $contributor_result = $this->update_explanation_contributors($post_id, $user_id, $explanation); 

            if ($update_result === false || $contributor_result === false) { 

                throw new Exception('データベースへの書き込みに失敗しました. '); 

            } 

            // ログを記録 

            $this->log_action('user_explanation_edit', $post_id); 

            // 更新された説明を返す 

            $updated_explanation = $this->get_user_explanation($post_id); 

            wp_send_json_success(array('message' => '解説が保存されました. ', 'post_id' => $post_id, 'explanation' => 

$updated_explanation['explanation'])); 

        } catch (Exception $e) { 

            error_log('Informatics Plugin Error: ' . $e->getMessage()); 

            wp_send_json_error($e->getMessage()); 

        } 

    } 

 

    private function update_explanation_contributors($post_id, $user_id, $explanation) { 

        global $wpdb; 

        $table_name = $wpdb->prefix . 'user_explanations'; 

        $result = $wpdb->insert( 

            $table_name, 

            array( 

                'post_id' => $post_id, 

                'user_id' => $user_id, 

                'explanation' => $explanation, 

                'created_at' => current_time('mysql') 

            ) 

        ); 

        if ($result === false) { 

            error_log('Informatics Plugin Error: Failed to insert user explanation. Error: ' . $wpdb->last_error); 

            return false; 

        } 

        return true; 

    } 

 

    public function display_explanation_contributors($content) { 

        if (is_single()) { 

            $post_id = get_the_ID(); 

            $contributors = get_post_meta($post_id, '_explanation_contributors', true); 

            if ($contributors) { 

                $contributor_list = '<div class="explanation-contributors">'; 

                foreach ($contributors as $index => $user_id) { 

                    $user = get_userdata($user_id); 

                    $contributor_list .= sprintf( 

                        '%d人目の解説%s: %s<br>', 

                        $index + 1, 

                        $index == 0 ? '作成者' : '編集者', 

                        esc_html($user->display_name) 
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                    ); 

                } 

                $contributor_list .= '</div>'; 

                // コンテンツには追加せず, 別の方法で表示 

                return $content; 

            } 

        } 

        return $content; 

    } 

 

    public function get_contributors_list() { 

        check_ajax_referer('informatics_plugin_nonce', 'security'); 

        $post_id = intval($_POST['post_id']); 

        global $wpdb; 

        $table_name = $wpdb->prefix . 'user_explanations'; 

        $contributors = $wpdb->get_results($wpdb->prepare( 

            "SELECT user_id, created_at FROM $table_name WHERE post_id = %d ORDER BY created_at ASC", 

            $post_id 

        )); 

        $output = ''; 

        foreach ($contributors as $index => $contributor) { 

            $user = get_userdata($contributor->user_id); 

            $date = date_i18n('Y年 n月 j 日 H:i', strtotime($contributor->created_at)); 

            $output .= sprintf( 

                '%d人目の解説%s: %s（%s）<br>', 

                $index + 1, 

                $index == 0 ? '作成者' : '編集者', 

                esc_html($user->display_name), 

                $date 

            ); 

        } 

        wp_send_json_success($output); 

    } 

} 

 

$informatics_plugin = new Informatics_Plugin(); 

 

// CSV エクスポート機能を有効化 

add_action('admin_init', array($informatics_plugin, 'export_logs_to_csv')); 

register_activation_hook(__FILE__, array($informatics_plugin, 'create_log_table')); 

 

informatics-plugin.js 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

jQuery(document).ready(function($) { 

    console.log("Document ready"); 

    $(".informatics-tabs").tabs(); 

    var postId = $('[data-post-id]').data('post-id'); 

    if (postId) { 

        loadContributorsList(postId); 

    } 

 

    async function displayStreamingResponse($content, text, postId, isExplanation) { 

        console.log('displayStreamingResponse called'); 
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        console.log('displayStreamingResponse called with text:', text); 

        $content.empty(); // コンテンツをクリア 

        // テキストを一度に表示 

        $content.html(text); 

        console.log('文章の生成が完了しました'); 

    } 

    // OCR リロードボタンのクリックイベント 

    $("#reload-ocr").on("click", function() { 

        var postId = $(this).data("post-id"); 

        var $button = $(this); 

        var $content = $("#ocr-content"); 

        var $date = $("#tab-2 p"); 

        $button.prop('disabled', true); 

        $content.html('OCR テキストを生成中...'); 

        $.ajax({ 

            url: ajax_object.ajax_url, 

            type: 'POST', 

            data: { 

                action: 'process_image', 

                post_id: postId, 

                security: ajax_object.security, 

                _: new Date().getTime() 

            }, 

            success: async function(response) { 

                console.log('Ajax Response:', response); // デバッグ用 

                if (response.success) { 

                    if (response.data && response.data.ocr_text) { 

                        await displayStreamingResponse($content, response.data.ocr_text, postId, false); 

                        $date.text("生成日時: " + response.data.date); 

                    } else { 

                        $content.html('<span style="color: red;">エラー: OCR テキストが生成されませんでした. 

</span>'); 

                    } 

                } else { 

                    $content.html('<span style="color: red;">' + (response.data || 'エラー: 不明なエラーが発生しました. 

') + '</span>'); 

                } 

            }, 

            error: function(jqXHR, textStatus, errorThrown) { 

                $content.html('<span style="color: red;">エラー: サーバーとの通信に失敗しました. (' + textStatus + ': ' 

+ errorThrown + ')</span>'); 

            }, 

            complete: function() { 

                $button.prop('disabled', false); 

            } 

        }); 

    }); 

 

    // Claude 解説リロードボタンのクリックイベント 

    $("#reload-explanation").on("click", function() { 

        var postId = $(this).data("post-id"); 

        var $button = $(this); 

        var $content = $("#explanation-content"); 

        var $date = $("#tab-3 p"); 
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        $button.prop('disabled', true); 

        $content.html('Claude で解説を生成中...'); 

        $.ajax({ 

            url: ajax_object.ajax_url, 

            type: 'POST', 

            data: { 

                action: 'generate_explanation', 

                post_id: postId, 

                security: ajax_object.security, 

                _: new Date().getTime() 

            }, 

            success: async function(response) { 

                console.log('Ajax Response:', response); // デバッグ用 

                if (response.success) { 

                    if (response.data && response.data.explanation) { 

                        await displayStreamingResponse($content, response.data.explanation, postId, true); 

                        $date.text("生成日時: " + response.data.date); 

                    } else { 

                        $content.html('<span style="color: red;">エラー: 解説が生成されませんでした. </span>'); 

                    } 

                } else { 

                    $content.html('<span style="color: red;">' + (response.data || 'エラー: 不明なエラーが発生しました. 

') + '</span>'); 

                } 

            }, 

            error: function(jqXHR, textStatus, errorThrown) { 

                $content.html('<span style="color: red;">エラー: サーバーとの通信に失敗しました. (' + textStatus + ': ' 

+ errorThrown + ')</span>'); 

            }, 

            complete: function() { 

                $button.prop('disabled', false); 

            } 

        }); 

    }); 

 

    // Gemini 解説リロードボタンのクリックイベント 

    $("#reload-g-explanation").on("click", function() { 

        var postId = $(this).data("post-id"); 

        var $button = $(this); 

        var $content = $("#gemini-explanation-content"); 

        var $date = $("#tab-4 p"); 

        $button.prop('disabled', true); 

        $content.html('Gemini で解説を生成中...'); 

        $.ajax({ 

            url: ajax_object.ajax_url, 

            type: 'POST', 

            data: { 

                action: 'generate_gemini_explanation', 

                post_id: postId, 

                security: ajax_object.security, 

                _: new Date().getTime() 

            }, 

            success: async function(response) { 

                console.log('Ajax Response:', response); // デバッグ用 
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                if (response.success) { 

                    if (response.data && response.data.explanation) { 

                        await displayStreamingResponse($content, response.data.explanation, postId, true); 

                        $date.text("生成日時: " + response.data.date); 

                    } else { 

                        $content.html('<span style="color: red;">エラー: 解説が生成されませんでした. </span>'); 

                    } 

                } else { 

                    $content.html('<span style="color: red;">' + (response.data || 'エラー: 不明なエラーが発生しました. 

') + '</span>'); 

                } 

            }, 

            error: function(jqXHR, textStatus, errorThrown) { 

                $content.html('<span style="color: red;">エラー: サーバーとの通信に失敗しました. (' + textStatus + ': ' 

+ errorThrown + ')</span>'); 

            }, 

            complete: function() { 

                $button.prop('disabled', false); 

            } 

        }); 

    }); 

 

 

    // Chat GPT 解説リロードボタンのクリックイベント 

    $("#reload-chatgpt-explanation").on("click", function() { 

        var postId = $(this).data("post-id"); 

        var $button = $(this); 

        var $content = $("#chatgpt-explanation-content"); 

        var $date = $("#tab-5 p"); 

        $button.prop('disabled', true); 

        $content.html('Chat GPT で解説を生成中...'); 

        $.ajax({ 

            url: ajax_object.ajax_url, 

            type: 'POST', 

            data: { 

                action: 'generate_chatgpt_explanation', 

                post_id: postId, 

                security: ajax_object.security, 

                _: new Date().getTime() 

            }, 

            success: async function(response) { 

                console.log('Ajax Response:', response); 

                if (response.success) { 

                    if (response.data && response.data.explanation) { 

                        await displayStreamingResponse($content, response.data.explanation, postId, true); 

                        $date.text("生成日時: " + response.data.date); 

                    } else { 

                        $content.html('<span style="color: red;">エラー: 解説が生成されませんでした. </span>'); 

    } 

                } else { 

                    $content.html('<span style="color: red;">' + (response.data || 'エラー: 不明なエラーが発生しました. 

') + '</span>'); 

                } 

            }, 
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            error: function(jqXHR, textStatus, errorThrown) { 

                $content.html('<span style="color: red;">エラー: サーバーとの通信に失敗しました. (' + textStatus + ': ' 

+ errorThrown + ')</span>'); 

            }, 

            complete: function() { 

                $button.prop('disabled', false); 

            } 

        }); 

    }); 

 

    // 解説を追加/編集するボタンのクリックイベント 

    $(document).on('click', '#add-user-explanation, #edit-user-explanation', function(e) { 

        e.preventDefault(); 

        var postId = $(this).data('post-id'); 

        var currentContent = $('#user-explanation-content').html(); 

        console.log('Edit button clicked. Post ID:', postId); 

        console.log('Current content:', currentContent); 

        // エディタコンテナを作成 

        var editorContainer = $('<div id="user-explanation-editor-container"></div>'); 

        $('#user-explanation-content').html(editorContainer); 

        // テキストエリアを作成 

        var textarea = $('<textarea id="user-explanation-editor"></textarea>'); 

        editorContainer.append(textarea); 

        // 既存の TinyMCE インスタンスを削除 

        if (tinyMCE.get('user-explanation-editor')) { 

            tinyMCE.remove('#user-explanation-editor'); 

        } 

        // TinyMCE の初期化 

        wp.editor.initialize('user-explanation-editor', { 

            tinymce: { 

                wpautop: true, 

                plugins: 'charmap colorpicker compat3x directionality fullscreen hr image lists media paste 

tabfocus textcolor wordpress wpautoresize wpdialogs wpeditimage wpemoji wpgallery wplink wptextpattern 

wpview', 

                toolbar1: 'formatselect | bold italic | bullist numlist | blockquote | alignleft aligncenter alignright | 

link unlink | wp_more | spellchecker', 

                toolbar2: 'strikethrough hr forecolor pastetext removeformat charmap outdent indent undo redo | 

wp_add_media', 

                setup: function(editor) { 

                    editor.on('init', function() { 

                        console.log('TinyMCE initialized'); 

                        editor.setContent(currentContent); 

                        console.log('Content set in editor:', currentContent); 

                    }); 

                } 

            }, 

            quicktags: true, 

            mediaButtons: true 

        }); 

        // 保存ボタンを追加 

        var saveButton = $('<button id="save-user-explanation" data-post-id="' + postId + '">解説を保存

</button>'); 

        editorContainer.append(saveButton); 

        $(this).hide(); // 編集ボタンを隠す 
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    }); 

    // 保存ボタンのクリックイベント 

    $(document).on('click', '#save-user-explanation', function(e) { 

        e.preventDefault(); 

        var postId = $(this).data('post-id'); 

        var editor = tinyMCE.get('user-explanation-editor'); 

        var content = editor ? editor.getContent() : ''; 

        console.log('Save button clicked. Post ID:', postId); 

        console.log('Content to save:', content); 

        $.ajax({ 

            url: ajax_object.ajax_url, 

            type: 'POST', 

            data: { 

                action: 'handle_user_explanation', 

                security: ajax_object.security, 

                post_id: postId, 

                explanation: content 

            }, 

            dataType: 'json', 

            success: function(response) { 

                console.log('AJAX Success:', response); 

                if (response.success) { 

                    $('#user-explanation-content').html(response.data.explanation); 

                    $('#add-user-explanation, #edit-user-explanation').show(); 

                    if (tinyMCE.get('user-explanation-editor')) { 

                        tinyMCE.remove('#user-explanation-editor'); 

                    } 

                    updateContributorsList(response.data.post_id); 

                    //alert('解説が保存されました. '); 

                } else { 

                    console.error('Server error:', response.data); 

                    alert('解説の保存に失敗しました. ' + (response.data || '')); 

                } 

            }, 

            error: function(jqXHR, textStatus, errorThrown) { 

                console.error('AJAX Error:', textStatus, errorThrown); 

                console.log('Response Text:', jqXHR.responseText); 

                alert('エラーが発生しました. もう一度お試しください. エラー: ' + textStatus + ' ' + errorThrown); 

            } 

        }); 

    }); 

 

    // 貢献者リストを更新する関数 

    function updateContributorsList(postId) { 

        loadContributorsList(postId); 

    } 

 

    function loadContributorsList(postId) { 

        $.ajax({ 

            url: ajax_object.ajax_url, 

            type: 'POST', 

            data: { 

                action: 'get_contributors_list', 

                security: ajax_object.security, 



 141 

269 

270 

271 

272 

273 

274 

275 

276 

277 

278 

279 

280 

281 

282 

283 

284 

285 

286 

287 

288 

289 

290 

291 

292 

293 

294 

295 

296 

 

297 

298 

299 

300 

301 

                post_id: postId 

            }, 

            success: function(response) { 

                if (response.success) { 

                    $('#explanation-contributors').html(response.data); 

                } 

            } 

        }); 

    } 

 

    // メディアアップローダーの初期化 

    var custom_uploader; 

    $(document).on('click', '.wp-media-buttons .insert-media', function(e) { 

        e.preventDefault(); 

        if (custom_uploader) { 

            custom_uploader.open(); 

            return; 

        } 

        custom_uploader = wp.media({ 

            title: 'メディアを選択', 

            button: { 

                text: '選択したメディアを挿入' 

            }, 

            multiple: false 

        }); 

        custom_uploader.on('select', function() { 

            var attachment = custom_uploader.state().get('selection').first().toJSON(); 

            var editor = tinyMCE.get('user-explanation-editor'); 

            if (editor) { 

                editor.execCommand('mceInsertContent', false, '<img src="' + attachment.url + '" alt="' + 

attachment.alt + '" />'); 

            } 

        }); 

        custom_uploader.open(); 

    }); 

}); 

 

informatics-plugin.css 
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@charset "UTF-8"; 

.informatics-tabs { 

    margin-bottom: 20px; 

} 

.informatics-tabs .ui-tabs-nav { 

    background: #f1f1f1; 

    border-bottom: 1px solid #ccc; 

    padding: 0; 

    margin: 0; 

} 

.informatics-tabs .ui-tabs-nav li { 

    display: inline-block; 

    margin-bottom: -1px; 

} 
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.informatics-tabs .ui-tabs-nav li a { 

    display: block; 

    padding: 10px 15px; 

    text-decoration: none; 

    color: #555; 

} 

.informatics-tabs .ui-tabs-nav li.ui-tabs-active a { 

    background: #fff; 

    border: 1px solid #ccc; 

    border-bottom-color: #fff; 

} 

.informatics-tabs .ui-tabs-panel { 

    background: #fff; 

    border: 1px solid #ccc; 

    border-top: none; 

    padding: 15px; 

} 

#ocr-content, #explanation-content, #gemini-explanation-content, #chatgpt-explanation-content { 

    margin-bottom: 15px; 

    white-space: pre-wrap; 

    word-wrap: break-word; 

    font-family: Arial, "Hiragino Kaku Gothic Pro", "Meiryo", sans-serif; 

    line-height: 1.6; 

} 
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付録 3 勉強会後に実施したアンケート 

※いずれもWeb 上で実施 

第 1 回勉強会 

1) 第 1 回勉強会の満足度を教えてください. （必須） 

◯大変満足  ◯満足  ◯不満足  ◯とても不満足 

2) 差し支えなければ, 1）の満足度を選ばれた理由をお知らせください. (任意) 

 

3) 次回以降の勉強会開催の実施間隔として適当と思われるものをお選びください. （必須） 

◯1 ヶ月（12 回/年） 

◯2 ヶ月（6回/年） 

◯3 ヶ月（4回/年） 

◯4 ヶ月（3 回/年） 

◯6 ヶ月（2 回/年） 

4) 次回以降の勉強会でもしご発表いただける場合, ご連絡先をお知らせください. (任意) 

 

 

第 2 回勉強会 

1) お名前を教えてください. (任意) 

 

2) 第 2 回勉強会の満足度を教えてください. （必須） 

◯大変満足  ◯満足  ◯不満足  ◯とても不満足 

3) 差し支えなければ, 2）の満足度を選ばれた理由をお知らせください. (任意) 

 

4) 次回以降の勉強会でもしご発表いただける場合, ご連絡先をお知らせください. (任意) 
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第 3 回勉強会 

1) お名前を教えてください. (任意) 

 

2) 第 3 回勉強会の満足度を教えてください. （必須） 

◯大変満足  ◯満足  ◯不満足  ◯とても不満足 

3) 差し支えなければ, 2）の満足度を選ばれた理由をお知らせください. (任意) 

 

4) 次回以降の勉強会でもしご発表いただける場合, ご連絡先をお知らせください. (任意) 

 

 

第4回勉強会 

1) お名前を教えてください. (任意) 

 

2) 第4回勉強会の満足度を教えてください. （必須） 

◯大変満足  ◯満足  ◯不満足  ◯とても不満足 

3) 差し支えなければ, 2）の満足度を選ばれた理由をお知らせください. (任意) 

 

4) 次回以降の勉強会でもしご発表いただける場合, ご連絡先をお知らせください. (任意) 

 

5) 情報科教員 Hub のWebサイトシステムにあるといいな...と思われる機能があれば教えて

ください. (任意) 

 

6) 今後, 情報科教員 Hub のコミュニティとして取り組むと良いのではないかと思われることが

あれば教えてください. (任意) 

 

7) 情報科教員 Hub をより発展させていくためのアイデアがあれば教えてくだい. (任意) 

 

8) 運営メンバーを募集します！一緒に運営しても良いという方はお知らせください！(任意) 
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第 5 回勉強会 

1) お名前を教えてください. (任意) 

 

2) 第 5 回勉強会の満足度を教えてください. （必須） 

◯大変満足  ◯満足  ◯不満足  ◯とても不満足 

3) 差し支えなければ, 2）の満足度を選ばれた理由をお知らせください. (任意) 

 

4) 次回以降の勉強会でもしご発表いただける場合, ご連絡先をお知らせください. (任意) 

 

5) 情報科教員 Hub のWebサイトシステムにあるといいな...と思われる機能があれば教えて

ください. (任意) 

 

6) 今後, 情報科教員 Hub のコミュニティとして取り組むと良いのではないかと思われることが

あれば教えてください. (任意) 

 

7) 情報科教員 Hub をより発展させていくためのアイデアがあれば教えてくだい. (任意) 

 

8) 運営メンバーを募集します！一緒に運営しても良いという方はお知らせください！(任意) 

 

 

第6回勉強会 

1) お名前を教えてください. (任意) 

 

2) 第6回勉強会の満足度を教えてください. （必須） 

◯大変満足  ◯満足  ◯不満足  ◯とても不満足 

3) 差し支えなければ, 2）の満足度を選ばれた理由をお知らせください. (任意) 

 

4) 次回以降の勉強会でもしご発表いただける場合, ご連絡先をお知らせください. (任意) 
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第 7 回勉強会 

1) お名前を教えてください. (任意) 

 

2) 第 7 回勉強会の満足度を教えてください. （必須） 

◯大変満足  ◯満足  ◯不満足  ◯とても不満足 

3) 差し支えなければ, 2）の満足度を選ばれた理由をお知らせください. (任意) 

 

4) 次回以降の勉強会でもしご発表いただける場合, ご連絡先をお知らせください. (任意) 

 

 

第 8 回勉強会 

5) お名前を教えてください. (任意) 

 

6) 第 8 回勉強会の満足度を教えてください. （必須） 

◯大変満足  ◯満足  ◯不満足  ◯とても不満足 

7) 差し支えなければ, 2）の満足度を選ばれた理由をお知らせください. (任意) 

 

8) 次回以降の勉強会でもしご発表いただける場合, ご連絡先をお知らせください. (任意) 
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第9回勉強会 

1) お名前を教えてください. (任意) 

 

2) 所属カテゴリを教えてください. （必須） 

◯高等学校教員  ◯中学校教員  ◯中高一貫校教員  ◯大学教授等（専門学校・高等

専門学校の先生含む）  ◯大学生  ◯教育委員会  ◯塾・予備校  ◯その他 

3) ご年齢を教えてください. （必須） 

◯10代  ◯20代  ◯30代  ◯4０代  ◯50代  ◯60代以上 

4) 第9回勉強会の満足度を教えてください. （必須） 

◯大変満足  ◯満足  ◯不満足  ◯とても不満足 

5) 差し支えなければ, 4）の満足度を選ばれた理由をお知らせください. (任意) 

 

6) 次回以降の勉強会でもしご発表いただける場合, ご連絡先をお知らせください. (任意) 

 

7) 【勉強会について①】勉強会への参加頻度を教えてください. （必須） 

◯初めて参加した ◯時々参加している ◯ほとんど参加している ◯毎回参加している 

8) 【勉強会について②】勉強会への参加動機を教えてください. ※今回の勉強会だけに限りま

せん. （例 : テーマに興味があったから, 他の学校の先生と交流したかったから）（必須） 

 

 

第 10 回勉強会 

1) お名前を教えてください. (任意) 

 

2) 第 10 回勉強会の満足度を教えてください. （必須） 

◯大変満足  ◯満足  ◯不満足  ◯とても不満足 

3) 差し支えなければ, 2）の満足度を選ばれた理由をお知らせください. (任意) 

 

4) 次回以降の勉強会でもしご発表いただける場合, ご連絡先をお知らせください. (任意) 
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付録 4 プロトタイプ版評価アンケート 

Web 上で実施 

1) お名前（匿名可） 

 

2) 教科「情報」の授業を担当していますか？（必須） 

◯専任で担当   ◯他教科と兼任で担当 

◯担当していない（教員）   ◯担当していない（教員以外） 

3) 当サイトの使用感を教えてください. （必須） 

◯とても使いやすい  ◯使いやすい  ◯使いづらい  ◯とても使いづらい 

4) どんなところが使いやすいですか 

 

5) どんなところが使いづらいですか 

 

6) 普段当サイトを何のために利用していますか？（複数選択可）（必須） 

□疑問解決   □自己研鑽   □意見交換 

□小テストや定期考査作問の参考にするため 

□その他（自由記述） 

7) 当サイトを利用することで, 普段の授業や考査問題の作問に対する不安感や孤立感が軽減

しましたか？（必須） 

◯かなり軽減されている   ◯ある程度軽減されている 

◯わずかに軽減されている   ◯全く軽減されていない 

8) 問題を投稿されたことはありますか？（必須） 

◯はい  ◯いいえ 

9) 当サイトに関する感想を教えてください. （必須） 
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付録 5 本運用版評価アンケート 

Web 上で実施 
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所属カテゴリで 

「大学等（専門学校・高専の先生, 教職課程受講中の学生を含む）」を選択した場合 
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所属カテゴリで 

「高等学校, 中学校, 中高一貫校, 教育委員会」を選択した場合 
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指導形態で「兼任」を選択した場合 

 

 

以降全員共通 
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付録 6 登録の理由（自由記述） 

知識の向上のため 教員（若手） 

参考となる問題を探すため 教員（若手） 

情報関係起訴の過去問を解きたくて登録した 教員（若手） 

他校の授業事例など情報科の指導に関わる情報を収集したかったため.  教員（若手） 

情報科目の指導に役立つと考えたため.  教員（若手） 

共通テストの対策のため 教員（若手） 

試験問題作成や授業内での指導に役立てるため 教員（若手） 

情報科目の指導に役立てるため.  教員（若手） 

情報科に関する情報を広く収集するため 教員（中堅） 

他の方の実践方法や問題などを見てみたかったから 教員（中堅） 

自身のスキルアップのため 教員（中堅） 

教科指導に不安があったため 教員（中堅） 

情報の問題 DB というのが他になく面白そうだったから 教員（中堅） 

作問することが多くなり，問題検討材料を増やしたかったため 教員（中堅） 

教科情報の情報を広く得るため 教員（中堅） 

定期考査の作問や授業準備で参考にするときに, 情報科の問題を探す

ときに困ったから（東進の過去問データベースみたいなものがあると嬉し

いので） 

教員（中堅） 

どんなものかと興味を持った 教員（中堅） 

他校の指導方法について情報を得たいため 教員（中堅） 

授業づくりの参考にするため 教員（中堅） 

興味深いテーマ 教員（中堅） 

情報教員のコミュニティに参加することで様々な意見交換等をしたいと

思った 

教員（中堅） 

問題作成, 検討, 傾向分析に役に立つ 教員（中堅） 

情報科のネットワーク拡大のため 教員(ベテラン） 

このようなサイトを探していたから 教員(ベテラン） 

松島君に何か協力できないかなと思ったので.  教員(ベテラン） 
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共通テストについての情報を得るためが主な目的でした 教員(ベテラン） 

もともと専門学校で情報処理科の講師をしていました.  

未履修問題の後, 尻ぬぐいのような形で母校の「情報」の授業を持つこと

になり, ずっと高校と関わってきました.  

今年は, 通常授業はありませんが, スポットで数回の「共通テスト対策」

を担当することとなり, 学校からは対策面での動向は聞けないという事

で, 自主的に情報収集が必要となったため, 参加させていただきました.  

教員(ベテラン） 

自らの勉強を深めたかったら 教員(ベテラン） 

教科情報の情報を得るため 教員(ベテラン） 

情報Ⅰを勉強するうえで, とても参考になるサイトだと思い, 登録させて

いただきました.  

教員(ベテラン） 

アルゴリズム研究のため 教員(ベテラン） 

情報科の指導に関する情報を得たいから 教員(ベテラン） 

情報収集と自己研鑽 教員(ベテラン） 

問題が集約されており, 活用したいと思ったから.  教員(ベテラン） 

自己研鑽と受験指導に役立てたい思いから.  教員(ベテラン） 

情報共有が大切だと感じたから 大学教授等 

基本情報の問題を探していたこと. CBT になり, 問題非公開になって困

っていた 

大学教授等 

個人で活動していて, 話題を共有できる同業者がいなかったため.  大学教授等 

興味ある活動であったため 大学教授等 

情報科に関する情報・意見交換の場として良いと思った. 松島先生の人

柄.  

大学教授等 

情報教科, 入試に関する情報収集 学生 

授業ノウハウの収集 塾・予備校 

共通テストでの必須化に関して, 情報収集が必要だったため 塾・予備校 
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付録 7 塾・予備校および学生の登録前後の課題や不安感 

登録前後での課題や不安（塾・予備校） n=2 

  登録前 登録後 

入試対策 1 1 

小テストや定期考査等の作問 1 1 

教材開発 1 0 

指導方法について相談できる相手がいないこと 2 1 

教員の不足 0 0 

教材選定 1 1 

評価方法 0 0 

生徒の習熟度の差 1 1 

他教科との連携 0 0 

年間指導計画 0 0 

人材育成（後輩の先生を育てる） 0 0 

履修年次 0 0 

小中学校との連携 0 0 

他校の先生との情報共有 0 0 

自身の専門性の不安 0 0 

Python コードに関する不安 0 0 

大学や専門学校との連携 0 0 

特に課題や不安に感じていたことはなかった 0 0 
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登録前後での課題や不安（学生） n=1 

  登録前 登録後 

入試対策 1 1 

小テストや定期考査等の作問 0 0 

教材開発 1 0 

指導方法について相談できる相手がいないこと 1 0 

教員の不足 0 0 

教材選定 0 0 

評価方法 0 0 

生徒の習熟度の差 0 0 

他教科との連携 0 0 

年間指導計画 0 0 

人材育成（後輩の先生を育てる） 0 0 

履修年次 0 0 

小中学校との連携 0 0 

他校の先生との情報共有 0 0 

自身の専門性の不安 0 0 

Python コードに関する不安 0 0 

大学や専門学校との連携 0 0 

特に課題や不安に感じていたことはなかった 0 0 
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付録 8 平均値を算出する前のデータと指導不安感の具体的内容 

（１）情報社会の問題解決「（ア）問題を発見・解決する方法」 

この単元を指導する際の不安感（指導不安感） 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.不安はない 7 7 

2.あまり不安はない 11 11 

3.どちらともいえない 10 12 

4.やや不安に感じる 5 4 

5.不安に感じる 2 1 

平均 2.54 2.46 

標準偏差 1.15 1.04 

 

 

 

この単元を指導する際に感じる（感じていた）不安感とは 

問題解決の方法の手順が教科書会社によってバラバラなので良い方法の問題解決が教えられない 

問題解決についての実践をさせるための教材テーマがわからない 

単に知識の詰め込みにならないようにしたいが, 演習とのバランスを取ることがまずかい 

問題解決を取り扱い際の題材の設定 

単元の内容の理解不足 

問題解決のテーマの大きさと, それに対する評価が難しい 

「問題の発見・解決」「問題解決の振り返りと改善」について,生徒の「自分事」となる事例を基にした

授業設計を行いたいが,その実践に当たっての時間数が足りない.  

内容がざっくりしているので入試見据えた場合の教える内容がよく分からない 

評価方法がわからない 

単元の指導方法のより良い方法が分からない.  
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生徒の思考があまり広がらない.  

アウトプットのやり方 

具体例 

どこまで説明するべきか, わからない.  

情報に関する知識ではないものを求められている感じがします. PBLやデザイン思考など, 大学で

学んだこと以外の専門知識に不安があります.  

生徒の理解度と定着 

他の教員の指導はどうしているか？ 

どのように教えるのか. 用語の確認などで終わりそう. 法律の条文を覚えてもらって終わりというの

もなあ・・と思う.  

納得のいく教材開発ができていない. 共通テストを見据えた（ペーパー問題を解く力のつく）教材の

開発の方向性が見えない.  

 

（１）情報社会の問題解決「（イ）情報社会における個人の果たす役割と責任」 

この単元を指導する際の不安感（指導不安感） 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.不安はない 10 10 

2.あまり不安はない 14 14 

3.どちらともいえない 6 7 

4.やや不安に感じる 5 4 

5.不安に感じる 0 0 

平均 2.17 2.14 

標準偏差 1.01 0.97 
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この単元を指導する際に感じる（感じていた）不安感とは 

どこまで深く教えるのかまだ手探り 

単元の内容の理解不足 

単元の内容の理解不足 

最新技術の変化, 教科書の知識と最新技術の乖離 

入試対策でどのような内容まで教えたらよいのかよく分からない 

単元内容の理解不足. 法律がたくさんあり, どれだけ深く教える必要があるのかを考えるときがあ

るからです.  

アウトプットのやり方 

どこまで内容を広げるべきか迷う 

初めての教科なので生徒の反応がわからない 

どのように教えるか. 法律の条文を覚えるだけで終わるのかが不安. 情報セキュリティも色々事例

を示す者の・・という感じ.  

 

（１）情報社会の問題解決「（ウ）情報技術が果たす役割と望ましい情報社会の構築」 

この単元を指導する際の不安感（指導不安感） 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.不安はない 6 6 

2.あまり不安はない 14 14 

3.どちらともいえない 10 12 

4.やや不安に感じる 5 2 

5.不安に感じる 0 1 

平均 2.40 2.37 

標準偏差 0.95 0.94 
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この単元を指導する際に感じる（感じていた）不安感とは 

新技術などは, どこまでが指導対象となり, どこまでが共通テストの出題範囲として採用されてくる

のか, , , 日進月歩の分野であるため指導側の情報収集力も必要となり, なかなか手強いのではな

いでしょうか. 先日も, 警察の情報系の防犯セミナーに参加しましたが, 最新情報を得ていくのに

は幅広い活動が必要になると思います.  

最新の人工知能などの知識 

この単元も, どこまで踏み込んで教えたらよいのかがわからない 

単元内容の理解不足. 情報技術のスピードが速く, 教科書の内容が間に合っていないと感じるとき

があるからです.  

単元の内容の理解不足 

なし著作権, 使用電力の問題がある人口知能をどう扱うか.  

どこまで内容を広げるべきか迷う 

教員間での知識の差 

最新の情報（AI やサイバー犯罪など）の知識不足 

何をどう教えるのかのイメージがつきにくい. Society 5.0 などは自分もまだ授業で教えられるほ

どイメージがつかめていない.  

 

（２）コミュニケーションと情報デザイン「（ア）メディアの特性とコミュニケーション手

段」 

この単元を指導する際の不安感（指導不安感） 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.不安はない 11 12 

2.あまり不安はない 15 15 

3.どちらともいえない 4 4 

4.やや不安に感じる 5 4 

5.不安に感じる 0 0 

平均 2.09 2.00 

標準偏差 1.01 0.97 
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この単元を指導する際に感じる（感じていた）不安感とは 

数値（10進数 2進数のお互いの変換）は教科書の内容を忠実になぞって説明すると生徒は理解で

きない. 不安を解消するために小学校の算数を発展的になるように教材を工夫した 

最新のツールについての情報, 最新の技術動向 

新しいことが出題されやすい分野と思うので, ここもどこまで踏み込めばよいのか疑問 

圧縮技術（ランレングス法, ハフマン符号化）をどこまで教える必要があるのか考えるときがあるか

らです.  

単元の指導方法のより良い方法が分からない. 特に画像・音声・動画のデジタル化について.  

画像や動画など実技内容 

文字コードの違い, 特徴 

生徒の理解度 

どこまで内容を広げるべきか迷う 

単元の内容の理解不足 

コミュニケーションツールは授業で扱いにくいし問題にもしにくい 

コミュニケーションに関する問題作成が難しい 

 

 

 

 

 

 

 

 

11

15

4
5

0

12

15

4 4

0
0

2

4

6

8

10

12

14

16

1.不安はない 2.あまり不安はない 3.どちらともいえない 4.やや不安に感じる 5.不安に感じる

人
数
（
人
）

この単元を指導する際の不安感（指導不安感）（教員のみ n=35）

登録前 登録後



 191 

（２）コミュニケーションと情報デザイン「（イ）情報デザイン」 

この単元を指導する際の不安感（指導不安感） 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.不安はない 5 6 

2.あまり不安はない 10 9 

3.どちらともいえない 9 11 

4.やや不安に感じる 11 9 

5.不安に感じる 0 0 

平均 2.74 2.66 

標準偏差 1.07 1.06 

 

 

 

この単元を指導する際に感じる（感じていた）不安感とは 

デザインはどこまで深く説明するか悩みます 

情報デザインについての教材の少なさや，実習を行った場合の評価方法が確立できていなかった.  

成果物を評価する際に全員分評価するとかなり労力がかかってしまい, 良い評価方法がないかわ

からない 
生徒の活動に対する評価の基準が自分の中で定まらない 

センスに関わる部分の解釈, 生徒への伝達 

単元の内容の理解不足 

単元の内容の理解不足 

抽象化・可視化が少し複雑である.  

生徒が計画を立てられるようにする方略.  
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ピクトグラムなどの制作 

情報学とは異なる分野（PBL やデザイン思考）と繋げて考えなければならないこと.  

専門用語の同義語が多いので, 生徒の理解度に難あり 

どこまで内容を広げるべきか迷う 

単元の内容の理解不足 

情報デザインはどう評価したら良いのか. 単体での評価は難しいので, 情報モラルのポスター作成

の評価の一部として利用することは可能だろうが・・.  

デザインに関する問題作成に時間がかかる.  

適切な試験問題の作成 

 

（２）コミュニケーションと情報デザイン「（ウ）効果的なコミュニケーション」 

この単元を指導する際の不安感（指導不安感） 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.不安はない 5 5 

2.あまり不安はない 5 5 

3.どちらともいえない 16 17 

4.やや不安に感じる 9 8 

5.不安に感じる 0 0 

平均 2.83 2.80 

標準偏差 0.98 0.96 
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この単元を指導する際に感じる（感じていた）不安感とは 

専門科目情報デザインの指導経験がないと無理だと思う 

生徒への配慮をどの程度するべきか判断に悩むことがある 

生徒の活動に対する評価の基準が自分の中で定まらない 
時間をかけすぎずに実習を入れながら理解させるような授業設計 

必要性があるのでしょうか 

評価方法がわからない 

「問題の発見・解決・評価」と関連付け,実際に何らかの成果物を制作する授業設計を行いたいが,端

的に言って授業時間が足りない.  

内容が授業で取り上げにくい内容である 

単元内容の理解不足 

単元の内容の理解不足 

テキストに載っていない用語が稀にある. 「シグニファイア」など.  

コンテンツ制作に時間がかかりすぎる.  

※使っている日文の教科書にはほぼない内容です 

仮想の人格を想定させることが難しい.  

前項と同じ（情報学とは異なる分野（PBL やデザイン思考）と繋げて考えなければならないこと. ） 

どこまで内容を広げるべきか迷う 

単元の内容の理解不足 

ペルソナなどは何かコンテンツを作成する一部として利用したいので, 単体での評価というよりはコ

ンテンツ作成の評価の一部になるだろうなとは思っている. 自分でやったことのない教員も多いと思

うので, そこを補完できる研修があればいいなと思う.  

生徒の作品のルーブリック評価が難しい.  

特に, 複数教員で指導する中で, 評価基準の作成および教員間の主観のズレの調整が難しい.  
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（３）コンピュータとプログラミング「（ア）コンピュータの仕組み」 

この単元を指導する際の不安感（指導不安感） 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.不安はない 10 10 

2.あまり不安はない 11 13 

3.どちらともいえない 7 7 

4.やや不安に感じる 5 4 

5.不安に感じる 2 1 

平均 2.37 2.23 

標準偏差 1.21 1.09 

 

 

 

この単元を指導する際に感じる（感じていた）不安感とは 

機械ばかりの話なので, 毎年生徒は居眠りをしてしまう.  

プログラミングは生徒に授業の中で納得感を持たせることが難しい 

ひたすら 0・1 の世界が続く分野であり,また,数学Ⅰ・数学 A などと関連する分野でもあるので,数学

に苦手意識を持つ生徒の興味関心をどのように高めるかに苦労している.  

単元内容の理解不足.  

「計算誤差」「プログラミング」に関する知識に不安がある.  

ハードの仕組み（ＣＰＵなど）がよく分かっていない 

どこまで内容を広げるべきか迷う 

教員間の知識の差 
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単元の内容の理解不足 

計算誤差は扱いにくい（生徒にとって想像しにくい） 

問題の出題形式（試験, 小テストなど） 

プログラミングの実践 

 

（３）コンピュータとプログラミング「（イ）アルゴリズムとプログラミング」 

この単元を指導する際の不安感（指導不安感） 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.不安はない 4 5 

2.あまり不安はない 4 6 

3.どちらともいえない 9 11 

4.やや不安に感じる 14 9 

5.不安に感じる 4 4 

平均 3.29 3.03 

標準偏差 1.18 1.22 

 

 

 

この単元を指導する際に感じる（感じていた）不安感とは 

授業構成 

生徒の技術格差による授業進度の調整 

プログラムやアルゴリズムなどの指導方法やプログラミング言語の選択などが難しい 

共通テストのような文章で問われる問題との接続がうまくいかない 
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プログラミングは生徒に授業の中で納得感を持たせることが難しい 

表計算やノーコードで実現できる内容を, わざわざプログラミングすることに意味を感じていないた

め, 疑問を持たざるを得ない部分が多いです. 題材がセンサや制御系であれば, 実用にもつなが

り有用かと思いますが, , , ,  

単元の内容の理解不足 

環境構築に不安を感じる. 言語もどれが良いか迷う. 今回は良くても次の指導要領では使えない

言語の可能性もある.  

最も時間をかけて取り組みたい分野であるが,圧倒的に時数が足りない.  

生徒に習得させる困難さ 

プログラミングの指導. サイトの中で参考となることが多く, 不安は少なくなりました.  

単元の内容の理解不足 

アルゴリズムの指導法はやや困難である 

知識に不安がある.  

生徒の個人差への対応.  

授業のコマ数と流れ 

学力の差に幅が著しい内容 

基本的な知識を教授することは可能だが, 応用学習に不安がある 

プログラムに対する, 生徒の抵抗感の払拭 

どこまで内容を広げるべきか迷う. プログラム言語が多様で迷う.  

どこまでプログラミングを授業で扱うか 

単元の内容の理解不足 

プログラミングの何をどこまで教えるのかが難しい. 一応はやってみているが, 改善したいなと思い

つつ時間がなくて結局いつも通りになりそうなのが怖いところ.  

共通テストの模試で生徒が得点を伸ばせず, ペーパー問題を解く力の養成に不安がある.  

ペーパー試験における問題のバリエーションをどのように確保するか 

生徒の習熟度 
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（３）コンピュータとプログラミング「（ウ）モデル化とシミュレーション」 

この単元を指導する際の不安感（指導不安感） 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.不安はない 3 3 

2.あまり不安はない 8 10 

3.どちらともいえない 9 8 

4.やや不安に感じる 10 8 

5.不安に感じる 5 6 

平均 3.17 3.11 

標準偏差 1.20 1.25 

 

 

 

この単元を指導する際に感じる（感じていた）不安感とは 

数学的（二項分布の読み取りなど）の知識不足 

コンピュータで行うシミュレーションを紙で学習する矛盾(共通テスト)コンピュータでシミュレーショ

ンするのと紙で行うのは全く思考が違う 

単元の内容の理解不足 

シミュレーションの仕方についての教材の不足や実習課題などの作成が難しい 

プログラミングは生徒に授業の中で納得感を持たせることが難しい 

単元内容の理解不足 

モデル化について考えると範囲が広すぎる.  

個人的にあまり得意でない単元である.  
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自分がいままで教えたことのない分野だから 

シミュレーションにかける授業時間は, どのくらいが良いのかなど 

単元の内容の理解不足 

知識に不安がある.  

生徒のプログラミング技能がモデル化とシミュレーションに対応できる水準に達しているか.  

自分が分かっていない. ネットで探したり, chatGPT でさがしたプログラムが動かないなどのトラ

ブル 

シミュレーションの問題設計に苦慮する 

どこまで内容を広げるべきか迷う. そもそも数学の知識が十分でない生徒に手間取る.  

単元の内容の理解不足 

どのような題材なら生徒が興味をもってくれるのかを考えたい. また, 教材も Excelや Python

の操作がメインではないので, いかにモデル化とシミュレーションに着目できるか（Excelの操作に

気を取られないようにできるか）がポイントだと思っている. そのための教材づくりなどが大変.  

 

（４）情報通信ネットワークとデータの活用「（ア）情報通信ネットワークの仕組みと役

割」 

この単元を指導する際の不安感（指導不安感） 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.不安はない 9 9 

2.あまり不安はない 10 11 

3.どちらともいえない 7 8 

4.やや不安に感じる 6 4 

5.不安に感じる 3 3 

平均 2.54 2.46 

標準偏差 1.29 1.24 
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この単元を指導する際に感じる（感じていた）不安感とは 

プログラミングよりも実社会では必要な知識なのに, 教科書の教員版の時間配分が随分少なく, 重

きを置いていない感じに不安を感じます. 国をあげて「ホワイトハッカー」の育成に取り組むほど需

要が高く, また, 育てていけないと他国の餌食になる日本からの脱却ができないのに, 内容と重要

度が低すぎます. 不安でしかない.  

単元の内容の理解不足 

最新技術が難しすぎる. 無線 LAN と一口に言ってもどこまで話せば良いのか悩む. 認証技術など

も進化が早いのでついて行けない.  

家庭内 LANのトラブルシューティングなど,身近な事例に紐付けて展開すると効果的な単元だが,

勤務校の環境や機材の関係で実例に即した指導を行いづらい.  

単元内容の理解不足. 教科書の内容だけでよいのか. 実際にネットワークを構築するなどの実習

が必要ではないのか など 

暗号化の知識に不安がある.  

サーバのやりとり等 

プロトコルの説明, デジタル署名など暗号化の説明 

どこまで内容を広げるべきか迷う 

単元の内容の理解不足 

ネットワークの仕組みは説明できても, 実習をするのが難しいなと思っている. 暗号化も「情報の科

学」の時代もあったけど, 数学に踏み込まずに教えるのが難しい. 気づかないだけで身近なところ

でたくさん使われているのだが・・.  

効果的な教材が思い浮かばない 
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（４）情報通信ネットワークとデータの活用「（イ）情報システムとデータの管理」 

この単元を指導する際の不安感（指導不安感） 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.不安はない 7 7 

2.あまり不安はない 10 10 

3.どちらともいえない 5 7 

4.やや不安に感じる 10 9 

5.不安に感じる 3 2 

平均 2.77 2.69 

標準偏差 1.31 1.23 

 

 

 

この単元を指導する際に感じる（感じていた）不安感とは 

データベースの学習方法がわからない 

単元の内容の理解不足 

データベースについてどこまで掘り下げて教えるのかわからない 

この単元にかける時間は, どの程度必要なのか など 

単元の内容の理解不足 

データベースに関する知識に不安がある.  

SQLにどの程度注力するか.  

ここまで授業を進行したことがない 

データベースの活用になると難易度が上がりすぎて生徒の実態に即さなくなってしまう 
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専門用語の同義語の多さを生徒が理解し知識を定着できるか 

どこまで内容を広げるべきか迷う 

単元の内容の理解不足 

sAccess などデータベースに関してはオンライン教材もあるので余裕がある. オープンデータにつ

いては紹介にとどまるかな・・というイメージ.  

生徒の理解の解像度を上げる説明 

 

（４）情報通信ネットワークとデータの活用「（ウ）データの収集・整理・分析」 

この単元を指導する際の不安感（指導不安感） 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.不安はない 3 3 

2.あまり不安はない 9 9 

3.どちらともいえない 6 8 

4.やや不安に感じる 11 10 

5.不安に感じる 6 5 

平均 3.23 3.14 

標準偏差 1.26 1.22 

 

 

この単元を指導する際に感じる（感じていた）不安感とは 

テキストマイニングの活用の指導不足 

単元の内容の理解不足 

データ分析を数学でするのか情報でするのかがわかりにくい. うまく連携が取れない 
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統計の知識不足 

データサイエンスという分野の重要性を考えると必要不可欠ですが, 数学的な解説を「情報」の中

で実施するには量も質も重すぎであり, 「知っている」前提で授業をするには, 勉強したての生徒に

はあまりにも酷な気がして気が引けています.  

実例が豊富にあると面白い分野だとは思うのですが, 実社会を知らない高校生へのアプローチとし

て有効なのでしょうか.  

数学との棲み分け 

他教科との連携. 「データの分析と評価」については数学科との連携が有効だと考えるが,情報科・

数学科の間で十分なディスカッションをとれていないのが課題.  

いままで指導したことがない 

この単元にかける時間は, どのくらいが適当なのか など 

単元の内容の理解不足 

知識に不安がある.  

統計を扱う経験の少なさ.  

ここまで進行したことがない 

初めての内容が多い 

新しい内容なので, 理解不足だと思う.  

どこまで内容を広げるべきか迷う 

単元の内容の理解不足 

アンケートをさせてプレゼンに組み込ませたりしたのだが, この分野の内容をどこまでわかったうえ

でできているかは不明. 一人ひとり丁寧に個別対応したらよいのだが, そんな余裕は授業中にな

い. また, 定期考査の作問が難しい・・.  

共通テスト対策に不安がある.  

表計算ソフトで実習を行うことが中心な分野に, ペーパー試験でどのように適切に評価・共通テスト

対策になるような問題を作問するか 
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付録 9 平均値を算出する前の知識習得の難しさ 

（１）情報社会の問題解決「（ア）問題を発見・解決する方法」 

この単元を指導するにあたり教員として持つべき知識を習得する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 5 5 

2.やや容易だと感じる 13 13 

3.どちらともいえない 11 11 

4.やや難しいと感じる 6 6 

5.難しいと感じる 0 0 

平均 2.51 2.51 

標準偏差 0.95 0.95 

 

 

（１）情報社会の問題解決「（イ）情報社会における個人の果たす役割と責任」 

この単元を指導するにあたり教員として持つべき知識を習得する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 6 6 

2.やや容易だと感じる 13 13 

3.どちらともいえない 10 12 

4.やや難しいと感じる 5 3 

5.難しいと感じる 1 1 

平均 2.49 2.43 

標準偏差 1.04 0.98 
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（１）情報社会の問題解決「（ウ）情報技術が果たす役割と望ましい情報社会の構築」 

この単元を指導するにあたり教員として持つべき知識を習得する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 5 6 

2.やや容易だと感じる 12 11 

3.どちらともいえない 10 11 

4.やや難しいと感じる 7 6 

5.難しいと感じる 1 1 

平均 2.63 2.57 

標準偏差 1.06 1.07 
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（２）コミュニケーションと情報デザイン「（ア）メディアの特性とコミュニケーション手

段」 

この単元を指導するにあたり教員として持つべき知識を習得する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 7 7 

2.やや容易だと感じる 12 12 

3.どちらともいえない 8 11 

4.やや難しいと感じる 7 4 

5.難しいと感じる 1 1 

平均 2.51 2.43 

標準偏差 1.12 1.04 

 

（２）コミュニケーションと情報デザイン「（イ）情報デザイン」 

この単元を指導するにあたり教員として持つべき知識を習得する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 2 2 

2.やや容易だと感じる 9 9 

3.どちらともいえない 10 10 

4.やや難しいと感じる 13 13 

5.難しいと感じる 1 1 

平均 3.06 3.06 

標準偏差 1.00 1.00 

 



 206 

 

（２）コミュニケーションと情報デザイン「（ウ）効果的なコミュニケーション」 

この単元を指導するにあたり教員として持つべき知識を習得する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 4 4 

2.やや容易だと感じる 5 6 

3.どちらともいえない 17 18 

4.やや難しいと感じる 9 7 

5.難しいと感じる 0 0 

平均 2.89 2.80 

標準偏差 0.93 0.90 
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（３）コンピュータとプログラミング「（ア）コンピュータの仕組み」 

この単元を指導するにあたり教員として持つべき知識を習得する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 4 4 

2.やや容易だと感じる 10 12 

3.どちらともいえない 9 11 

4.やや難しいと感じる 8 5 

5.難しいと感じる 4 3 

平均 2.94 2.74 

標準偏差 1.21 1.12 

 

 

（３）コンピュータとプログラミング「（イ）アルゴリズムとプログラミング」 

この単元を指導するにあたり教員として持つべき知識を習得する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 3 3 

2.やや容易だと感じる 4 4 

3.どちらともいえない 9 11 

4.やや難しいと感じる 14 13 

5.難しいと感じる 5 4 

平均 3.40 3.31 

標準偏差 1.14 1.11 
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（３）コンピュータとプログラミング「（ウ）モデル化とシミュレーション」 

この単元を指導するにあたり教員として持つべき知識を習得する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 4 4 

2.やや容易だと感じる 3 4 

3.どちらともいえない 12 12 

4.やや難しいと感じる 11 11 

5.難しいと感じる 5 4 

平均 3.29 3.20 

標準偏差 1.18 1.16 
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（４）情報通信ネットワークとデータの活用「（ア）情報通信ネットワークの仕組みと役

割」 

この単元を指導するにあたり教員として持つべき知識を習得する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 5 5 

2.やや容易だと感じる 11 11 

3.どちらともいえない 6 7 

4.やや難しいと感じる 8 8 

5.難しいと感じる 5 4 

平均 2.91 2.86 

標準偏差 1.31 1.26 

 

（４）情報通信ネットワークとデータの活用「（イ）情報システムとデータの管理」 

この単元を指導するにあたり教員として持つべき知識を習得する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 3 3 

2.やや容易だと感じる 9 9 

3.どちらともいえない 10 11 

4.やや難しいと感じる 9 9 

5.難しいと感じる 4 3 

平均 3.06 3.00 

標準偏差 1.16 1.11 
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（４）情報通信ネットワークとデータの活用「（ウ）データの収集・整理・分析」 

この単元を指導するにあたり教員として持つべき知識を習得する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 2 2 

2.やや容易だと感じる 6 6 

3.どちらともいえない 10 12 

4.やや難しいと感じる 11 11 

5.難しいと感じる 6 4 

平均 3.37 3.26 

標準偏差 1.14 1.07 
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付録 10 平均値を算出する前の教材の入手または開発の難しさ 

（１）情報社会の問題解決「（ア）問題を発見・解決する方法」 

授業準備における, 参考とする教材の入手または開発する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 3 3 

2.やや容易だと感じる 10 10 

3.どちらともいえない 14 14 

4.やや難しいと感じる 6 7 

5.難しいと感じる 2 1 

平均 2.83 2.80 

標準偏差 1.01 0.96 

 

（１）情報社会の問題解決「（イ）情報社会における個人の果たす役割と責任」 

授業準備における, 参考とする教材の入手または開発する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 5 6 

2.やや容易だと感じる 15 15 

3.どちらともいえない 10 10 

4.やや難しいと感じる 5 4 

5.難しいと感じる 0 0 

平均 2.43 2.34 

標準偏差 0.92 0.91 
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（１）情報社会の問題解決「（ウ）情報技術が果たす役割と望ましい情報社会の構築」 

授業準備における, 参考とする教材の入手または開発する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 7 8 

2.やや容易だと感じる 13 12 

3.どちらともいえない 9 11 

4.やや難しいと感じる 6 4 

5.難しいと感じる 0 0 

平均 2.40 2.31 

標準偏差 1.01 0.96 
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（２）コミュニケーションと情報デザイン「（ア）メディアの特性とコミュニケーション手

段」 

授業準備における, 参考とする教材の入手または開発する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 8 8 

2.やや容易だと感じる 10 10 

3.どちらともいえない 11 13 

4.やや難しいと感じる 5 3 

5.難しいと感じる 1 1 

平均 2.46 2.40 

標準偏差 1.09 1.03 

 

（２）コミュニケーションと情報デザイン「（イ）情報デザイン」 

授業準備における, 参考とする教材の入手または開発する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 3 3 

2.やや容易だと感じる 7 7 

3.どちらともいえない 10 11 

4.やや難しいと感じる 13 13 

5.難しいと感じる 2 1 

平均 3.11 3.06 

標準偏差 1.08 1.03 
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（２）コミュニケーションと情報デザイン「（ウ）効果的なコミュニケーション」 

授業準備における, 参考とする教材の入手または開発する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 3 3 

2.やや容易だと感じる 7 8 

3.どちらともいえない 15 15 

4.やや難しいと感じる 10 9 

5.難しいと感じる 0 0 

平均 2.91 2.86 

標準偏差 0.92 0.91 
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（３）コンピュータとプログラミング「（ア）コンピュータの仕組み」 

授業準備における, 参考とする教材の入手または開発する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 5 5 

2.やや容易だと感じる 12 13 

3.どちらともいえない 11 12 

4.やや難しいと感じる 5 3 

5.難しいと感じる 2 2 

平均 2.63 2.54 

標準偏差 1.09 1.04 

 

（３）コンピュータとプログラミング「（イ）アルゴリズムとプログラミング」 

授業準備における, 参考とする教材の入手または開発する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 4 4 

2.やや容易だと感じる 7 7 

3.どちらともいえない 8 10 

4.やや難しいと感じる 10 9 

5.難しいと感じる 6 5 

平均 3.20 3.11 

標準偏差 1.28 1.23 
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（３）コンピュータとプログラミング「（ウ）モデル化とシミュレーション」 

授業準備における, 参考とする教材の入手または開発する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 3 3 

2.やや容易だと感じる 4 5 

3.どちらともいえない 12 13 

4.やや難しいと感じる 11 9 

5.難しいと感じる 5 5 

平均 3.31 3.23 

標準偏差 1.13 1.14 
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（４）情報通信ネットワークとデータの活用「（ア）情報通信ネットワークの仕組みと役

割」 

授業準備における, 参考とする教材の入手または開発する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 5 5 

2.やや容易だと感じる 11 11 

3.どちらともいえない 6 7 

4.やや難しいと感じる 10 9 

5.難しいと感じる 3 3 

平均 2.86 2.83 

標準偏差 1.24 1.22 

 

（４）情報通信ネットワークとデータの活用「（イ）情報システムとデータの管理」 

授業準備における, 参考とする教材の入手または開発する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 3 3 

2.やや容易だと感じる 8 8 

3.どちらともいえない 12 13 

4.やや難しいと感じる 6 5 

5.難しいと感じる 6 6 

平均 3.11 3.09 

標準偏差 1.21 1.20 
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（４）情報通信ネットワークとデータの活用「（ウ）データの収集・整理・分析」 

授業準備における, 参考とする教材の入手または開発する難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 2 2 

2.やや容易だと感じる 7 7 

3.どちらともいえない 8 11 

4.やや難しいと感じる 12 10 

5.難しいと感じる 6 5 

平均 3.37 3.26 

標準偏差 1.17 1.12 
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付録 11 平均値を算出する前の評価の難しさ 

（１）情報社会の問題解決「（ア）問題を発見・解決する方法」 

この単元に関する試験問題やルーブリックの作成など, 評価の難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 1 1 

2.やや容易だと感じる 9 9 

3.どちらともいえない 14 13 

4.やや難しいと感じる 9 10 

5.難しいと感じる 2 2 

平均 3.06 3.09 

標準偏差 0.94 0.95 

 

（１）情報社会の問題解決「（イ）情報社会における個人の果たす役割と責任」 

この単元に関する試験問題やルーブリックの作成など, 評価の難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 5 5 

2.やや容易だと感じる 9 9 

3.どちらともいえない 15 16 

4.やや難しいと感じる 6 5 

5.難しいと感じる 0 0 

平均 2.63 2.60 

標準偏差 0.94 0.91 
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（１）情報社会の問題解決「（ウ）情報技術が果たす役割と望ましい情報社会の構築」 

この単元に関する試験問題やルーブリックの作成など, 評価の難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 3 3 

2.やや容易だと感じる 13 13 

3.どちらともいえない 12 14 

4.やや難しいと感じる 7 5 

5.難しいと感じる 0 0 

平均 2.66 2.60 

標準偏差 0.91 0.85 
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（２）コミュニケーションと情報デザイン「（ア）メディアの特性とコミュニケーション手

段」 

この単元に関する試験問題やルーブリックの作成など, 評価の難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 7 7 

2.やや容易だと感じる 13 14 

3.どちらともいえない 10 10 

4.やや難しいと感じる 4 3 

5.難しいと感じる 1 1 

平均 2.40 2.34 

標準偏差 1.03 1.00 

 

（２）コミュニケーションと情報デザイン「（イ）情報デザイン」 

この単元に関する試験問題やルーブリックの作成など, 評価の難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 2 3 

2.やや容易だと感じる 6 7 

3.どちらともいえない 13 12 

4.やや難しいと感じる 12 12 

5.難しいと感じる 2 1 

平均 3.17 3.03 

標準偏差 0.98 1.01 
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（２）コミュニケーションと情報デザイン「（ウ）効果的なコミュニケーション」 

この単元に関する試験問題やルーブリックの作成など, 評価の難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 3 3 

2.やや容易だと感じる 4 5 

3.どちらともいえない 16 16 

4.やや難しいと感じる 11 10 

5.難しいと感じる 1 1 

平均 3.09 3.03 

標準偏差 0.95 0.95 
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（３）コンピュータとプログラミング「（ア）コンピュータの仕組み」 

この単元に関する試験問題やルーブリックの作成など, 評価の難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 3 3 

2.やや容易だと感じる 12 12 

3.どちらともいえない 13 15 

4.やや難しいと感じる 5 4 

5.難しいと感じる 2 1 

平均 2.74 2.66 

標準偏差 1.01 0.91 

 

（３）コンピュータとプログラミング「（イ）アルゴリズムとプログラミング」 

この単元に関する試験問題やルーブリックの作成など, 評価の難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 3 3 

2.やや容易だと感じる 6 6 

3.どちらともいえない 11 12 

4.やや難しいと感じる 12 10 

5.難しいと感じる 3 4 

平均 3.17 3.17 

標準偏差 1.10 1.12 
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（３）コンピュータとプログラミング「（ウ）モデル化とシミュレーション」 

この単元に関する試験問題やルーブリックの作成など, 評価の難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 3 3 

2.やや容易だと感じる 4 5 

3.どちらともいえない 13 14 

4.やや難しいと感じる 12 10 

5.難しいと感じる 3 3 

平均 3.23 3.14 

標準偏差 1.06 1.06 

 

 

 

 



 225 

（４）情報通信ネットワークとデータの活用「（ア）情報通信ネットワークの仕組みと役

割」 

この単元に関する試験問題やルーブリックの作成など, 評価の難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 5 5 

2.やや容易だと感じる 11 11 

3.どちらともいえない 12 14 

4.やや難しいと感じる 6 4 

5.難しいと感じる 1 1 

平均 2.63 2.57 

標準偏差 1.03 0.98 

 

（４）情報通信ネットワークとデータの活用「（イ）情報システムとデータの管理」 

この単元に関する試験問題やルーブリックの作成など, 評価の難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 5 5 

2.やや容易だと感じる 6 6 

3.どちらともいえない 15 16 

4.やや難しいと感じる 6 5 

5.難しいと感じる 3 3 

平均 2.89 2.86 

標準偏差 1.13 1.12 
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（４）情報通信ネットワークとデータの活用「（ウ）データの収集・整理・分析」 

この単元に関する試験問題やルーブリックの作成など, 評価の難しさについて 

教員のみ n=35 登録前 登録後 

1.容易だと感じる 2 2 

2.やや容易だと感じる 7 8 

3.どちらともいえない 13 15 

4.やや難しいと感じる 8 6 

5.難しいと感じる 5 4 

平均 3.20 3.06 

標準偏差 1.11 1.06 
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付録 12 専門家レビュー依頼文（教育工学・情報教育の専門家） 
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付録 13 専門家レビュー依頼文（UI・UXの専門家） 
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